
    
      
        
      
    

  


俺サマ吸血鬼と同居中
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この作品はフィクションです。

実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。







目　次

　

俺サマ吸血鬼と同居中

　

あとがき







　

　

　草くさ間ま啓けい太たには不思議な記憶がある。

「王様」に会い、「王様」に助けられた、不思議な記憶。

　もちろん本物の王様ではない。当時、幼稚園児だった啓太には王様のように見えたというだけのこと。

　幼児期の記憶のせいか前後がまるで思い出せないが、その時、啓太は草木のあいだから「城」を見上げていた。もちろんそれも本物の城ではない。黒い三角屋根がいくつもついた、レンガ造りの大きな建物が、幼い啓太の目には城のように立派に見えたというだけだ。もう薄暗い時間だったから、よけいに現実離れしたものに見えたのかもしれない。

　植え込みのあいだから啓太が「城」を見上げていると、その扉が突然開いた。そして「王様」が現れたのだ。

　高い鼻び梁りよう、彫りの深い顔。日本人の平べったい顔とは明らかに人種がちがう、華やかな顔立ちに、肩をおおう波打つ黒髪と白い肌。身にまとうのは、物語の挿絵のようなレースのシャツと金糸銀糸の縫い取りのある豪華な上着。

「城」から出て来たその男性は、啓太には「王様」としか見えなかった。

「出て行け！」

「王様」は怒っていた。腰に手を当て、綺き麗れいな顔に怖い表情を浮かべて。

「ごめん！　ごめんってば！」

　扉の中から別の男性が飛び出してきた。そう、文字通り、飛び出してきた。まるで腰にロープでもつけて引っ張られでもしたかのように。

　彼はしきりに「王様」にあやまっていたが、「王様」の怖い顔はゆるむことがなかった。

「出て行け！　二度とこの屋敷に来るな！」

「そんな……」

　彼らはなにやら揉もめていたが、ふと、「出て行け」と怒鳴られたほうの、「王様」よりは年若く、服装もいたって普通の男性が啓太のいる植え込みのほうに目を向けてきた。ずかずかと歩み寄ってくる。

「……なんだ、おまえ」

　植え込みにひそんでいた啓太は伸びてきた手に軽々とつかみ上げられた。男は啓太の上着をつかんだまま、片腕でなんなく自分の顔の高さまで啓太を持ち上げた。

「へえ。飛んで火に入るなんとやら、だな。じゃあこの屋敷での最後の食事といくか」

「王様」とはちがい、男は街中で普通に見かける若者のように見えたが、その顔に浮かんだにやにや笑いは人間離れした邪悪さに満ちていた。

「や、やだっ！　やだっ！　放して！　下ろしてっ！　おうち、おうち帰るっ！」

　無性に怖くなった啓太は持ち上げられたままじたばたと手足を振り回した。

「うるせーんだよ。すぐに天国に帰してやっからさあ」

　そううそぶいた男の形相が一変した。目は吊つり上がって銀色に光り、大きく裂けるように広がった口の両端からは尖とがった牙きばがのぞく。

「いや、いや、いやあああっ！」

　それは恐ろしい顔だった。――まるで鬼のような。

「うわああああん！　怖い！　怖いよう！」

「鬼」の牙が間近に迫ってきて、啓太は泣き叫んだ。

「やめろ」

　厳しい声がした。「王様」が「鬼」の腕をつかんでいる。啓太は必死に「王様」に向かって手を伸ばした。

「やだあっやだああっ！」

「大丈夫、大丈夫だぞ」

「王様」はあやすように言いながら、啓太を「鬼」の腕から奪うように抱き取ってくれた。

「よしよし。もう泣くな。怖くないぞ。大丈夫だ」

　胸に抱えた啓太を見下ろし、「王様」は柔らかな笑みを浮かべた。自分をなだめてくれようとするその表情に、啓太はまだしゃくりあげながらも何度もうなずいて返した。

「こんな小さな子を……」

「王様」がふたたび「鬼」に視線を向ける。

「血などどれほどもない。そんなに飢えているならさっさとよそに行け！」

　厳しい声だった。厳しい表情だった。優しいほほえみから一転して、怒りをあらわに「鬼」をにらみつける「王様」の横顔を、啓太はその胸の中から見上げた。「鬼」をにらむ険しい顔……けれど怒っていても、「王様」は綺麗だった。長い黒髪がゆるやかにウエーブし、顔を縁取る。高い鼻筋、引き締まった口元、意志の強そうな黒い瞳、啓太は「王様」の白はく皙せきの美び貌ぼうをただひたすらに見つめていた。

　成長したあとも、啓太はその整った横顔をはっきりと思い出すことができた。

　――だが、そこまでだ。

　そこから先、どうやって家まで帰ったのか、「王様」と「鬼」がどうしたのか、いくら記憶の底をさらってもなにも思い出せない。

『あれはいったい……』

　不思議な記憶。どうして自分がそこにいたのか、そのあと、どうなったのか、なにもわからない。ただ、「城」と「王様」と「鬼」のイメージだけが啓太の脳裏に焼きついて残っていた。

　

　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊

　

　あれはいったいなんだったのか。

　成長するにつれて、その記憶の不思議さは啓太の中できわだってきた。

　子供の周りには不思議なことがたくさんある。幼稚園のクリスマス会に現れるサンタクロース、豆まきに現れる赤鬼、青鬼、イベントに現れるテレビの中のヒーローたち――だがほんの少し大きくなれば、それらはすべて幼稚園の先生や親たち、あるいはプロの扮ふん装そうだとわかってくる。

　しかし……扉の中から見えない手に引っ張られるようにして「鬼」が飛び出してきた様子も、銀色に光っていた瞳も、左右に裂けるように広がった唇も、その両端から伸びてきた薄青く光る牙も、とても作り物には見えなかった。なにかの仕掛けだとしたら、それはかなり精巧なものだったはずだ。

『夢だったのかなあ』

　啓太は小学生の頃に一度、母親に自分のその不思議な記憶について語ってみたことがある。

「あのね、お城みたいなおっきな家があってね。王様みたいな人が出てきたの。ガイジンさんだった。髪の毛が長くて、ホントに王様みたいな服を着てたんだよ。それからね、おうちの中から、もうひとり、飛び出すみたいに男の人が出てきたの。その人にぼく、見つかっちゃって、食べられそうになったの。目が光って、牙もはえてきて、とっても怖い顔になったんだよ。それでぼくが泣いちゃったら、王様が助けてくれて……」

　母親は笑い出した。

「怖い夢を見たのね。物語みたいな夢ね」

　そうか、あれはやはり夢なのかと幼い啓太は納得しかけたが、記憶はやけに鮮明で現実感があった。あんな生々しい夢があるだろうか。

『夢じゃなかったらなんだろう』

　人に話しても夢だと笑われるのがわかってからは、啓太はひとりで考えるようになった。もしかしたら、とひとつの可能性に思いいたったのは中学生になってからだ。

『なにかの撮影とか！』

　そう思って母親に聞いてみたが、幼稚園や小学校で映画やテレビの撮影隊が来たなどという話はなかったはずだという。家族旅行などでもそういった撮影所を訪れたり、撮影現場に行き合わせたことはないといわれた。もちろん、啓太が子役のエキストラとしてカメラの前に立ったこともなかった。

　映画やテレビではないとすると、あの不思議な光景はいったいどういうことなのか。記憶の中にある「王様」の服装は中世ヨーロッパの貴族階級の衣装にイメージがよく似ていた。日暮れ時の薄闇の中だったが、見る間に吊り上がった「鬼」の目も、裂けた口の両端からのぞいた青白い牙も、はっきりと見えた。あれらはいったいなんだったのか。

　考えても考えてもわからなかった。

　幼稚園の頃に住んでいた町を訪ねてみようかと思いついたのは、やはり、中学三年生の頃だった。なにかのヒントがほしかった。しかし、啓太の家は啓太が幼い頃から何度も引越しを重ねていて、当時どこに住んでいたのかもうろ覚えだったし、現実問題として、高校受験に集中しなければならなかった。高校は高校で人生が激変するような大事件が啓太の身に起こり、子供の頃に出会った「王様」のことになど、こだわってはいられなくなった。

　そんな啓太がその不思議な経験について改めて思い出したのは、大学進学を機に、それまで住んでいた叔母の家を出て大学近くのアパートに移ることになった時だった。

「そういえば啓ちゃん、アパート、住すみ吉よし町なのね？　懐かしいでしょう」

　荷造りを手伝ってくれていた叔母がそう言い出した。

「え？　ぼく、住吉町に住んでたことがあるの？」

　啓太の父親は技術職で転勤が多かった。そのため啓太は大学生になるまで同じところに四年と続けて暮らしたことがない。小学校は三校、中学も二校に通い、高校も一度、転校しなければならなかった。幼稚園の頃に住んでいた町の名前はおぼえてもいなかった。

「富とみヶが丘おか市の住吉でしょう？　覚えてない？　そっかあ、啓ちゃん、幼稚園ぐらいだったもんねえ」

　本をダンボールに移す手を止めて叔母は懐かしそうな顔になった。

「ねえさん、あの町、気に入ってたのよ。静かでいいところだって。義に兄いさんが定年になったら、あの町に家を買って住みたい、なんて」

　叔母の鼻が小さく、すん、と鳴った。

「……いつかは自分の家を、なんて言ってたのに……」

　母が時折、そう口にしていたのは啓太もおぼえている。家の広告を広げては、この間取りはどうこうと父と楽しそうに話していた笑顔も。転勤が多く何度も引越しを重ねていたために、住むのは賃貸のマンションか一戸建てか、どちらにしても借家ばかり。そんな生活の中で、父母の夢は「いつかは家を買う」だった。

　啓太はまだ荷物に入れていなかった父母の写真に目をやった。父だけの単身赴任を嫌がり、いつも一緒にいた仲のいい夫婦だった。ふたりそろって三さん途ずの川を渡ってしまったのは、啓太が高校二年生の時だ。家族三人でのドライブ中の事故だったのに、啓太ひとりを残してふたりだけで逝ってしまった。

『なにもぼくひとり、置いていかなくてもいいのに。ぼくだって喜んで一緒についていったのに……』

　両親を同時になくして二年。写真を見ると、つい恨みがましく言いたくなってしまう。

「でも、ねえさん、きっと喜ぶわ。啓ちゃんがあの町で大学生になるなんて」

　叔母が明るい声を上げた。交通事故で亡くなった父母は、啓太が大学で学ぶには十分すぎる貯金と保険を残してくれている。啓太は笑顔を作った。

「だよね。しっかり頑張らないと」

　頑張らないと。それは両親が亡くなってから、ずっと啓太が自分に言い聞かせてきた言葉でもあった。優しい叔母とその家族にいつまでも迷惑をかけるのは申し訳なくてひとり暮らしを選んだ時も、その言葉は頭の隅にあった。

　正直にいえば、ひとり暮らしの寂しさに耐えられるだろうかという不安はあった。けれどその不安も、かつて両親と住んだ町だと思えば少しは薄らぐような気がする。

『それに幼稚園の頃住んでたなら……』

　胸が小さくトクリと鳴った。あの不思議な記憶の「お城」と「王様」の手がかりが、なにか見つかるかもしれない。

　啓太は不安と少しだけの期待を胸に住吉町へと引っ越したのだった。

　

　

　大学入学当初、啓太は懐かしさと好奇心からよく町内を探索して歩いた。叔母に教えてもらって、当時住んでいたというマンションも訪れてみた。だが、啓太の記憶では緑や公園が多くのどかな雰囲気だったその周囲は、近くに大型ショッピングセンターの建つ、にぎやかな市街地に様変わりしていた。ショッピングセンターと大学が十年ほど前に相次いで建ち、町の雰囲気が大きく変わったのだと地元から通う友人に聞いた。

「王様」の手がかりはなにも見つからなかった。

『やっぱり夢だったのかな』

　中学あたりまでは、あれは現実のことだったという実感があったが、二十歳も近くなってみると、それもあやふやになってきていた。何度も何度もその記憶を取り出して反はん芻すうしたせいで、逆に自分で作り上げた想像ではなかったかとも思えてきた。大学とバイトで毎日はそれなりにいそがしく過ぎていく。啓太は手がかりを探すための街歩きをしなくなった。

　さらに大学三年生の冬から始まった就職活動は、啓太から思い出にひたる時間とゆとりさえ奪うようになった。

　どんな仕事に就きたいか、どんな会社に勤めたいか、本当なら自分の人生と向き合う貴重な機会のはずなのに、現実には、「どこだったら内定がもらえそうか」

「内定をもらうためにはどうすればいいか」、そんなことばかり考えなければならない、就職活動。何社にエントリーし、何社に説明会を聞きに行き、何社に面接の通知をもらったか、そういったことだけに神経をすり減らす苦難の時。

『働く場所を見つけるって、そんなスタンスでいいのかな』

　疑問を抱きつつも、啓太も手当たり次第に説明会にエントリーしていく形で就職活動を始めたが、状況は厳しかった。複数の内定を手にする友人もいる中、啓太は四年生になってもひとつの内定も得られなかった。

　引越しの多い子供は思い切り社交的なタイプになるか、内向的で人づきあいの苦手なタイプになるかどちらかだと啓太はなにかで読んだことがあった。それなら自分は幼少時からの度重なる引越しが裏目に出た口だと苦々しく思う。

　新しい環境に入ると、啓太はまず、周囲の状況を探らずにいられない。ここはどんな学校か、どんなクラスか、誰が強いか、誰が仕切っているか。そういう周囲を観察する眼が養われたのは悪いことではなかったが、そのあとが問題だった。

　転校生というのはただでさえ目立つ。啓太は周囲の人間関係を探ったあと、極力、自分が目立たない場所へと逃げ込んでしまうのが癖になった。いじめず、いじめられず、目立たず、ひっそりと……次の転校まで息をひそめる、それが転校が多かった啓太の幼いなりの処世術だった。

　そのおかげでしつこいいじめに遭ったこともないかわりに、素の自分を出してにぎやかに騒いだりするのが苦手なまま、啓太は大きくなった。人当たりの柔らかい、無難な人間を見分けるのも得意で、クラスで孤立することもなかったが、腹を割って話せる親しい友人も作れない。それは大学にはいっても変わらなかった。

　就職活動では不利な性格だった。

　自分をアピールしなければいけないグループ面接でも、啓太は周囲の顔色と出方をうかがわずにいられない。強く主張しなければいけない事柄でも、語尾をにごした曖あい昧まいな言い方しかできない。一言でいえば、啓太は自己主張が苦手だった。

　ただでさえ平均より背も低く、色白、童顔とそろっている啓太が周囲をうかがってばかりいれば、実際以上に自信のない、弱気な印象を与えてしまう。これでは就活はうまくいかないとわかっていても、どうしようもなかった。

　大学四年生。ゴールデンウィークまでにはなんとか内定をもらいたいとの願いもむなしく、四月も終わるその日のグループ面接でも、啓太は自分の意見をきちんと述べられずに終わってしまった。わざわざ役員が発言の少ない啓太を指名してくれた時も「ぼくも、前の人と同じ意見で……」としか言えなかった。

　面接の役員たちの表情からはまた最終選考まで残してもらえそうもないと察しがつく。春休みも潰つぶしてリクルートスーツで歩き回った疲れもあって、帰りの電車の中で啓太はずっとうつむいていた。半年前に買ったばかりなのに、もうすっかり足に馴な染じんで見える革靴の先を見つめて、溜ため息いきだけを落とす。

　そんなふうに落ち込んでいた啓太は、何度目かに電車のドアが開く音にはっとして顔を上げた。見慣れたホームのように見えた。

『降りなきゃ！』

　とっさに思った啓太はあわててホームへと飛び出した。

「あ……」

　周囲を見回す。ホームの雰囲気がよく似ていたが、それはいつも使う最寄駅、住吉南駅のひとつ手前のひばりが丘駅だった。

「……やっちゃった」

　弱り目に祟たたり目。調子の悪い時ほど失敗しやすい。

　時刻表を確かめると、次の電車まで二十分近くあった。

「どうしよう」

　啓太のアパートは住吉南駅とひばりが丘駅の中間よりやや住吉南駅に近いところに位置している。住吉南駅からの道のほうがスーパーやコンビニが建ち並んでいて帰り道の買い物に便利なのと、ひばりが丘駅からアパートまでは上り下りの坂道が続くので、啓太はいつも住吉南駅を利用している。だが、電車を二十分も待って住吉南まで行き、そこからさらにアパートまで歩くより、ここから歩いたほうが早く帰宅できる。

　啓太はひばりが丘駅の改札を出るとアパートまで歩き始めた。

　ひばりが丘から住吉南へは片側二車線の幹線道路が走っている。最初はその道に沿って帰るつもりだった啓太は、ふと回り道をしてみたくなった。ひばりが丘は名前の通り、小高い丘になっている。横道にそれても、丘を下れば住吉南方面に出ることができた。

　ちょうど幹線道路から林の中へと入って行く脇道があった。夕闇が迫りだしていたが、なんとなく少し冒険してみたいような気分もあって、啓太はその脇道へと足を向けた。

　車一台ぎりぎり通れるかどうかというほどのその道は、両側に木々が茂る暗い道だった。

『まずかったかな』

　やはり広い道路に戻ろうかと考え出した頃、突然、周囲が広くなった。住宅街だった。

　新しい建売住宅が並ぶ新興住宅地ではない、そこは山の手に古くからある住宅街のようだった。道の両側には人の背丈ほどもある巨岩を積んだ石造りの塀や、森のように厚みのある生垣が続き、重厚な塀や植え込みのはるか向こうに、純日本風の幾層にも重なる瓦屋根や、西洋風の館の煙突や風見鶏のついた屋根が見えた。

『これって高級住宅街ってやつだよな』

　見慣れない豪邸のオンパレードに、啓太は周囲を見回しながら道を行く。

『ここもかなり広いな』

　ふと気づくと、ツタの絡まる細い鉄の柵さくがかたわらを延々と続いていた。背伸びしてみると、鉄柵と人の背丈ほどもある植え込み越しにヨーロッパの古城を思わせるレンガ造りの古い洋館が見えた。

『この家……』

　胸がざわめいた。どこかで見たことがあるような気がしたのだ。

　啓太は早足になってその家の門へと急いだ。

　その洋館はちょうど角地に建っていた。鉄柵に沿って直角に曲がる。そこからまた少し歩いてようやく門の前に出た。

「あ……」

　思わず声が出る。門から、植え込みの中を行く石畳のアプローチを経て、数段の石段を上った先にある正面玄関は、啓太の記憶にある「お城」の扉、そのものだった。

　暗い色合いの両開きの扉、くすんだ金色のライオンのドアノッカー、ドアの脇に取り付けられた四角いランプ――それはまさに、幼い啓太が見たままの「お城」の玄関だった。

　啓太は無意識に鉄の門扉をつかんでいた。薄闇に包まれだしたその屋敷を食い入るように見つめる。

「夢じゃなかったんだ……記憶ちがいでもなかったんだ……」

　つぶやく。今にもドアが開いて「王様」が「出て行け！」と怒りながら出てくるような気がした。

　しかし、広い庭と生い茂る灌かん木ぼくの向こうに見える大きな屋敷はしんと静かで、もう薄暗くなる時間だというのに、明かりのひとつも灯ってはいなかった。鎧よろい戸どはすべて下ろされ、人が住んでいるような気配もない。当然、ドアが開く様子もなかった。

「お城」と「王様」を見たのが何歳だったのか、啓太ははっきりとはおぼえていない。ただ、幼稚園のスモックを着ていたような気がするだけだ。四歳だったとしてもあれから十七年。今はもう空き家になっているのだとしても不思議はなかった。

　啓太は肩を落として門の前を離れた。

　

　

　次の日の朝、啓太はいつもよりかなり早くに目覚めた。

「王様」を見かけた屋敷が実在すると知って、興奮していたようだった。講義は午後からしかない日だったから二度寝をしてもよかったが、啓太は東の空がうっすらと白みはじめる時刻にベッドを出た。

『あの洋館には誰も住んでないんだろうか……？　夜遅い帰りの人が住んでいるのかもしれない。早朝ならどうだろう？』

　気になりだしたら仕方なかったからだ。

　昨夜は帰ってから地図を確かめた。あの豪邸ばかりの住宅街は町名こそちがうものの、啓太が通っていた幼稚園の裏手に位置していた。幼稚園から「お城」まではかなりの距離があったが、幼稚園を抜け出して迷子になった子供が、見慣れない大きな家々を珍しがって遠くまで行ってしまうというのはありそうだった。

　啓太はそそくさと軽い朝食をすませ、部屋を出た。

　日中は汗ばむほどの暖かさとなる季節になっていたが、早朝の空気はまだまだひんやりと冷たく清すが々すがしい。歩いているあいだに陽が上り切り、東からの柔らかな光に世界が包まれる。目を空に向ければ薄いブルーの空に、金色に光る雲が流れていた。

　美しい朝焼けを見て爽さわやかな空気の中を歩いていると、きのう薄暗闇のなかで見た洋館は幻だったような気がしてきた。朝陽の中でも変わらず館はあるだろうか？　足が速くなった。

「お城」への最後の角を曲がる。黒い鉄柵が見えてきた。啓太はほとんど走るようにして最後の数メートルを急いだ。

『あった！』

「王様」が出てきたレンガ造りの洋館は、朝の光を浴びて確かに存在していた。白っぽく変色した、元は褐色だっただろうレンガ、ウロコ状の黒のスレートの屋根、灰白色に塗られた鎧戸、玄関ポーチの奥の樫かしの木のドア。――幻ではなかった。

　だがやはり、窓の鎧戸は全部閉じたままシンと静かで、人の気配はない。

『やっぱり今は誰も住んでないんだろうか』

　あの「王様」は、「鬼」は、いったい……。

　啓太は未練がましく門の前をうろうろした。

　その時、啓太の耳はかすかな人の声のようなものを捉えた。空耳かとも思ったが、確かに苦しげな呻うめきのようなものが聞こえる。

「ううう……」

　啓太は息をひそめて耳を澄ませた。声は門の中から聞こえてくるように思われた。

　門扉に手をかけ、しばしためらう。勝手に人の家に入っていいものだろうか？

「うー、うっ、うー……」

　獣の唸うなり声にも似た呻きがやはり聞こえてくる。啓太は心を決めた。

「すいません、失礼します！」

　門の隙すき間まから手を入れて細い閂かんぬきを引き抜くと、啓太はツタの絡まる門を押し開けた。

　ぎいぃぃぃ……もう何年も開いていないかのように門は重く、蝶ちよう番つがいが軋きしんだ音を立てる。

　まるで侵入を咎とがめられているようだと思ったが、啓太はそのまま門の中へと足を進めた。誰かがこの屋敷の奥で苦しんでいる。ほうってはおけなかった。

　アプローチの石畳を進むと、声はさらに大きく聞こえるようになった。

　屋敷は門から正面玄関まで石畳の小道が続き、その横手に庭が広がる造りになっていた。啓太は声を頼りに、灌木や草の生い茂る庭を小枝に服を引っ掛けないように気をつけて横切った。どうもあまり手入れがされていないらしい荒れた庭だった。

「うああ……」

　声はどんどん近くなる。

「ぐぅ……ああ……」

　建物の角を曲がると、さらに深い庭が広がっていた。苦痛の声はその庭をのぞむテラスから聞こえる。

「あ、あの！　大丈夫ですか！」

　庭からテラスへは数段の階段がついていた。啓太は急いで階段を上がる。

「……っぐ、あぁ！」

　いた。テラスには長椅子が出され、その上で身を折って苦しんでいる人がいた。

「大丈夫ですか、どこか痛みでも……！」

　駆け寄り、苦しみ悶もだえるその人の顔をのぞきこむ。え、と目が丸くなった。それは「王様」だった。日本人とはちがう、ゲルマン系の彫りの深い顔立ち、肩をおおう波打つ黒髪、陶磁器のように白い肌、そして、ヨーロッパ中世の王侯のようなその衣装。

「……ハ…ッ……」

　その人が苦しい息をつきながら、肩に手をかけた啓太を見上げる。意志の強そうな黒い瞳はやはりまちがいなく「王様」のものだった。

「だい、じょうぶだ……ほうって、おけ」

　低い声が切れ切れに啓太に命じる。

「……出て、行け」

　やっぱり『出て行け』なんだと考える余裕はその時の啓太にはなかった。

「で、でも……苦しそうですよ？　どっか悪いんじゃ……」

「い、い、から……」

　いい、ほうっておけ、と言いながら、「王様」の表情は普通ではない。苦しげな息も荒い。

「ど、どうしよう……い、今、救急車を……！」

　ズボンのポケットに突っ込んであった携帯電話をあわてて取り出そうとした時だ。

「うわああああ！」

「王様」の口からこらえかねたような叫びが上がった。

「え、え！」

　なにが起こったのか。急いでその人の躯からだを見回した啓太はありえないものを見た。

　その人の、中世風の靴を履いた足から黒い煙が上がっているのだ。

『まさか、燃えてる!?』

　啓太は必死にその人の足を叩たたいた。火を、火を消さないと……！

　何度かその人の足を叩いて、ふと気づく。煙が上がっているのに全然熱くない。炎も見えない。

　なにが起こっているのか。啓太はうろたえながら周囲を見回した。

　清らかな白い朝の光で世界を満たしながら、陽はゆっくりと高くなっている。南に向いているその庭には、東からの朝陽が建物の陰を回って今まさに射さし入りつつあった。白金色の光が一筋、建物の角からまっすぐにこちらへと伸びている。

『まさか』

　けれど、確かに、煙は日光が直接当たる「王様」の足から立ち上っていた。まるで、虫眼鏡で焦点を合わせて黒い紙に当てた時のように、「王様」の足は光を浴びて煙を上げている。

　それからは無我夢中だった。この人を明るいところに置いておいちゃいけない！　それだけを理解した啓太は「王様」の脇の下に手を入れると、必死にその躯を引きずった。

　長椅子から落ちてその人が呻くのもかまわず、屋内へと引き込む。

　王様は背も高く、体格もしっかりしていたから、小柄な啓太には引きずるだけでも大仕事で、屋内へと入ったところで力尽きた。絡み合うように倒れる。

　しばらくはふたりで荒い息をついた。啓太は肩で息をしながら、首をめぐらせて「王様」を見る。「王様」にさっきまでのようにもがき苦しむ様子がないことに、とりあえずほっとした。

　這はうようにして起き上がり啓太は厚手のカーテンを締めた。なんとなく、そうしたほうがいいような気がしたのだ。

「……ほうっておけと……言ったのに」

　後ろから低い声がした。振り向くと、「王様」も躯を起こしていた。乱れた髪をかき上げながら、鋭い眼光で啓太を見る。

「勝手なことを……してくれたものだ」

　勝手？　目が丸くなる。

「あと少しだったのに、邪魔しおって」

　邪魔？　いや、ぼくはあなたを助けたんじゃないんですかと頭では思ったが、上から目線で非難の言葉を連ねられると気の弱い啓太はあやまらずにいられなかった。

「あの……ごめんなさい……」

「くそ……靴が。せっかくの服が台無しだ」

　見れば、煙が立っていたあたりの靴とストッキングのように見える靴下の一部が焦げている。気のせいでなければ、足の一部も焦げているように見えた。

「……焼けた……？　でも……どうして？　陽が当たった……だけなのに。どうして……？」

「……どうしてだ？」

「王様」は不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「俺を屋内に引きずり込んでおきながら、わかっていなかったのか」

「……陽の光がよくないのかなって……思って、それで……」

「――俺は吸血鬼だ。陽の光を浴びれば灰になる」

　啓太はまじまじと「王様」を見つめた。

　

　

　昔見た時と印象は変わっていない。中世風のレースのシャツ、金糸銀糸の縫い取りのある裾すその長い上着、ひざ丈の細身のズボンに白いストッキングのようなタイツ、金具のついた靴、そして、長い黒髪、整った彫りの深い顔立ち、陶磁器のようになめらかで白い肌――改めて見れば、その顔は啓太の記憶にあるままだ。あれから十七年の歳月が流れているというのに、三十代になるかならずかに見えるその容貌は変わらない。

「……吸血鬼……」

「そうだ」

　嘘うそを言っているようには見えなかった。「王様」の白い肌も、言われてみれば人間の白さとは異種の冷たい白さだった。それになにより、啓太は自分の目で火もないところで煙を上げたその人の足を見ている。しかし、すぐには信じられない。

「あの……でも、本当に？　吸血鬼なんて本当に……？」

　もう一度確認せずにいられなくて尋ねたら、ぎろりと睨にらみあげられた。

「生きとし生けるものが喜ぶ新鮮な朝の光。その光を浴びてもがき苦しむ者は暗黒の世界の者と決まっている」

「…………」

　演技っぽいセリフだと思った。やっぱり吸血鬼なんて嘘なんじゃないか。

　啓太の表情から疑っているのを感じたのだろう、「王様」の目が鋭くなった。

「おまえの血を吸ってやろうか。信じられるように」

　啓太はあわてて首筋を押さえて後ずさった。

「い、いいです！　し、信じます、あなたが吸血鬼だってこと！」

「王様」は不機嫌そうな顔のまま立ち上がり、服のほこりを払い、襟を直す。

「まったく。せっかくの準備が……」

「あ、あの……吸血鬼なら、なんで……自分が灰になってしまうとわかっていて、あんな外に……」

　ぶつぶつと文句をもらす横顔に、啓太はおずおずと尋ねた。

　答えは端的だった。

「自殺だ」

「は？」

「自殺しようとしたんだ。それをおまえが邪魔したんだ」

「……自殺……って、どうして、そんな……」

　吸血鬼が自殺を図る。頭が情報を処理しきれずに真っ白になりそうだった。「王様」は額を押さえて、しばし考え込むふうだった。

「……そうだな……一言で言えば、面倒になったんだな」

「面倒？」

「ああ」

「そん……そんな理由で死のうとしたの!?　め、面倒って……！」

「ふん。人の命は短いからな。面倒だの退屈だのという理由では、なかなか死にたいとまでは考えないだろうが」

「王様」は啓太に近寄ると、ぐっと顔を近づけてきた。ずいぶんと身長差があって、上からの圧力に啓太は思わず一歩後ろへと引いた。

「俺が吸血鬼になって四百年だ。わかるか？　四百年だぞ。夜の世界にだけ生きて四百年。もういい、この世を味わうには十分だと考えても当然だと思わないか？」

　四百年。想像もつかなかった。啓太はまだ二十一だ。その二十倍……気が遠くなりそうな長さだとしかわからない。

「でも、だからって……」

　死ぬことはないんじゃないですか。

　そう言おうとした啓太に、「王様」はまた険しい一いち瞥べつを投げてきた。

「おまえが邪魔したんだ」

「……は？」

「俺が心を決めて、この呪のろわれた闇の命を終える決心をしたというのに……おまえが邪魔をしたんだ。おかげでせっかくの正装がパアだ」

　焦げた靴と靴下を指さされた。ぽかんと口があく。――それってぼくのせいだろうか？

「人間」

　それが自分を呼ぶ声だとは最初は気がつかなかった。

「人間。名はなんという？」

「ぼ、ぼく？　ぼくは草間啓太……大学生で……」

「ケイタか。俺はアルノルト・フォン・ブロンベルクという。アルノルト様と呼べ」

「アルノルト様……」

　あまりに堂々と命令されて、つい復唱してしまった。

「ケイタ。おまえに償いの機会を与えてやろう。しばらくは俺の下僕として働くがよい」

　言われていることが一ミリも理解できなかった。

「あの、げぼくって……」

「下僕も知らんのか。しもべ。召使い。下働き。まだ理解できんか」

「……ぼくがどうして……あなたの下僕に……」

「『あなた』ではない、アルノルト様だ！」

　いきなり怒鳴られる。

「さっきから聞いていれば、おまえは目上の者に敬語も使えんのか！」

「…………」

　確かに年上ではある。だが、ほぼ初対面の相手にいきなり叱られても素直にはうなずけない。

「そこはすぐに『すみません』だ」

　腕を組んで威圧的に見下ろされる。

「……すいません……」

　不承不承口にする。すぐに、

「『すいません』ではない！『すみません』だ！」

　修正される。

「すみません……」

「その不満げな顔が気に食わんが、まあいい。とにかく今からおまえは俺の下僕だ」

「だからなんで、償いとか下僕とか……」

「『だからなんで』？」

　嫌味に繰り返される。啓太は唇を噛かんだ。

「……すみません。……でも、どうしてぼくがあな……アルノルト様の下僕にならなきゃいけないのか、わかんないんですけど……」

　強気な相手に啓太は弱い。特にアルノルトのように上からものを言うのに慣れきっているような人間には萎縮してしまう。しかし、いくらなんでも苦しんでいるのを助けたのに下僕というのはひどすぎる。啓太はなんとか反論のようなものを試みた。

「ぼくはあな……アルノルト様を助けたのに……」

「おまえは俺の意志に反することをしたんだ」

　胸を張られる。

「しかも下げ賤せんの身で神聖ローマ帝国皇帝ともゆかりのあるこの俺の躯に手をかけて、床を引きずるという無体を働いた。これは償われるべき罪だ」

「…………」

　あまりに堂々と言い切られると、そうなのかなという気がしてきてしまう。もしかしたら本当に自分が悪かったのかもしれない。

「ケイタ」

「はい」

　つい返事をしてしまった。

「日暮れになったら再びこの館を訪ねろ。去る前に、テラスに出ているソファを中にしまえ。窓とカーテンはきちんと閉めておけ。来る時にはバラの花束を持ってこい。綺麗で新鮮なものをな。……返事は」

「……あ、あの……」

「返事は！」

「はい！」

「王様」、アルノルトの切れ長の黒い瞳にはうむを言わせぬものがあった。まだ納得しきれていないのに、啓太は逆らえなかった。

　アルノルトは啓太に一歩近づくと、顔をぐっと啓太の首筋に寄せてきた。――まさか……！　血を吸われる……!?

　怯おびえて固まった啓太の首筋にアルノルトの高い鼻がかすかに触れた。啓太は鋭い牙が首筋に食い込むのを覚悟して息を止めた。……来る、来る、来る！

　けれど、予想していた痛みはなかなかこず、啓太は恐る恐る目を開いた。

　間近で啓太を見るアルノルトと目が合う。なぜだかその目は驚いたように見開かれていた。

「おまえは……」

「あの……？」

「……なんでもない」

　アルノルトはふいっと横を向いた。

「今、おまえの匂いを確かめた。もうこれでおまえがどこに逃げようと俺には居場所がわかる。いいか。おまえは逃げられない」

　言い切られる。瞬間、風もないのにアルノルトの髪がふわりと揺れた。背筋がぞくりとした。人ならぬ吸血鬼にはそんな魔力もあるのかと思わされる。

「おまえは俺の下僕だ」

　最後にきっちりと宣言された。

　もう反論もできず、啓太は「はい」とうなずいた。吸血鬼に逆らえる気がしなかった。

　

　

　それでも、昼のあいだに学校に行き、就職支援課で現状を報告しがてら新しい求人要項が来ていないかどうか確認し、学食で友人とランチを食べ、バイト先のスーパーでパートのおばさんたちにからかわれ……そんないつもと変わらぬ日常を過ごしていると、朝の出来事も吸血鬼だと名乗ったアルノルトのことも、すべて夢のような気がしてきた。

『吸血鬼なんて』

　どこの映画か漫画の世界かと思う。おまけに下僕として仕えるなんて。

　ありえないありえないありえない。

『夢だったんだ。そう、夢』

　しかし、そう思い込もうとしても、朝早くに洋館を訪れたのは事実だったし、ソファからアルノルトを引きずり下ろした時の重みもまざまざと思い出すことができた。

　夢で片付けるには無理があった。

　ならば洋館で人助けをしたのは事実だったとしよう。啓太は考え方を変えてみた。それは夢ではなかった。ただ、助けた相手が変人だった。自分を吸血鬼だと思い込んでいるかわいそうな人か、あるいは、年よりは幼く見える啓太をからかってやろうと思ったか。

　ポンと手を打つような気分になった。――そうだ。からかわれたんだ。朝寝の邪魔をした大学生を、変わり者のお金持ちがちょっとからかってやろうと思ったんだ。そうだ！

　一応、そう一応だ。日暮れになったら言われたとおり、もう一度あの洋館を訪れてみよう。バラの花束も買って行こう。しかしそれは命令されたからではなくて、「朝は大変でしたね、もう大丈夫ですか」と見舞いをするためだ。「もう、あんな冗談を言うから。あやうく本気にしそうでした」と言うためだ。

『もう二十一にもなって吸血鬼なんて信じるわけがないじゃないか』

　わざわざ日暮れ後に来いと指定するなんて芸が細かい。啓太は笑いさえ込み上げるような気分になった。――そうだ、ぼくはからかわれたんだ。

　いつもと変わらぬ場所でいつもと同じことを繰り返していると、朝の出来事は金持ちの気まぐれでからかわれたのだとしか思えなくなった。あるいはかわいそうな妄想癖の持ち主に出会ってしまったか。

『どっちにしても、本物の吸血鬼なんているわけないし』

　花屋を訪れた啓太の心は軽かった。見舞いの品だからと、色とりどりのバラで花束を作ってもらう。

　しかし、もう暗くなった道を屋敷へと向かうあいだに、だんだんと不安がきざしてきた。足が次第に遅くなる。ついに、闇に沈む屋敷を鉄柵越しに目の前にして、啓太の足は止まってしまった。

　十七年前と変わらぬ風貌の「王様」、幼い頃見た「鬼」の銀色に光る瞳とめくれ上がった唇からのぞいた牙、現代日本の住宅地の一角に建っているのに古城のような雰囲気を漂わせる屋敷――彼らは吸血鬼で、ここは吸血鬼の住すみ処かだと思えば、そのほうが確かに納得がいってしまう。

「いや……そんなはずないし」

　自分を励ますようにつぶやいてから、啓太は門を押し開けた。隙間に草の生える石畳を踏んでポーチに立つ。アールデコ調の彫刻を施された重々しい樫の木の扉を前に、少し迷った。観音開きの扉にはライオンの顔をかたどったドアノッカーがついているが、インターホンらしきものはない。どうやって来訪を告げよう……迷っているとがちゃりと音がして扉がひとりでに開いた。え、と思って中をのぞき込んだが誰もいない。

「や、やだなー芸が細かいんだから、ホント……」

　笑おうとしたがうまく笑えなかった。

「こ、こんばんはー！」

　ひるみそうになりながら、扉の中へと顔だけ突き出して声を張る。中は真っ暗でなにも見えない。と、ぽう、と黄色っぽい明かりが灯った。壁灯の薄明かりに吹き抜けの広いエントランスホールが浮かび上がる。高い天井からはシャンデリアが下がり、床は大理石、奥には赤い絨じゆう毯たんの敷かれた螺ら旋せん階段があるのが見えた。だが、扉が開き、明かりがついたのに、そこにはやはり誰もいなかった。

　背筋に寒気が走った。

　帰りたいと痛切に思ったその瞬間、何か強い力に思い切り背中を押された。意志に反して屋敷の中へと足が入る。背後で扉がばたりと閉じた。

「ひっ」

　思わず声が漏れた。――吸血鬼のはずがない、そう、大丈夫。きっとお金持ちで変わり者なだけ……。そう自分に言い聞かせるが、恐怖ばかりが募ってくる。

「待っていたぞ」

　声がした。アルノルトの声だ。螺旋階段を音もなく降りてくる。黒く長いマントを巻きつけるように身にまとったその姿は、闇の世界に生きる吸血鬼としか見えなかった。

『ちがうちがう！　からかわれただけ、からかわれただけ……！』

　懸命に思い込もうとしても、もう無理だった。

　アルノルトが床の上を滑るように近づいてくる。

「ああああああ……」

　言葉にならなかった。啓太は扉に背中を押しつけ、固く目を閉じた。買ってきたバラの花束を顔の前で盾のように握り締める。

「――怖がるな」

　間近で声がした。その声の少し困ったような調子に啓太はおずおずと目を開く。アルノルトがすぐ前に立っていた。

「おまえはきちんとバラを買ってやって来た。言いつけを守った者を、俺は怒ったりはせんぞ？」

　怒られるから怖がっているわけではなかったが。

「……ど、どうぞ」

　啓太は震える手でバラを差し出した。

「待っていた。……助かる」

　最後にぼそりと一言付け加えられた言葉は、ねぎらいのつもりのようにも聞こえた。少しだけ、啓太がほっとしたのも束の間――アルノルトがバラの香りを楽しむように、受け取った花束に顔を近づけたとたん、それまで鮮やかに咲き誇っていたバラたちは見る間にしおれ、茶色くかさかさになって花びらを落とした。

　艶つややかに、みずみずしい花びらを誇るように咲いていたバラたちが、ほんの数秒で枯れ切り、床に散ったのだ。

　ぞっとした。

『吸血鬼だ……！　本物の……！』

　夢じゃない。からかわれたんでもない。本当の本当に、この人は吸血鬼なんだと思い知る。

　枯れて散ったバラの花々と、対照的に生気を取り戻したようなアルノルトとを啓太は呆ぼう然ぜんと見くらべた。そんな啓太の鼻先に、

「捨てておけ」

　と、花束の残ざん骸がいが突き付けられた。

「え……」

「捨てておけ。庭の隅でいい。いずれ土に還かえるからな。床に落ちた分も掃いておけ」

「あ、あの……」

「おまえは下僕になったんだ。それぐらい当たり前だろう」

「…………」

「返事は」

「あ、は、はい！」

「ぼうっとしている暇はないぞ。おまえにやってもらわねばならんことはたくさんあるからな」

　夢ではなかった。なにもかも。

『ぼくは吸血鬼の下僕になったんだ……』

　くらりとくるようなめまいをおぼえながら、啓太はとんでもない現実と向き合っていた。







　

　

　ひばりが丘駅からしばらく続くゆるやかな坂道を、啓太は息を切らせて駆けた。夜道に荒い呼吸音が響く。ちらりと腕時計を見る。もう十一時……怒っているアルノルトの顔が目に浮かぶ。

『なんで、ぼくがこんな……』

　アルノルトに下僕認定されて十日。当初は吸血鬼の館で過ごすという事実に怯えていた啓太も、今では薄暗がりの中から音もなくアルノルトが現れても驚かなくなった。物がひとりでに動くのにもずいぶん慣れた。

　聞けばアルノルトには魔力があり、初日に訪れた時に啓太が屋敷の中へと背中を強く押されたのもアルノルトの力だという。

「あまりぐずぐずしているからだ」

　と叱しかられた。扉の開閉もやはり魔力によるもので、アルノルトはある程度の力で物体を動かすことができるらしかった。いわゆる念力というものらしい。

『魔力で物を動かせるなら、ぼくがソファをしまわなくてもよかったんじゃ……』

　そう思ったが、言えなかった。

　アルノルトは人使いが荒かった。広い屋敷の掃除や壊れた鎧戸の修理、庭の草抜きなどを次々と言いつけられる。夜中に真っ暗な庭で雑草を抜いていると、正直、なにをやっているんだろうという気になった。

　そして繕つくろい物。アルノルトは昔の衣装のほうが好きだと言って、今では博物館か写真でしか見ないような服をよく着ている。啓太が裁縫ができると知るとアルノルトはシャツや上着を山のように持ち出し、ほころんだところを繕えと命じてきた。

　魔力があるなら啓太に働かせなくても自分でやればいいじゃないかと思うが、そんなことを言ったら怒られそうで口には出せない。

　下僕として屋敷に通い、仕事を言いつけられることには抵抗があるが、吸血鬼であるアルノルトはやはり怖い存在だった。

　物を動かせるだけではない。アルノルトはコウモリに姿を変えることもできた。初めて、「出掛ける」と言って部屋の中でいきなりコウモリ、しかもかなり大きなコウモリに変身されてしまった時には心臓が止まるかと思った。考えてみれば、例の記憶にある「鬼」、彼も吸血鬼だったにちがいない。吊り上がった瞳が銀色に光り、裂けたように広がった唇から青白く光った牙がのぞいていた。アルノルトは今のところは啓太を襲う素振りは見せないが、いつ、その本性を剥き出しにしてくるか、わかったものではなかった。

　大学と就活とバイトで疲れているのに、夜道をアルノルトの屋敷へと急ぐのはそのせいだ。吸血鬼にほかにどんな魔力があるのかわからないが、もし、下僕としての務めをすっぽかしたら、怒ったアルノルトになにをされるかわからない――その恐怖心が啓太にいやいやながらも屋敷への道を急がせていた。

　今日で三日連続の大遅刻。アルノルトは不機嫌になっているだろう。

「……こんばんはぁ」

　そっと扉を開けて、おずおずと首だけ出す。アルノルトが出掛けていてくれればいいのにという願いもむなしく、天井の高い広いエントランスホールに想像通り不機嫌そうなアルノルトが立っていた。

「――遅い」

「今日はバイトで急に休みの子がいて……」

「言い訳の前にあやまれと言っているだろう」

　厳しい声で叱られる。あーあと思う。

「……遅れてすみませんでした」

「……どうしておまえは謝罪を頭を下げずに口先だけですまそうとするんだ？」

　今度は嫌味な口調で指摘された。啓太はしぶしぶ頭を下げた。

「遅刻して、すみませんでした」

「そうだ。遅刻したらまず、真しん摯しにそれをあやまる。当たり前のことだ。おぼえておけ」

　だいたい日没に来いという時間設定がムチャなんだと思ったが、それ以上怒られるのが嫌で啓太は黙っていた。

　日中は会社訪問と大学の講義でいそがしく、夕方からはバイトの入っている日も多いから、そうそう日暮れすぐに屋敷を訪れるわけにはいかないのだと説明したことがあるが、「ベストを尽くせと言っているのだ」と逆に説教されてしまった。

　吸血鬼のくせに、アルノルトはまるで口うるさい教師のようだった。短気で怒りっぽく強引でわがままなところはあまりに人間的で、時には啓太もこの人は本当に吸血鬼なんだろうかと疑いたくなることさえあった。

　今もアルノルトは啓太の遅刻をとても人間的に怒り続けていた。

「この一週間。おまえが俺の命令通り日暮れとともにこの屋敷に来たのはたったの一度だ。やれバイトだ、シフトだ、レポートだ……おまえはご主人様の命令をなんだと思っている」

「……来週になったら、新しいシフトになるので……」

　少しは早く来れると思います、ともごもごと口の中で付け足す。

「おまえはいつも言い訳ばかりだ！」

　カッカッカッ、足音を立ててアルノルトは啓太の前までやってくる。金糸銀糸の刺し繍しゆうの入った上着をはだけ、腰に手を当てて威い嚇かくするように啓太を見下ろす。

「おまえ、本当は俺の下僕なんかやめたいと思っているんだろう」

「……そんなことは……」

　きっぱり「そんなことはありません」と否定しなければアルノルトにまた文句を言われるのはわかっていたが、啓太はつい言葉を濁してしまった。

　なぜ自分が吸血鬼の下僕にならなければならないのか。自殺を邪魔したという理由は考えれば考えるほどおかしい。人間だった時には神聖ローマ帝国の貴族だったというアルノルトは人に命令しなれていて、「この人のいうことに従わなきゃ」という気を起こさせるものを持ってはいたが、納得できないものは納得できない。面と向かって歯向かうには啓太は気が弱すぎたしアルノルトは怖かったが、それでも喜んで下僕をしていると思われるのは嫌だった。

「――俺の下僕でいるのはそんなに不満か」

　啓太の返事にアルノルトの切れ長の瞳がますます吊り上がる。

「……そういうわけじゃ……」

　もごもごと否定すると、アルノルトは「ふん」とばかりに啓太を見下ろした。

「いくら不満でもおまえは逃げられない。俺の魔力をもってすれば、おまえが世界中のどこに逃げようと捕まえられる」

　本当だろうかと疑う気持ちとやっぱり怖いと思う気持ちが交錯する。満開のバラを見る間にミイラのように萎しなびさせ、物を動かし、コウモリにも姿を変えられるアルノルト。ほかにどんな魔力が使えるのか、啓太は知らない。逃げるのはいいが、怒ったアルノルトに追い詰められることを考えると、おとなしく下僕に徹していたほうがいいような気がする。

　啓太は黙ってうなだれた。

「わかったら下手な言い訳などせず、ちゃんと時間に屋敷に来ることだ」

　最後にくぎを刺される。でも、それは……。

「え……」

「なにか文句があるのか」

「文句っていうか……バイトのシフトもレポートもあるっていうか……けっこうぼくもこれでいそがしいっていうか……」

「っていうか、っていうかと繰り返すな！　その言い回しはイラつく！」

　啓太は唇を噛んだ。四百年前の人間は本当に細かい。

「……すみません。でも……ぼくにはぼくの生活があるっていう……ぼくにはぼくの生活があって……」

　口ごもりながらもなんとか反論すると、アルノルトは横目で啓太の顔を流し見た。

「……おまえの生活？」

　ここが大事だ。

「そう、です。ぼくの、生活、です」

　啓太は精一杯堂々と答えようとしたが、声はやはり途切れ途切れになってしまった。

「……なるほど」

　だが予想に反してアルノルトは怒らなかった。

「そういえば、おまえの家族のことを聞いていなかったな。親はどうしている。夜が遅いと心配しているのか」

　思わず小さく笑いが漏れた。同時にツキリと胸が痛む。確かに、もし母親が生きていたら連日の深夜帰りをそろそろ咎められていただろう。

「心配してないっていうか、あ、じゃない、心配してません。……ぼくの両親は五年前、事故で死んじゃってるから」

「事故？」

「三人でドライブ中に居眠りの対向車が突っ込んできて……ぼくだけ奇跡的にかすり傷で助かって……」

　アルノルトの眉間にかすかにしわが寄った。

「それは……」

「あ、もう大丈夫！　平気……っていうか五年も前のことだから。そりゃ当時はどうしてぼくも連れていってくれなかったのかって泣いたけど。でも今は、ぼくが残ることが両親の望みだったのかなって……」

　ついまた、『っていうか』を使ってしまったが、その時のアルノルトは怒らなかった。

「……兄弟は」

「いません」

　アルノルトがむずかしい顔で黙り込む。なにか気にさせるようなことを言ったのかと啓太が思うほどだった。

　やがてゆっくりとアルノルトが顔を上げた。

「――ケイタ」

　重々しく名を呼ばれる。

「はい」

　反射的に背筋が伸びた。

「決めた。俺の居をおまえの家に移すぞ。案内しろ」

　目が点になるという言葉を啓太は実感した。

「……は？」

　理解できない。

「だから、今日から俺はおまえの家に住んでやるというんだ」

　さも名案だとばかりに胸を張られる。

「ぼくの……家に？」

「そうだ」

「え、でも……」

　啓太は無意味にあたりをきょろきょろと見回した。

「ぼ、ぼくの家はアパートで……その、この屋敷みたいに広くもないし、立派でもないし……」

「我慢してやる」

「片付いてないし、ちらかってるし……！」

「では掃除しろ」

「あ！　そう、そうだ！　ぼく、にんにく料理が大好きで、家にもにんにくがたくさん……」

「あれは臭いが嫌いなだけだ。害があるわけではない。おまえが俺の鼻先ににんにくをぶら下げてくるのでなければ、かまわない」

「…………」

「なにか文句があるのか。俺がおまえの家に住めばおまえはわざわざ屋敷まで足を運ぶ必要がなくなるし、俺は遅刻ばかりの下僕にいらだつこともなくなる。いいことずくめだ」

「……そんな……」

「うるさい。おまえは御主人様に逆らうつもりか」

「……いいえ……」

　上からギロリと睨み下ろされて、ついうなずいてしまう。自分の気の弱さがうらめしい。

「話は決まったな。では案内しろ」

　横柄に命じられる。え、今すぐ？　うろたえていたら、

「俺の荷物はそれほどない。必要なものは明日の昼間におまえが取りにくればいいだろう」

　と畳み掛けられる。

「あ、で、でも……」

　急すぎる。なにかアルノルトを思いとどまらせるものはないかとあれこれ思いめぐらせて、啓太ははっと思いついた。

「あ、あの……アルノルト様！　アルノルト様はひとり暮らし……なんですか？」

　いつか聞いてみたいと思っていたことだった。

　幼い頃に見た光景。あれはいったいなんだったのか。なんとなく「ぼくのことをおぼえていますか」とは聞きづらくて啓太はその記憶のことをまだアルノルトに話してはいない。下僕、下僕と召使い扱いしてくる相手に「小さい頃に会っています」と告げるのがくやしいせいでもあった。それで「おぼえていない」とでも返されたらみじめになってしまう。

　けれどあの時、アルノルトは「鬼」を追い出そうとしていた。「出て行け」と怒鳴っていた。あれは……。

「この屋敷にほかに人がいるのを見たことがあるのか」

　アルノルトの返事はそっけなかった。

「そっか……じゃあ、アルノルト様はずっとひとりで……？」

「『そうですね。ではアルノルト様はずっとおひとりでいらっしゃったんですか？』だ。本当におまえは敬語の使い方を知らんな！」

「……そうですね。ではアルノルト様はずっとおひとりでいらっしゃったんですか？」

　嫌々ながらに棒読みで復唱する。

「ああ。ここ百年ばかりはほとんどひとりだ。それがどうかしたのか」

「いえ……」

　それならあの時追い出そうとしていたのは誰だったんだろう？　牙を剥き、啓太を襲おうとしていた。アルノルトの仲間ではないのだろうか？

「俺のことはいい。さっさとおまえの家に案内しろ」

　物思いを破られる。四百年も生きているわりにアルノルトはせっかちだった。

　もうほかに断る理由を見つけられなかった。コウモリの姿になったアルノルトは家へと帰る啓太の上空を後になり先になりしてついてきて、啓太がアパートのドアを開くとするりと傍らを抜けて中へと入ってしまった。――もう、どうしようもない。

　啓太は肩を落としてドアを閉めた。

　

　

　大学が近いからと選んだアパートは、五階建ての鉄筋コンクリート建てだった。啓太の部屋は四階になる。学生向けとは言いながら、ダイニングキッチンのほかに二部屋あって、ひとりで住むにはぜいたくかなと思うぐらいだったが、当然、アルノルトにとってはそうではなかった。

「狭い！」

　人型に戻ったアルノルトの第一声だった。

「なんだ、この天井の低さは！　玄関からすぐに台所？　なんだ、ここは？　トイレ？　この狭いのが？　奥の部屋は……二部屋しかないのか！」

「だから狭いって言ったのに」

　啓太は小さな声でつぶやく。

「なに？　なにか言ったか」

　不機嫌に聞きとがめられる。

「いえ。……でも……あんな大きなお屋敷にひとりで住んでたのに、こんなアパートに住むなんて……やっぱり無理じゃ……」

　アルノルトはむっとした顔を隠そうともせず、啓太を見下ろした。

「『ひとりで住んでた』ではない、『おひとりで住んでいらっしゃった』だ」

　そしてアルノルトは、ぷい、と横を向く。

「狭いが、無理だとは言ってない」

　短気、怒りんぼ、強引、わがまま、アルノルトの性格を表す言葉に啓太はひとつ付け加えた。負けず嫌い、だ。

「無理って言ったのが腹立つ、じゃない……お気にさわったならあやまります。でもこんなところで意地を張って、なにも不便な暮らしをしなくても……」

「意地ではない。いつ来るかわからない下僕を待つより、ここで暮らすほうが手っ取り早いというだけだ」

「……そうですか」

　なんだかもう言い返してもしょうがない気がした。黙り込んだ啓太にかまわず、アルノルトはずかずかと部屋の中を歩き回る。

「俺は汚い部屋が嫌いだ」

　そう言うと、食卓の椅子に掛けておいたジャケットを嫌そうにつまみ上げた。

「脱いだ服はハンガーに掛けろ。食堂はクローゼットではないぞ」

「……すみません」

　ジャケットを受け取って寝室として使っている部屋のハンガーに掛けに行く。

　啓太も男のひとり暮らしとしては整理整頓はできているほうだと思っていたが、アルノルトの基準は厳しかった。

「なぜ食器が洗い場の横に置いたままなんだ？　食器というのは洗い終えたらすぐ、布ふ巾きんで丁寧にぬぐってしまっておくものだろう。銀の食器はそうしないとすぐにくすむぞ」

　そこでつい、

「銀の食器なんてひとつもないです」

　と返したら、そこから延々と食器の衛生と台所のあるべき姿について説教されてしまった。

「トイレの便座は閉めておけ！　開けっ放しなどだらしない」

「風呂は……なんだ！　カビがはえているではないか！」

　ついにはトイレや風呂場までチェックされた。

「……アルノルト様、お風呂、使われるんですか？」

「吸血鬼は風呂には入らん」

　確かにアルノルトの白磁のような肌は汗やほこりとは無縁そうに見えた。

「なら……」

　カビがはえていても関係ないじゃないか。口の中に飲み込んだ文句はしかし、アルノルトに伝わったらしい。

「カビくらいという、そのだらしなさがいかんのだ！」

　やはり怒られてしまった。

　さんざんダメ出しされ、さらに説教をくらい、啓太が疲れを感じ出した頃、ようやくアルノルトは最後の奥の一部屋に足を踏み入れた。

　リビング兼勉強部屋に使っているメインの部屋は六畳あるが、襖ふすまで仕切られた奥の部屋は四畳半しかない。ベッドとナイロンカバー付きのハンガーで部屋はほぼいっぱいだ。

　だが、

「ここを俺の寝室にする」

　いきなり宣言された。

「明日、屋敷に行って俺の棺ひつぎを取って来い」

「棺……？」

「光が入らなければ昼でも起きていられるが、やはりしっかり遮光されたところで寝ているのが一番いいんだ。二階の主寝室にある。運んでおけ」

　やっぱり吸血鬼は棺で寝るんだと妙に感心しながらも、啓太は反論を試みた。

「でも、ぼくのベッドもあるし……」

「なんだ？　おまえのベッドは当然そこに置いたままでいいだろう。棺はここに置けばいい」

　そう言ってアルノルトは奥の壁に添って置いてあるベッドと襖の間の、幅一メートルもない空間を指し示す。

「棺はベッドほど場所を取らんからな。ベッドと棺を並べて置けばなんの問題もないだろう」

　確かに置けないことはないだろうが、この狭い部屋に棺を入れたら、それこそ足の踏み場がなくなる。啓太はカニのように横歩きで壁伝いにしかベッドにもハンガーにもたどりつけなくなるだろう。しかし、

「いいな？」

　と念を押されれば、「はい」とうなずくしかない。

「それからこの部屋の窓だが」

　今度はベッドの横の腰高窓を指される。窓には遮光カーテンが掛けてある。

「もう一枚、分厚い布を掛けて二重にしろ。両端と裾はテープで留めろ。今晩中だ」

　矢継ぎ早の指示に頭が痛くなる。

「え……二重って言われても……カーテンの予備なんて……」

「カーテンがなければテーブルクロスでもなんでもいい。それもないのか。では新聞紙を貼り合わせろ」

「…………」

「俺は出掛けてくる。帰ってくるまでにやっておけ」

　反論を許さぬ命令口調。

　上着の裾を翻してアルノルトは部屋を出て行った。ベランダの窓を開けると、コウモリに姿を変えて飛び立つ。

　それを見送った啓太は「はあー」と長く重い溜息をついてベッド脇に座り込んだ。

　まさか本当にアルノルトとの生活が始まるとは……。

「どうなるんだろう……もう……」

　吸血鬼、しかも口うるさく「俺が御主人様だ」と威張るような吸血鬼との同居。頭が痛くなる。下僕として屋敷に通わされるだけでもずいぶんだったのに、同居なんて……。いつまでアルノルトにつきまとわれるのかと考えると、泣きたくなってくる。

「……とりあえず……カーテン、なんとかしないと」

　窓を見上げて啓太はもう一度溜息をついた。

　

　

「下僕。いつまで寝ている」

　同居しての初めての朝。啓けい太たは夜明け前にアルノルトに起こされた。

「朝だぞ。人間は活動の時間だろう」

　そう言って布団をはがされたのだ。

　アラームはいつも六時半にセットしてある。それがまだ鳴っていない、かつ、アルノルトが起きているということは……。枕元の時計を手にして、啓太はげんなりした。四時前だった。夜中まで窓に新聞紙を貼り付けたりカーテンを目張りするのにいそがしく、どれほども寝ていない。

「なっとらんな。主人より寝坊な下僕など」

「……アルノルト様は夜はずっと起きてるじゃないですか……」

　腰に手を当てたアルノルトに言われて、さすがに啓太は言い返した。だがそれも、

「『起きてる』ではない、『起きていらっしゃる』だ。それは当たり前だろう。俺は昼は寝ているんだ。これで夜まで寝たらいつ活動すればいいんだ」

　威い張ばるように返されてしまう。

　うすうす感じていたことではあったが、アルノルトは負けず嫌いな上に屁へ理り屈くつが大好きだった。もしかしたら下僕をいじめて楽しんでいるだけかもしれなかったが。

「早起きは三文の徳だぞ？」

「……そうですね……」

　仕方ない。日が昇ってから二度寝しよう。寝不足の躯からだをのろのろと起こしてベッドから降りようとして啓太はふらついた。

　ここ十日ほどは夜中一時二時までアルノルトの屋敷で働かされていたから、ただでさえ睡眠不足だった。朝起きる時間を遅くしたり、講義の合間にキャンパスで昼寝をしたりしてしのいでいたが、四時前に起こされれば躯のリズムがついていかなくて当たり前だった。

「どうした」

　大きな手に肩を支えられた。

「……つらいのか」

　パジャマ越しに手の冷たさが伝わってくる。人間ではない冷たさ――躯が硬くなった。

「いえ、大丈夫です」

　さりげなくアルノルトの手から逃げるようにして、啓太は立ち上がった。

　もう少し、もう少しだけがんばれば、日が昇る。そうしたらアルノルトは眠りにつく。うるさく言われなくてもすむ。

「ぼく、顔を洗ってきますから……」

　アルノルトの顔は見ないまま、啓太は部屋を出た。

　ベランダに面した掃き出し窓のカーテンを全開にする。嫌味かなと思ったが、それこそ朝の光を取り入れるのは昼間活動する人間としては当たり前のことだ。

　窓を開けて夜明け間近の冷気を顔に浴びると少しだけ気分がよくなった。空は青紫から薄いブルーへと柔らかく色を変えている。

　洗面所で顔を洗ったあと、啓太は襖ふすま越ごしにアルノルトに声をかけた。

「アルノルト様……もうすぐ日が昇ります。今日、なんとか運送屋さんを手配して棺を運んできますが、それまで……ぼくのベッドで寝ててください」

　ややあってから、返事があった。

「……よろしく頼む」

　聞いた瞬間、意外な気がした。命令されたことは多々あれど、頼まれたのは初めてだった。

「……はい」

　うなずいて、啓太は襖の前を離れた。

　それからソファに横になってなんとかもう一度眠ろうとしてみたが、中途半端にうとうとしただけで、結局深い眠りにはつけなかった。あいにくと一限目にゼミがあり、それが気になっていたせいもある。

　いそがしい一日になった。

　生あくびを噛かみ殺しつつ朝一番のゼミを受講し、そのあと、ネットでその日のうちに運んでくれるという運送屋を見つけた。連絡を取って屋敷の前で落ち合う。運送屋には黒塗りで大きく立派な棺を前に不審そうな顔をされてしまったが、アンティークが趣味でようやく元の持ち主さんから買い取ることができたのだと説明した。

　アパートに運送屋とともに戻る。玄関先で待っていてもらい、啓太は奥の部屋へと急いだ。アルノルトがどんな姿で寝ているか、気になったからだ。棺を運び入れてもらうあいだ、布団かなにかを掛けてアルノルトの姿を隠しておかなければ……。

　しかし、部屋はもぬけの殻だった。ベッドにアルノルトの姿はない。

「あれ？　アルノルト様？」

　きょろきょろ見回していると、「ギィッ」と獣の鳴き声がした。ハンガーラックのほうから聞こえてくる。そっとナイロンカバーをめくってみると、大きなコウモリが身を伏せて丸まっていた。

「アルノルト様？」

　聞くと、答えるようにコウモリがうなずいた。まちがいない。

「今、棺を運んでもらってきたんで、もうちょっと待っててください」

　言い置いて玄関へ戻る。当日請け負いを看板にしている分いそがしいのだろう、業者は待たされたのが不満だったのか、不機嫌な顔で棺を運び入れると挨あい拶さつもそこそこに帰って行った。もちろん、現金での支払いはしっかりと受け取って。

　時計を見ると、もうバイトに出なければならない時間だった。朝から眠気のせいでずっと頭が重かったが、一眠りしている余裕はない。

「アルノルト様、ぼくバイトに行ってきます」

　壁伝いに歩いてハンガーラックへとたどりつく。カバーを持ち上げると、もそもそとコウモリが出て来た。なにか言いたげにこちらを見上げているような気がしたが、あえて啓太は横を向いた。

「棺、届いたんで、よかったらこの中で寝ててください。行ってきます」

　あとで文句を言われないように、伝えることだけ伝えてそそくさと部屋を出た。

　その日は三時から六時までの三時間だけのシフトが苦痛だった。手先の器用な啓太は厨ちゆう房ぼうで惣そう菜ざい作りを手伝わされることも多かったが、いつもなら売り場に出なくてもすむその仕事は楽なはずなのに、包丁で指を切りそうになったり、材料の入ったボールを引っくり返しそうになったりした。なんとか周囲に迷惑をかけずに仕事を終え、啓太は這はうように家に帰ってきた。

　空はそろそろ暗くなりだしている。アルノルトが起きてくるかもしれない――そう思ったが、ソファに倒れ込んだらもう動けなかった。

『もういいや。怒られたら怒られたで……』

　投げやりな気持ちになっていた。

『血を吸われたら、吸われたで……』

　泥のように疲れていた。なにもかもどうでもいいような気分で、啓太は眠りの中へと落ちた。

　どれほどそうして突っ伏したまま眠っていただろう。そっとこめかみの髪を梳すかれる感覚に啓太は目覚めた。指がすっと離れていく。

　明かりがついていて部屋は明るい。何度かまばたきしながら、啓太は顔を上げた。

「……顔色が悪い。大丈夫か」

　眉をひそめたアルノルトがすぐ傍かたわらにいた。

「すまない。……ずいぶんと疲れさせていたようだ」

　アルノルトが神妙に言う。もしかしたら、あやまられているのだろうか。

「……アルノルト様……？」

　意外だった。体調が悪いなどと言ったら、「鍛え方が足りん」とでも言われるだろうと思っていたのに。

「今朝も……早くに起こして悪かった。同居、ということで……もしかしたら、少し浮かれていたのかもしれん。おまえはおまえでいそがしいのに」

　不思議なものを見る思いで啓太はうなだれているアルノルトを見つめた。――あやまられている、本当に。

「その……悪かった。本当に」

「……びっくりです」

　寝起きのせいか、口が勝手に動いた。

「アルノルト様、あやまったりもできるんですね……」

「おまえは人のことをなんだと……ああ、いや、とにかく俺が悪かった」

　ぐっとあごを引く。頭を下げられて、啓太は居心地悪くなって躯を起こした。

「そんな……なんか、ヘンです。アルノルト様があやまるとか……なんか、落ち着かない」

「悪ければあやまる。それは当たり前だろう」

　胸を張られる。あやまりながら威張っているのがおかしくて、啓太はつい噴き出した。

「なにを笑う」

「……いえ」

　悪い人ではないのかもしれないと思う。……迷惑なのはまちがいなかったが。

　啓太が起き上がろうとすると、アルノルトの手が支えるように動きかける。しかしその手は啓太に触れる前にきゅっとこぶしの形になって引っ込められた。――もしかしたら……今朝、触れられたときに怯おびえたせいだろうか……？

「起きられるのか」

「はい、大丈夫です。寝不足なだけだから」

　気分の悪さはもうない。啓太は足を床に下ろした。

「夕飯の支度をします。アルノルト様は……？」

　今度はアルノルトが小さく笑った。白い整った美び貌ぼうがやわらぐ。

「俺は吸血鬼だ。人間の食べ物はいらん」

「……ですよね」

　不思議だった。少し眠ったせいだろうか、躯だけではなく心まで軽くなっているような気がした。いや、これは眠ったせいじゃなく……。

　啓太はいそいそと夕飯を作りだした。冷凍しておいた白米を戻し、輪切りにしたウィンナーと冷凍のミックスベジタブルを使って炒め合わせる。

「いただきます」

　小さなテーブルにつき、チャーハンを前に手を合わせた。と、「おい」とアルノルトが険しい顔でのぞき込んできた。

「それだけか」

「それだけ、とは？」

「夕飯だ。夕飯がそれだけでは足りんだろう。それとも今日は体調が悪いから食欲がないのか？」

「いつもこんなもんですけど」

「なに？」

　アルノルトの眉み間けんにしわが寄る。

「おまえはまだ若いだろう！　いい若者の食事がこれ！　この一品だけだというのか！」

　一度あやまってくれたとはいえ、やはり口うるさいのは変わらないらしい。

「え……でも一応、炭水化物も野菜もタンパク質も入ってるし……」

「……炭水化物というのは知らんが、それでは野菜も肉も足りんぞ。ほかになにかないのか。卵とかチーズとか」

「あ……ヨーグルトならありますけど」

「ならそれも食え」

　ヨーグルトは明日の朝、パンと一緒に食べるつもりだったんだけどなと思いながら、啓太は果物入りヨーグルトのパックを冷蔵庫から出した。

　そのチャーハンとヨーグルトの食事が終わるまで、アルノルトは見張るように啓太がスプーンを動かすのを見ていた。

　その翌朝のことだった。

　もう夜明け前に起こされることもなく、啓太は目覚ましで六時過ぎに目覚めた。アルノルトはもう棺に入っているらしく姿はなかったが、冷蔵庫を開けて啓太は驚いた。

　ほとんど空っぽのはずの庫内には、ずらりとヨーグルトのパックが並び、ほかにも卵やチーズ、果物がいっぱいに入っていたからだ。

『どんな顔で買い物に行ったんだろう』

　それとも吸血鬼の魔力を使ったんだろうか。レジの前でカゴを持って並ぶアルノルトや空中をふわふわと漂う卵パックを想像するとおかしくて、口元がゆるむ。

『いやいや、ちょっと待て』

　笑いかけて、あわてて顔を引き締めた。

『相手は吸血鬼だ』

「鬼」の眼と牙きばを思い出す。アルノルトだっていつあんな状態になるか、わからないのだ。

　――もしかしたら。

　童話に出てくる、獲え物ものを十分に肥え太らせてから食べるという魔女のように、アルノルトも啓太の血が美お味いしくなるようにと考えているだけかもしれない。

　啓太は自分の腕に目を落とした。

　白くて、細くて、とても美味しそうには見えない。

『油断しちゃダメだ。油断しちゃ』

　ゆるみそうになった気持ちを引き締めた。

　

　

　次の日一日、啓太はアルノルトのことを考えて過ごした。アルノルトはわがままで強引で威張っているが、しかし、啓太の体調を思いやってくれたり、あやまってくれたりもする。――思ったほど、悪い相手ではないのかもしれない。しかし、吸血鬼は吸血鬼だ。いつその本性を露あらわにして襲い掛かってくるかわかったものではない。でも……――。

　物思いにふけりながらバイトを終えて帰宅すると、鍵を開ける前にかちゃりとひとりでにノブが回った。

「遅かったな」

　奥から声がかかる。リビングからの明かりが届き、玄関は啓太が照明をつけなくても明るかった。

「ただいま、です。あの……今のドア……」

「おまえの帰宅ぐらい気配でわかる」

　たとえそれが吸血鬼であっても、「誰か」に迎えられるのは三年ぶりだった。

「ただいま、です」

　部屋に入り、啓太はもう一度言ってみた。言ってみたかったのだ。

　ソファに背をもたれて本を読んでいたアルノルトが目だけを上げる。

「知っているぞ。日本ではこういうんだ。――おかえり」

　こんなことでうれしくなるなんて、自分は相当に寂しい人間だったんだろうと啓太は思う。

　なんだか、くすぐったい。

　帰ったら「ただいま」という相手がいて、そして食事の状態を気にかけてくれる人がいる――ひとりが当たり前で、自分が寂しいのか寂しくないのかさえ考えないようにしていたのに……なんだか胸の奥がくすぐったかった。もう血が美味しくなるように気を配ってくれているのだとしても、それならそれでいいやという気さえしてくる。

「あの……」

　啓太は姿勢を正してアルノルトの前に立った。「ん？」とアルノルトが顔を上げる。

「冷蔵庫の中……ヨーグルトとか果物とか……たくさん、ありがとうございます」

「…………」

　アルノルトがまばたきしながら視線を落とす。

「……礼を言われるほどのことではない。下僕の健康に注意するのは主人の役目だからな」

「でも……うれしかったです」

「……とにかくしっかり食べろ。おまえは小食すぎる」

　小言でさえ、なんだか素直に聞ける気がした。

「はい」

　そこでふと気になった。

「あの……アルノルト様は？　バラの花とか買ってきといたほうが……」

「『買ってきといた』ではない、『買っておいたほうが』だ。……大丈夫だ。あの日はさすがにダメージが大きかったからな。おまえにバラを買ってきてもらうまで動けなかったが、自在に動ければバラなどいくらでも調達できる」

「そうですか……」

　確かに初日以来、アルノルトにバラの花を買ってきておくようにと命じられたことはない。吸血鬼であるアルノルトが自分で「食事」を調達してくれるのはありがたいはずだったが、啓太には引っかかるものがあった。

「どうした」

「あの……食事とか……ぼくだけひとりで食べてて、アルノルト様はなにもなしっていうのが……申し訳ないっていうか、なんていうか……」

　うまく言えない。だったら目の前で人の生き血をすすられて平気かと言われればそれは困る。

「――バラの香り」

　ぽそりとアルノルトがつぶやいた。

「香水でもエッセンスでもなんでもいい。バラの香りのものがあれば、おやつ代わりにはなる」

「あ、じゃあ買ってきと……買っておきます！」

　その時、アルノルトが苦笑しているように見えたのは気のせいだったろうか。でも、自分が食事をしている前で、アルノルトがグラスかなにかに入れたバラの香りを楽しんでいるとしたら、それは悪くない情景のように啓太には思えた。

　だから次の日早速、啓太はゼミの女の子に相談してアロマの店に案内してもらった。純度の高いバラのエッセンスは少々高価だったが、思い切って奮発した。ついでに安いパヒュームも買う。部屋の中をバラの香りで満たしたら、アルノルトが喜びそうな気がしたからだ。

『これは別にあいつ……あの人を喜ばせるためじゃなくて』

　自分にあわてて言い訳する。

『そう、ご機嫌をとっておけば、あんまりポンポン怒られずにすむから、だから……』

　寝室は狭くなってしまったし、服はすぐに片付けなければならないし、トイレの使い方まで気をつけなければならない。そんな面倒はみんなアルノルトのせいだ。――でも、心配してくれた。「小食だ」と叱しかってくれた。「おかえり」と迎えてくれた。

　そのお礼としてなら、これぐらいいいだろう。

　自分にさんざん言い訳して買って帰ったそのエッセンス類に、アルノルトは最初、目を見開いた。ついで、ゆっくりと口元がゆるみ、目め尻じりが柔らかくなったその笑顔は、啓太の脳裏にくっきりと刻み付けられた。

「……これで一緒に食事が楽しめるな」

　その言葉も。

　部屋に漂うバラの香りとともに、啓太はアルノルトとの生活に馴な染じんでいった。

　やらなければならないことがたくさんある屋敷とはちがい、狭い啓太の部屋ではアルノルトのチェックに応えるために掃除をしてもそれほどの手間はない。今まではぼうっとテレビやネットを見て過ごしていた時間を、啓太はアルノルトとしゃべって過ごすようにもなった。

　四百年生きているというアルノルトは物知りだった。テレビはあまり好きではないようだったがニュース番組のチェックは欠かさないし、本もよく読んでいた。だからだろう、現代の日本の文化や世情にもアルノルトはくわしかった。啓太のほうが、「そんなことも知らんのか。不勉強だな」と言われることが多い。さらにアルノルトは現代の日本のことだけではなく、歴史上の出来事やいろんな国の文化、習慣についてもあれこれと啓太に教えてくれた。見てきたようなというが、実際にその場にいたアルノルトの言葉は重みと真実味があって興味深かった。

　話の中で、啓太はアルノルトが日本に来たのは百年ほど前で、フランスにいた時に見かけた浮世絵や日本の工芸品の美しさに惹ひかれて来てみたくなったのだということを知った。

「当時はもっと静かで、おっとりした国だったな。戦争が大好きで次々揉もめ事を起こすのはいただけなかったが……人々の暮らしぶりには風情があったぞ」

　そんなふうに話してくれることもあって、啓太は絶対に自分では見ることのできない過去のいろいろな国に想いを馳はせて飽きなかった。

　そんな中で、啓太はひとつ、少しだけ気になっていたことを尋ねてみた。

「あの……アルノルト様のお屋敷はどうして普通の住宅街にあるんですか？」

　なんとなく、吸血鬼のような人外のものは人里離れた山奥にひそんでいるようなイメージがあった。

「……先の大戦前はな、林の中や少し山に入ったところに居を構えてもなんの問題もなかったが、あの高度経済成長とかいうのがクセモノだった。土地が値上がりすれば持ち主がはっきりしない建物は目をつけられやすい。車が普及して若いのが山の中まで暴れまわる……結局、周囲の人間に暗示をかけて普通に住宅街で暮らすのが一番無難になったんだ」

「……吸血鬼もけっこう生きづらいんですね……」

　なんだかしみじみと相あい槌づちを打ってから、啓太ははっと顔を上げた。

「あ、暗示!?　人間に暗示って……」

「昼間は仕事で不在、夜だけ帰ってくる変人の住すみ処か、とな。あと大コウモリを見ても気にしないようにもしておいた」

「じゃなくて……！」

　意識が操作できるのも魔力のひとつなのか。

「話してなかったか」

　アルノルトはあっけらかんと言い放つ。

「かんたんな意識操作程度のことだ。あまり複雑なことは思い込ませられないし、本人が強固な意志を持っていることも変えさせることはできない」

「ぼく……には？　その、暗示を……？」

　おずおずと聞く。答えは端的だった。

「暗示を使っている相手にその力のことを話す馬鹿がいるか」

「あ……ああ、そうですよね。あはは。そうですよね……」

　笑ったが、しかし、啓太はすぐにまた心配になった。

「……ほかには……ほかに、吸血鬼の魔力って、どんなのが……」

　今度はアルノルトはすぐには答えてくれなかった。何事か考えるように啓太の顔をしばらく見つめる。

「――人間の記憶を消すことができる。ほかには……自分の波動を場所なり人なりに残すことができる」

　波動を残すというのはピンとこなかったが、記憶を消すことができるというのは驚いた。

「記憶を消せるんですか？」

「正体を知られた人間から身を守るために発達した力だろうな」

『じゃあぼくの記憶も消すんですか？』

　聞きたかったが、聞けなかった。正体を知られた人間から身を守るというのなら、なぜアルノルトは啓太を下僕として使おうなどと思ったのか。そのうち記憶を消せばいいとでも考えているんだろうか。しかしその前に、啓太が吸血鬼を討とうと考えたらどうするつもりなのか。昼間、無防備に棺の中で寝ているあいだに木の杭を打ち込まれたら、とは考えないのか。

　深刻な話になりそうで、啓太はそれ以上聞けなかった。

　自殺を邪魔した、高貴な身分のアルノルトを引きずった、その償いで下僕になれと言い出したのは、短気なアルノルトが考えそうなことだとも思える。しかし、啓太の家で一緒に暮らすと言い出したのは……遅刻してくる啓太を待つのが腹立たしいなどというのが本当の理由なんだろうか。啓太がその気になれば、アルノルトが寝ているあいだに窓を開け、棺の蓋ふたを開いてしまうこともできる。人間と暮らすなんて、吸血鬼にとってもリスキーなことじゃないのか――。

　考えてもわからない。

　わからないが、今はそれを問い詰めたくはなかった。食事の心配をしてくれたり、「おかえり」と迎えてくれたりする誰かがいる、啓太はそんな生活をもう少し、続けたいような気持ちになっていた。







　

　

　その日は朝から不運続きだった。

　パンを焼けばトースターのタイマーが壊れていて真っ黒こげになり、大学への通学に使っている自転車は乗ったとたん、タイヤがぺちゃんこになった。ただでさえ寝坊して時間が押していたからあわてて走って大学に行けば息を切らせて駆け込んだ講義は休講で、時間潰しのつもりで行った図書館でついつい本を読みふけり、次のゼミは遅刻して、教授に「いくら就活をがんばっても卒論が出せなければなんにもならない」と嫌味を言われた。

　さらに、選択科目ではない卒業必須科目でのレポートを家に忘れてきてしまい、取りに帰る羽目になった。これは友人に頼んで自転車を貸してもらい、なんとか講義が始まる前に取ってくることができたが、啓太はそこで大きなミスをした。

「あ！」

　階段状にずらりと机と椅子が並ぶ、百人は入れるという大講義室だったからよかったようなものの、はっと気づいた瞬間に啓太は思わず声を上げていた。

　講義そっちのけでおしゃべりしている学生や、携帯電話を弄いじり続けている学生が、「はあ？」というように目線を向けてくる。啓太はうつむいてそれらの視線を避けた。

『やばい！』

　昨夜はベッドの中でそのレポートに目を通し直して、そのまま眠ってしまっていた。取りに帰った時に寝室に入ったが、そのあと、襖を閉めてこなかったのを思い出したのだ。

『まずいまずいまずい！』

　アルノルトは棺の中で眠っている。日没まで起きてはこないはずだが、もし万一、目覚めて棺の蓋を開けてしまったら……。リビングの窓からは斜めに西日が入る。もしその光をアルノルトが浴びたらと考えると、いてもたってもいられない。

　しかし、わざわざ取りに帰ったそのレポートは、講義の最後にひとりひとり、教授の前まで行って提出することになっている。欠席や途中退席を防ぐための教授の策ではあったが、今の啓太には意地悪としか思えなかった。

『今日はバイトはないから……』

　日没までには家に帰ることができる。アルノルトが目を覚まさずにいてくれれば……。

　じりじりするような気持ちで啓太は講義が終わるのを待った。レポートを一番に提出して講義室を飛び出す。

　だが、その日はとことんついていなかった。せっかく講義室を飛び出したのに、

「おーい、草くさ間まぁ」

　と友人に呼び止められてしまったのだ。

「おまえ、太おお田た教授に呼ばれてんぞー。なんか卒論のレジメについて聞きたいって」

　太田というのは午前中に遅刻してしまった卒業論文の担当教官だった。ここですっぽかしたら、かなり心証を悪くしてしまう。

「……え……」

「早く行ったほうがいいぞ」

　友人のアドバイスさえ、うらめしかった。

　ようやく太田教授にも解放された啓太が家に着いたのは、まだ西の空に夕焼けの名残の赤い雲は浮かんでいるものの、陽はすっかり沈んだあとだった。

　ふだんならアルノルトが起きている頃合だった。

　――だが。啓太がドアの前に立っても、ドアはぴくりとも動かなかった。嫌な胸騒ぎをおぼえながら鍵を取り出す。まさか……。

『ちがう、ちがう。まだ陽が落ちたばかりで、あの人はまだ起きてないんだ』

　自分に言い聞かせながら、ノブを押し開けた。だいたい四百年も吸血鬼をしているんだから、そんな日没前にまちがえて起きてしまうなんてことはないはずで……。

「……ただいま……」

　応える声はなかった。空にはまだ赤みは残っていても、部屋の中はもうしっかりと暗い。

　ほんの一ヶ月前なら当たり前だったこと。なのに、音のない、暗い部屋にますます嫌な感じの不安が湧いてくる。

　今日はまだあの人は起きてないんだ、寝坊してるんだ――頭ではそう考えるのに、ぞっとするような感覚が消えていかない。

　啓太は靴を脱ぎ散らかしてバラの香りの染み付いた部屋を走った。やはり襖は開けっ放しだ。その向こうにぴったり閉まったままの棺の蓋が見えた。

「アルノルト様」

　呼んでみる。蓋はぴくりとも動かない。

『どうしよう』

　まだ寝ているのか。勝手に蓋を開けたらこの無礼者がと怒られるだろうか。でも……本当に無事でいるのだろうか。

　突然ひやりと冷たいものが胸を刺した。

『事故じゃなくても、もし彼がわざと日の光を浴びようとしたら……もしまた、自殺しようとしたら……』

　昼間出掛けている啓太には止めようがない。

　手足が急激に冷たくなっていくような気がした。

『もし、彼がいなくなったら……』

　棺の横に膝ひざをつく。

　蓋の表面に手を当ててみても、もともと体温も鼓動も呼吸もないアルノルトの気配など伝わってこない。生きて、中にいるのか。それともまさか灰になってしまっているのか。心臓が喉のど元もとまでせり上がってくるようだった。鼓動が大きく、速く、耳鳴りのように響く。

「アルノルト様……」

　不安で破裂しそうになりながら、啓太は棺の蓋をずらしてみた。

　アルノルトは、いた。いつものように、レースをふんだんに使ったシャツに、刺し繍しゆうの入った上着を着て、そして胸の上で手を組んで。その肌は陶磁器のようになめらかで白く、時に意地悪そうな光を浮かべる瞳は青白いまぶたに覆われていた。

「アルノルト様！」

　きゅっと胸が痛くなって啓太は大声を出した。

「アルノルト様、アルノルト様！」

　どうしよう、どうしよう！　この人が死んでしまったら……！　とうさんやかあさんのように、この人までぼくのそばから消えてしまったら……！

「アルッ……」

「うるさい」

　恐怖に襲われて名前を連呼した啓太の声はアルノルトの不機嫌な声にさえぎられた。同時に、閉じられていた目が迷惑そうに薄く開いて啓太を睨にらむ。

「なんだ、いきなり。ぎゃあぎゃあと」

「アルノルト様……生きて……」

　脱力するほどほっとして、啓太は棺にもたれかかった。

「よかった……よかった……」

「……馬鹿が」

　アルノルトはむくりと躯を起こした。

「俺が死んでいるとでも思ったか」

「うっかり……うっかり襖を開けっ放しにして出掛けちゃったんです。もしアルノルト様が起きてきたらって……」

「おまえは本当に馬鹿だな。ちょっと蓋を開けてみて明るかったら、そのまま蓋を元に戻せばいいだけだろう。そんなに心配するような……」

「じゃあ！」

　アルノルトの言葉をさえぎって啓太は身を乗り出した。

「もう自殺なんてしませんね？　わざと日の光を浴びたりしませんね!?」

　瞬間、驚いたように目を丸くしたアルノルトはそれから長々と溜ため息いきをついた。

「――言ったろう。あの時は退屈だったんだ」

「今は？　今は退屈じゃないですか？」

「…………」

　アルノルトの黒い瞳がじっと啓太を見る。啓太もその視線を堂々と返す。先に視線をそらしたのはアルノルトのほうだった。

「……ただ寝ていても大声で起こされる。退屈しているヒマなどないだろう」

「ホントですか？」

　確認せずにはいられなかった。

「ぼく、いやですからね。帰ってきたら、アルノルト様が灰になってるなんて」

「…………」

「約束してください。もう絶対、あんなふうにわざと陽の光を浴びようとしたりしないって」

「ああ、ああ。わかったわかった。言ってるだろう、もう退屈ではないと。わざと陽に当たったりはせん」

　うるさそうに手を振られたが、啓太はまだ安心できなかった。

「陽には当たらなくても……ほかに、これしたら死んじゃうってこと、ありませんか？」

「……そんなことを聞いてどうする」

「え……」

　知っていれば、アルノルトがそれをしないように気をつけていることができる。

「あの……木の杭を胸に打ち込まれたらダメだとか、銀の弾丸がダメだとか、そういうのは知ってますけど、でも、自分で木の杭を胸に打ち込んだり、銀の弾丸撃ったりとかはなかなかできないと思うんです。それにそういうのだったら、アルノルト様が準備してたら、ぼくもすぐ気がつけるし……。でも、陽の光を浴びたりとか、そんなかんたんに自殺できちゃう方法がほかにあるなら、教えといてもらわないと」

「だから、それを聞いてどうするんだ」

「だから、アルノルト様がそれをしないように気をつけます」

　アルノルトは眉を寄せるとまた長い溜息をついた。

「……わかっているのか。俺は吸血鬼だぞ」

「はい、わかってます」

　うなずいて、じっと啓太がアルノルトを見つめると、アルノルトはもうひとつ溜息をついた。

「……おまえが言ったように、木の杭を打たれたり、銀の弾丸を撃ち込まれたら、俺たちは生きてはいられない。陽の光を浴びても、灰になる。……ほかには……闇の命にかけて誓ったことを破った時にも、俺たちは消えてしまう」

「……誓いを、破る……？」

「そうだ。闇の命にかけるというのは、この吸血鬼としての命をかけるということだ。誓いを破った時には誓いの言葉通り、闇の命が消える。その吸血鬼は霧となって消え去ることになる」

『そんなかんたんに……』

　不安になった啓太はまたひとつ、身を乗り出した。

「アルノルト様、アルノルト様は今なにか誓いを立てていらっしゃるんですか？」

「……ひとりで誓いを立ててもそれは意味がない。相手がいなければな。……もし俺が誓いを立てていたら、なにもわざわざ朝日を浴びんでもいつでもどこでも死ねとるわ」

　ようやくほっとして、啓太は脱力した。笑みがもれる。

「あ……そう、そうなんですね。あはは……よかった。あはは」

「……なにがよかったのかは知らんが、そろそろおまえは夕飯の時間だろう。今日はなにを作るんだ。手抜きはいかんぞ？」

　立ち上がりかけたアルノルトに、啓太もあわてて腰を浮かせた。

「あ、あの、アルノルト様！　まだ約束してもらってません！　陽の光をわざと浴びたりしないって。誓ってくれなくていいですから、約束だけはしてください！　もう自分で命を絶とうとしたりしないって」

　アルノルトの黒い瞳がじっと啓太を見下ろす。啓太もその視線をしっかりと受け止めた。

　――ああ、やっぱりこの人、綺き麗れいだ……。秀でた額も細く高い鼻び梁りようも、唇から顎あごへのラインも、彫刻のように整って綺麗だ。本当に「王様」みたいに。

　ややあって、アルノルトは小さく肩をすくめてみせた。

「――吸血鬼に死ぬなと願う……おまえは変わり者だ」

「変わり者でもいいです」

　棺の縁に置かれているアルノルトの手に啓太は自分の手を重ねた。啓太が肩にかけられたアルノルトの手をさりげなく外して以来、アルノルトは決して自分から啓太に触れることはなかったから。

「ぼくはアルノルト様に消えてほしくありません」

　アルノルトの手はやはり冷たかった。けれど、その手は確かに存在している。怖いのは、この手の冷たさではなく、この手が消えてしまうことだ――啓太は心の底から思っていた。

「……いいだろう。約束しよう」

　最後にようやく、アルノルトはそうつぶやいてくれた。

　

　

　啓太はアルノルトにいろいろ遊んでもらうことにした。

　アルノルトはもう退屈ではないと言ってくれたが、しかし一度は本当に灰になってしまおうとしたのも事実だ。

　アルノルトを見ていると読書は好きなようだったが、ほかには取り立てて趣味というようなものは持っていないようだった。それがいけないんじゃないかと啓太は考えた。やはり打ち込めるものがないと人は退屈してしまう。……アルノルトは吸血鬼だが、そこは人間と同じだろう。

　啓太は手始めにパソコンをアルノルトに手ほどきしてみることにした。ネットサーフィンはいい趣味とはいえないかもしれなかったが、広いネットの世界にもしかしたらアルノルトの心にフィットするものがあるかもしれないと思ったからだ。

　が、アルノルトはすぐに「目がチカチカする」とパソコンの前を離れてしまった。啓太が持っていたゲームも同じ理由で却下。

　つい、

「アルノルト様、お若く見えますけど、中身はやっぱり四百歳なんですねえ」

　と言ったら、「どういう意味だ」とすごまれた。

　インドア系がダメならと、外にも出てみた。まずは無難にバッティングセンターへとアルノルトを連れて行く。けれどそれも、「こんな棒を振り回してなにが楽しい」と真顔で言われておしまいだった。

　そうだよな、まずは野球の楽しさを知らないと、と今度はドームのナイトゲームに行ってみようとしたが、「人混みは苦手だ」と入口前でＵターンされてしまった。

　あわてて追いかけたら、

「目の前に一皿二皿出された料理を我慢するのはむずかしくないだろうが、前も後ろもぎっしりと料理で埋め尽くされたら、おまえだってつまみ食いしたくなるだろう」

　と、むっつりした顔で言われてしまった。

　どういう意味だろうとしばし考えて、啓太はあわあわとなった。

　毎日の夕飯では、啓太が普通に食事をとる前で、アルノルトはバラのエッセンスを底に垂らしたグラスをゆっくりと手で回し、その香りを楽しんでいる。アルノルトにとってはそれは「おやつ代わり」らしかったが、啓太はアルノルトが「食事」をどうしているのか、改めて尋ねたことはなかった。アルノルトは啓太がベッドに入る頃、コウモリに姿を変えて飛んで行く。おそらくそうした夜の外出で必要な「もの」を摂取してくるのだろうとは思ったが、なんとなく、そこに触れてはいけないような気がしていたのだ。

「あ、あの……アルノルト様……」

　帰り道、啓太は恐る恐る切り出してみた。

「先ほどの話ですけど……もしかして……その……ぼくの血を吸ってみたくなったり……」

「ならん」

　一言できっぱりと否定された。喜ぶべきはずなのに、なぜだか胸の奥がチリ、と痛んだ。

「さっきのはもののたとえだ。わからんか」

「あ、はは、そ、そうですよね……」

　なにが痛いのかわからないまま、啓太は笑おうとした。

「や、やっぱり……あれですか？　こう、絶世の美女、とか、そういうのがお好みなんですか？」

　アルノルトは振り返って啓太を見た。

　切れ長の黒い瞳。その瞳の奥は吸い込まれそうに深い。

「……そうだな。美女はいいな」

「……そ、そうなんだ、やっぱり……」

　ダメだった。笑ってみせたいのに、顔が引きつる。

「やっぱり……美女の血は、美味しい、ですか……？」

　ダメだ。普通に笑え。ヘンなことを聞くな。しかし、聞かずにいられなかった。

「……ぼくは、まずそうですか？　まずそうだから、いらないですか……？」

　せめて冗談めかして聞きたかったのに、声が震えてしまった。

　こんなことを聞いてアルノルトはどう思うだろう？　顔を見ていられなくて啓太は下を向いた。その頭にアルノルトの手が乗せられる。冷たい……大きな手がふわりと啓太の頭に乗っている。

「……馬鹿め。下僕の血を欲しがるほど、飢えてはいないということだ」

　それは聞きたかったことへの答えじゃない。そう思ったが、啓太にはもうなにも言えなかった。

　おまえの血はいらないとはっきりと宣言されたのだから、本当なら喜ぶべきだと思うのに。そんなことはもう最近では考えもしなかったが、アルノルトに襲われる心配がなくなったのだ、人間としては安心していいところだった。なのに――。

『ぼくはおかしい』

　なにがそんなに寂しいのか。啓太は自分でもわからなかった。

　

　

　そんなある日のこと。

　その日もバイトで遅くなった啓太は住すみ吉よし南みなみ駅の改札を早足で通り抜けた。またアルノルトに帰りが遅いと叱られてしまう。

　駅から出たところで、ドルン！　と大きくバイクをふかす音がした。ちらりと目をやると、駅前広場の照明で、正面に大型バイクが止まっているのが見えた。こういうのは係わり合いにならないに限る。啓太はなにも見なかったふりでそそくさと行き過ぎようとした。そこへ、

「ケイタ」

　聞きなれた声が響いた。アルノルトの声だった。

　あわてて周囲を見回した啓太に、バイクにまたがった黒いライダースーツ姿の人影が手を上げる。ここだ、とでもいうように。

　はい？

　思わず二度見した。

「ア、アルノルト様っ？」

　あわてて駆け寄る。バイクのハンドルを握っているのはまちがいなくアルノルトだった。

「ど、どうしたんですか、これ……」

　バイクの種類は詳しくない。けれど素人目でも排気量と馬力の大きさが想像できるようなどっしりしたバイクだった。マフラーの銀色が街灯の青い光を弾はじき、重低音のエンジン音を響かせている車体は光を吸って黒く沈んでいる。そんな暴れ馬を連想させるようなバイクに、アルノルトは黒のレザーのライダースーツ姿でまたがっていた。波打つ黒髪は後ろできゅっとひとつに束ねられている。別人のようだった。

　駆け寄った啓太にアルノルトは自慢げにフルフェイスのヘルメットを掲げて見せた。

「俺のバイクだ」

「ア、アルノルト様の!?　アルノルト様、免許持ってらしたんですか!?」

「……おまえは時々阿あ呆ほうだな」

　白はく皙せきの美貌に軽けい蔑べつの色が浮かぶ。

「どこの世界に教習所に通って試験を受ける吸血鬼がいると思う」

「あ……そうか。でも、警察とか……」

「言ったろう、俺は暗示をかけられるし記憶も消せる。検問など俺には意味がない」

　アルノルトはもうひとつヘルメットを取り出すと啓太に差し出した。

「乗れ。ツーリングに連れてってやる」

　

　

　アルノルトの運転は、乱暴だった。

　最初は遠慮がちにアルノルトの腰に腕を回していた啓太も、すぐにそんな遠慮はしていられなくなった。全力でしがみつく。

「ア、アルノルト様、お願いですっ！　もう少し、もう少し、安全運転をっ！」

　背中で懸命に叫び続けたら、ついにアルノルトは信号待ちでヘルメットのフェイスガードを引き上げて振り返った。

「あのな。俺には魔力があるのを知っているな？　俺は事故には遭わない。遭ってもおまえはケガをしない。なにも心配するな。いいか」

　強い口調で言われた。

　しかしそうは言われても、大型トレーラーとダンプのあいだをすり抜けるように走られたり、カーブで思い切り車体を倒されたりすると、啓太は思わずぎゅっと目を閉じてアルノルトにしがみつかずにはいられなかった。風切り音がごうごうと耳元で鳴り、両の脚の間からは絶え間なくエンジンの振動が伝わってくる。次々にほかの車やバイクを抜かすところを見ると、相当なスピードが出ているのはまちがいなかった。

　生きた心地がしなかった。

　夢中でアルノルトにしがみつき続け、どこをどう走ったのか、ふと気づくと周囲の様子がまるで変わっていた。

「山道？」

　ほかの車のライトも見えない。道幅は広くゆったりしていたが、両側から木々の枝が張り出して、街灯もなかった。

『そういえばどこに行くんだろう？』

　疑問に思いだして間もなく、広場のようなところに出ると、ようやくエンジンが止まった。

「……ここは……」

　ヘルメットを脱いだアルノルトの手を借りて、啓太はよろよろとバイクを降りる。足をついたとたんよろめいて、アルノルトに「大丈夫か」と言われてしまった。

　広場と見えたのは広い駐車場だった。その端に平屋の建物が見える。照明も消えているが、どうやら喫茶店かなにかのようで、並んだ建物にはトイレのマークと自販機があった。広場の反対側には東あずま屋やのようなものがあり、その向こうには見事な夜景が広がっていた。

「……うわ！」

　小走りになる。ベンチもある東屋はそのまま展望台になっていて、市街地の夜景を一望することができた。

「すごい……！」

　遠く海岸部に近い繁華街まで見渡せる。点在する光の中を蛇のようにくねりながら幹線道路が走り、絶え間なくヘッドライト、テールライトが流れていく。啓太は手すりにもたれるようにして宝石箱を引っくり返したような夜景に見入った。

「綺麗だろう」

　後ろから自慢げなアルノルトの声がした。

「ここはいわゆる穴場というやつだな」

　アルノルトがゆったりと啓太の隣で手すりにもたれかかる。

「時代はどんどん変わる。騒々しく、ものにあふれて、せわしくて……しかし、こういう夜の風景だけはちょっといいと思うぞ」

　啓太はそっと横を向く。

　駐車場に一本だけ立つライトと月明かりのおかげで、アルノルトの表情を見ることができた。時代の変化を悲しむような、けれど、その変化をいとおしんでもいるような、静かであたたかな横顔。

　いつもは流している長髪が今日は後ろで束ねられているせいもあってか、黒いライダースーツ姿のアルノルトはいつもの装束に身を包んだアルノルトとはまるで別人だった。

　全然知らない人といるようでドキドキする。

「……アルノルト様がバイクに乗るなんて、知りませんでした」

「人を乗せたのは初めてだがな」

　アルノルトは頬ほお杖づえをつくと啓太のほうを向いた。

「おまえが俺にはなんの楽しみもないように言うからだ。退屈だとは言ったが趣味が何もないとは言ってないだろう」

「すみません……そういえばぼく、アルノルト様になにがお好きか、聞いたことなかったですね……」

　迂う闊かつだった。

「いまさら、ですけど……バイクのほかにお好きなものは……」

「……そうだな。チェスも好きだったな。相手がいないからもう何十年もやっていないが……」

「あ！　じゃあぼく、覚えます！　駒とかボードとか買ってきますから、教えてください！」

　勢い込んで言うと、アルノルトがふっと笑った。切れ長の目が優しくなごんで、口元が柔らかくほころぶ。――こんな笑顔をまた見たいと啓太が思ってしまうような、あたたかな笑み。

「おまえといると……また夢を見そうになるな」

「夢？」

「いや……なんでもない」

　アルノルトは再び、目を眼下の夜景に向ける。夢ってなんだろう。啓太がそれを尋ねようとしたところで、一拍早くアルノルトが口を開いた。

「――バイクは、馬を走らせる喜びに似ている」

　静かな声だった。

「乗れば乗るだけ、応えてくれる。……生身の馬はもう、俺が近づくだけで狂ったように怯えていななくが……金属でできたバイクは俺のことも拒まない」

　アルノルトの横顔に寂しげな影が差す。

「……馬が、お好きだったんですか」

「動物はたいてい好きだったな。犬も飼っていた。猟犬で賢いやつらだった」

　ふと目に浮かんだ光景は啓太の想像に過ぎないのかもしれない。しかしその一瞬、啓太にははっきりと見えた。明るい日差しのなか、金色の髪をひるがえして馬を駆り、鋭い口笛で犬たちを操るアルノルトの姿が。

「……どうして、吸血鬼なんかに……あ、すみません！　し、失礼な……」

　ふとこぼれてしまった言葉をあわててあやまる啓太に、アルノルトは苦笑をこぼした。

「おまえは俺の下僕だからな。話しておいてやろう。……森があったんだ」

「森？」

「俺の領地の端にな。魔の森と呼ばれて、人は昼さえそこに入ってはならぬと言い伝えられた暗い森だった。当時俺はスペインやポルトガルにまで行って世界の最新の学問に触れていて、まあ今でいうインテリの頭でっかちだったんだな。魔物などおらぬ、そんなのは迷信だと俺は考えていた」

　啓太は息を詰めてアルノルトの言葉を聞く。

「その森を切り開けば、都へ二日は早く着くことができる。商人たちの行き来も盛んになるし、領地も栄える。そう考えた俺は、兵を率いてその森に踏み込んだんだ。兵たちに木を切り倒させ、道を作り……なにが魔の森だ、なにも恐れるものはないとな」

　遠く、過去を見る目をはるか下方に広がる夜景に向けて、アルノルトは続ける。

「だが、魔の森は魔の森だった。文字通り。昼でさえ重なり合う木々のせいで日の光が届かない暗い森だったが、日暮れを迎えてからはひどかった。松たい明まつを焚たいても、カンテラをつけても……炎の明かりさえ広がらないのだよ。闇そのものが実体を持っているかのように、光を押し包んで……やがて四方八方から不気味な呻うめき声や、聞いたこともない獣の咆ほう哮こうのようなものが聞こえてきて、兵たちはもう肩を寄せ合って震えるしかなかった。それでも……愚かな俺は、魔物などおらぬ、そんなものは迷信だと兵たちを励まし続けた」

　アルノルトの言葉に、暗く不気味な魔の森の様子が浮かび上がる。怖かった。怖かったが、啓太はアルノルトの話を最後までしっかりと聞きたくて、その横顔を見つめ続けた。

「だが、やがて――あちらこちらで兵がひとり減り、ふたり減り……俺たちの周りはすっかり魔物たちに取り囲まれてしまっていた。闇の中へと兵たちを引きずり込む、獣のような腕、闇の中で光る禍まが々まがしく赤い目、断末魔の悲鳴、人が食べられているかのような音……。ああ、俺はとんでもない思いちがいをしていた、人間とはなんと非力で無知なものなのか……俺は俺の愚かさを悔いたがもう遅かった。わずかな炎の明かりを頼りに、互いの手を取り円陣を組んで早く朝が来てくれと願ったが、夜は長かった。俺は怯える兵たちを守ろうと剣を抜いたが、そんな俺を嘲あざ笑わらうかのように、ひとりまたひとりと闇の中へと消えていき……ついには、俺自身も強い力で森の奥深くへと引きずり込まれていた」

　ぞくりと背筋を冷たいものが這った。アルノルトの横顔は四百年も昔の自分の過ちを今も後悔しているかのように、つらそうに強こわ張ばっている。

「俺はどんな化け物に殺されるのか、それだけはしっかり見ておこうと必死で目を開いた。……驚いたよ。相手は人間そっくりだった。目が青白く光り、口が耳まで裂け、銀色に光る二本の太い牙が口の端から伸びてはいたが……それでもそいつは人間と同じような躯を持ち、同じような顔をしていた。……今から思えば当たり前だ。そいつは吸血鬼だったんだ。そいつに聞かれたんだよ。おまえが大将かと。なぜこんな魔物の巣そう窟くつに乗り込んできたのだと。俺は答えた。魔物などいないと思った、そんなものは迷信だと思っていたと、正直にな。笑われたよ。闇の生き物を信じぬ愚か者よ、では今度はおまえ自身が魔物となって生きるがいい、と。……そして次に気づいた時にはもう、俺は人間ではなく、吸血鬼になっていたというわけだ」

　なんと言っていいかわからない。啓太はうつむいた。気の毒だとか、災難だったとか、そんなうわっつらな言葉は出してはいけないような気がした。

「なぜおまえが暗くなる」

　アルノルトの声が少し明るい調子になって、啓太の頭にぽんと手が乗せられてきた。

「俺はよかったと思うぞ。あの時、ほかの魔物の手にかかっていたら、八つ裂きにされてそれで終わりだった。吸血鬼に襲われたからこそ、俺は闇の生命を手に入れることができた。そのおかげで……俺の愚かさゆえに殺された兵たちの家族をそれからも見守ることも助けることもできたからな。……償いというにはあまりにも小さいが……それでも兵たちの父母や妻子らが飢えて死ぬことなどないように力を尽くすことができた」

　……この人は。啓太はじっとアルノルトの横顔を見つめた。見つめずにいられなかった。

　もしかしたらすごくいい人なんじゃないだろうか。

　強引だし勝手だし、一方的に「下僕だ」と決めつけてくるし……でも、根本のところですごく優しいんじゃないだろうか……。そうでなければ、誰が吸血鬼になったあとまでも、部下の死に責任を感じるだろう、その家族を見守ろうなどと思うだろう。

　そこまで考えて、啓太は新たな疑問に行き着く。

『なぜこんな人が自殺なんてしようとしたんだろう？』

　退屈だったからというのが、アルノルトが口にした理由だ。ずっと、その通りなのだろうと思っていた。アルノルトは短気だから、ヒマを持て余したあまりにヤケを起こしたのだろうと思っていた。けれど……ちがう。わがままで勝手で、ヤケで自殺しようとするような人が、吸血鬼になったあとまで残された部下の家族の心配をするだろうか。

『この人はいったい……』

　一緒に暮らして、いろんなことを話してもらって、しかし、肝心のアルノルト自身のことはあまり教えてもらっていない。

　啓太はアルノルトの横顔からいつまでも目をそらせずにいた。

「おまえ、いつまで人の顔を見ている」

　と、アルノルトに指摘されてしまうまで。

　

　

　はっと飛び起きた。あわてて枕元の携帯電話を手に取る。

　デジタル表示をしばし見つめる。まちがいない、十時をまわってしまっている。

　急いでベッドを降りようとして、啓太はあやうく隣に置いてある棺で転びそうになった。

　展望台でアルノルトの話を聞いたあと、ふたりでまたツーリングを楽しんだ。アルノルトの過去を聞いたせいだろうか、もう馬には乗れないアルノルトがバイクを楽しむ気持ちが啓太にもわかる気がして、アルノルトの気が向くままの遠出にとことんつきあいたくなったのだ。

　帰ってきたのはもう、東の空がうっすら白み始める頃だった。

「今日はもう起こさないぞ」

　とアルノルトはわざわざ言い置いてくれたのに、啓太はどうやらアラームを止めたあと、二度寝してしまったらしかった。目張りした二重の遮光カーテンのせいで部屋が真っ暗なのが災いした。

　ようやくこぎつけた最終面接が十一時からの予定ではいっていた。十時半には会社に入るように指定されている。啓太は己の迂闊さを呪のろいたい気持ちで急いで家を飛び出した。

　電車の中でさえ足踏みするほど急いだが、面接会場に入ったのは十一時を二十分もまわってからだった。

　汗をかきかき受付に行くと、十一時のグループの面接はすでに終わっているという。なんとか面接だけでもと頼み込んだが、部屋に入るなり、三人並んだ役員らしき人のひとりに、

「大遅刻だね。やる気あるの」

　と言われて啓太の面接は終わった。

　昨年秋からの就職活動で最終面接に残れたのは初めてだ。せっかくのチャンスを自分で潰してしまった。

『大事な日だってわかってたのに、どうして一言、「早く帰りたい」って言えなかったんだろう。あの人は事情を説明したらきっとわかってくれたにちがいないのに』

　啓太は悶もん々もんと後悔し続けた。

『……ちがう。せめて九時に起きていれば間に合ったんだ。なんでちゃんと起きられなかったんだろう。あああ……』

　後悔と自己嫌悪で背中は丸くなり、口からは溜息ばかりが出た。

「……どうしたんだ」

　夜になっても止まらない溜息に、起きてきたアルノルトが気づかないわけはない。理由を聞かれた。

「あの……今日、就職のための最終面接があったんですが……ぼく、大失敗しちゃって……また、内定もらえそうもなくて……」

　寝坊したなどと告げたら、アルノルトを責めているように聞こえてしまうだろう。啓太は事実をぼかして伝えた。しかし、

「失敗？　それは昨夜、遊びに行ったのが原因か」

　勘のいいアルノルトはずばりと核心をついてきた。

「いえ……ぼくがうっかりと……」

「うっかりとどうしたんだ」

「その……遅刻して」

「遅刻の理由は時間をまちがえたのか、場所をまちがえたのか、そもそも寝坊したのか、どれだ」

　畳みかけられるともうごまかしきれなかった。

「……寝坊……です」

　今度はアルノルトが溜息をついた。

「おまえは馬鹿か。大事な面接があるというのに、どうしてしっかり起きなかったんだ」

「ぼくもそう思ってます……」

　アルノルトはあきれたように首を横に振った。

「仕事というのは戦と同じだろう。約束に遅れてくるヤツなど戦場でも信用できん。雇われなくても仕方ない」

「……う」

　ぐうの音も出ない。アルノルトのいうことがもっともすぎて、啓太はなにも言い返せなかった。

「……しかし、俺にも責任はある」

　意外な言葉が聞こえてきて、啓太は顔を上げた。アルノルトは腕組みをして啓太を見下ろしていた。

「おまえを一晩連れ回した。そのあいだ、一度も自分の都合を伝えようとしなかった非はおまえ自身にあるが、おまえとバイクに乗って俺が楽しかったのも事実だ。俺はその礼と詫わびをせねばならん」

　おまえとバイクに乗って俺が楽しかったのも事実だ――啓太の耳は鋭くその部分を捉えた。アルノルトが楽しかったと言ってくれるなら、すべてがそれでいいと思えてしまう。

「なにがいい」

「は？」

　なんとなくうれしくなってしまって、ぼうっとしていた。啓太はあわてて聞き返す。

「だから、礼と詫びだ。……昔ならばな、金貨の数枚も持ってきてやれば話はすんだが、就職の世話など俺にはできん。だが、俺にできることでなにかおまえが喜ぶことがあれば……してやろう」

「…………」

　口がぽかんと開く。――アルノルト様がぼくが喜ぶことをなにか……してくれる？

「なにがいい」

「え……あの……アルノルト様、なにができるんですか？」

　それが失礼な質問だと気づく前に、啓太はついそう聞いていた。直後、破裂音のようなすごい音とともに部屋中の窓と襖とドアが一度にすべて開いた。風がごおっと唸うなりながら一気に吹き通る。

「なにができる、だと？」

　啓太にかがみこんでくるアルノルトの目が怖い。もともと切れ長の目が、数ミリさらに吊つり上がり、嫌な感じに光を放つ。気のせいか、口のサイズまで変わっているように見えた。もちろん、横に裂ける方向に、だ。それはかつて見た「鬼」の形相に近い。

「……貴様。四百年の時を生き、今や闇の世界で俺の名を聞けばひれ伏さぬ者はおらぬというのに、その俺になにができる、だと……？」

「だ、だって……」

　震えて身を縮めながら啓太は懸命に言い訳する。

「い、今、自分で、しゅ、就職の世話はできんって、言ったじゃないですかあ！」

「『言った』ではない、『おっしゃった』だ」

　久しぶりに敬語にダメ出しされる。目と口が元に戻っている。

「……就職の世話だとて、やろうと思えばできるわ」

　アルノルトがすねたように横を向く。

「暗示をかけられると言っただろう。おまえが就職したい会社の社長の寝室に忍び込み、おまえを雇うように、その意識を操ることはできる。おまえの遅刻の事実を忘れさせることもな。だがそんな手段で就職がかなっても、困るのはおまえだ」

「……その通りだと思います」

　啓太は心から同意してうなずいた。魔力で人の心を操って就職しても、本当に望まれる人材でなければ、会社で苦労するのは啓太自身だ。

「――なにをしてほしい」

　再びアルノルトの黒い瞳が啓太を見る。……いつも通りの瞳だった。奥に深い光をたたえた、いつまでも見つめていたいような瞳。

　その時、ふとひらめいた。

「アルノルト様……人の心や記憶を操れるんですね？」

「得意だ」

「じゃあ、じゃあ、ぼくに夢を見せてもらえませんか？　両親が生きていて、ぼくが子供だった頃の！」

「…………」

「写真はたくさん残ってるんですけど……なんだか、どんどん両親の影がぼくの中で薄くなっていくみたいで……もう一度、はっきりと両親の笑顔を見たいなって……思うんですけど……」

　こんなリクエストは子供じみているだろうか。アルノルトはもっと現実的なことをしてくれるつもりだったんじゃないだろうか。そう思うと恥ずかしくなる。言いながらうつむいた啓太に、しかし、アルノルトは真顔でうなずいてみせた。

「……お安い御用だ」

　アルノルトが腕を広げる。長い上着が風をはらんだようにふくらむ。その上着の中に柔らかく抱き込まれて、目の前が真っ暗になった。そしてその次の瞬間には、啓太はすとんと眠りの世界に落ちていた。

　

　

　七歳の誕生日を家族で祝っていた。デコレーションケーキには生クリームとイチゴのあいだに飾りの恐竜が何匹も乗っていて、どこにロウソクを立てようか、それだけで家族で大騒ぎしていた。

　父がいた。母がいた。

　テーブルには母手作りのハンバーグやコーンスープなどのごちそうが並び、啓太はうれしくてしょうがなかった。

「啓太、何歳になった」

「七歳！　七歳だよ！」

「早いわよねえ、もう二年生になるんだもの」

　エプロン姿の母は、最期に見た血だらけで蒼そう白はくな顔ではなく、若々しく、にこにこと幸せそうで、父もまた笑顔だった。

「啓太は将来なりたいものはあるか」

「うーん……」

「なんでもいいんだぞ。啓太はなりたいものになれるんだから」

「そうなの？　なりたいものになれるの？」

「ああ。虫が好きなら昆虫博士になれるし、ビルや橋が好きなら建築家になれる。自動車が大好きなら自動車を作る人にもなれるぞ。好きなものをいっぱいふやしとけ。どれを選んだらいいか、困るぐらい」

「ぼく……うんまい棒が好き……」

　母が明るい笑い声をたてた。

「じゃあお菓子屋さんがいいわね」

　当時はそれが当たり前だった、家族との祝いごと。

　――とうさん、かあさん……ぼく、一緒に行きたかったよ……。

　肩を揺すられて目が覚めた。

　眉を少しひそめたアルノルトの顔が真上にあった。啓太はあぐらをかいたアルノルトの膝に頭を乗せて眠っていたのだった。

「あ……」

　いそいで躯を起こそうとしたら、肩を柔らかく上から押さえられた。

「このままで、いい」

　アルノルトは迷うように手を出し、引っ込めてから、ようやく思い切ったように啓太の頬に手を触れた。涙を払われて、啓太は自分が泣いていることに気づく。

「……なぜ、泣く」

「あ、ごめんなさい……とても、とてもいい夢を見せてもらって……」

　普通に話そうとするのに、自然に涙がぶわりとあふれる。

「……ごめんなさい……父と母がいて……すごく幸せだったんだって思ったら、なんか勝手に涙が……」

「……すまない。俺のせいだ」

　沈ちん鬱うつな表情で詫びを言うアルノルトに驚いて、啓太は飛び起きた。

「え、あ、あやまらないでください！　いい夢を……本当にいい夢を見せてもらったんです！　ぼくが勝手に泣いてるだけだから……！」

　しかし返ってきたアルノルトの言葉は意外なものだった。

「ちがう。そのことじゃない」

「え？」

「俺があやまっているのは……おまえから結果的に家族を奪い、おまえをひとりぼっちにしてしまった、そのことだ」

『家族を、奪った？　え？』

　アルノルトは長い息をついた。

「……おまえは……おぼえていないだろうが、俺とおまえはこれが初対面ではない。十数年前にも一度、おまえは俺に会っている」

「え、それ……！」

　啓太は思わず膝を乗り出す。

「ぼくが四歳ぐらいの時のことですよね!?　アルノルト様が誰かに『出て行け』って怒ってた……！　お、おぼえてます、おぼえてます、ぼく！」

「……なに」

　アルノルトの表情が怪け訝げんそうになる。

「おぼえているだと？」

「あ、はい。その前後は全然思い出せないんですけど、ぼくがお屋敷の植え込みの陰にいたら、アルノルト様が出てきて、もうひとりの男の人に『出て行け』って怒ってました。その男の人にぼくが見つかってしまって、なんか襲われそうになって、そしたらアルノルト様が助けてくれて……」

　チ、とアルノルトが舌打ちを響かせた。

「……子供の記憶は消しにくいんだ。もともとバラバラになりやすいし、脳裏に強烈に焼きついたものはどうしても残ってしまう。……まあいい。おぼえているなら話は早い。おまえは幼稚園を抜け出して迷子になっていたらしい。俺がちょうど……ちょっと迷惑な相手を叩たたき出そうとしているところにおまえがいたんだ」

　啓太はほうっと息をついた。

「アルノルト様もおぼえてるんですね。ぼく、おぼえてるのはぼくだけかなって……」

「忘れるわけがないだろう。あのあと、俺はおまえの家までおまえを抱いて歩いてやったんだぞ。そうしたらおまえは俺のことを王様王様と呼び出して……」

「だってホントに王様に見えたんです！」

「……子供に触れるのは数十年ぶりだった。おまえがまた泣き出すんじゃないかとヒヤヒヤしているというのに、おまえは無邪気に笑って……」

　記憶が消されているのが残念だった。きっとその時のアルノルトは少し困ったような笑い顔で幼い啓太を見ていたにちがいない。

「可愛いと思ったんだ」

　怒った声で言われる。

「高たか田だ……おまえを襲おうとしたヤツだ。ヤツに手を出させるわけにはいかない。いや、ほかの魔物にもおまえに手を出させはしない。これもなにかの縁ならば、おまえが育ち上がるまで……おまえが十八になるまでは、俺が守ってやろうと思ったんだ」

　そこで言葉を切るとアルノルトはまっすぐに啓太を見た。

「俺はおまえに俺の波動を刻んだのだ。この者、クサマケイタは吸血鬼、アルノルト・フォン・ブロンベルクの守りし者なり。闇の世界に生きし者、クサマケイタに手をかけることあたわず、とな。……だからだ。おまえの両親が死んだ交通事故で、おまえひとりが生き残ったのは」

「…………」

　驚きすぎて声が出なかった。ぽかんと口が開いたままになってしまう。

「すまない」

　アルノルトが深く頭を下げる。

「人の世でいう『突発的な事故』のほとんどは闇の世界の者の気まぐれで起きている。そういった事故からもおまえを守ってやれると思っていたが……本当にすまない。そのせいでおまえから家族を奪うことになるとは……」

「……そん、な」

　啓太はおろおろと手を伸ばした。アルノルトの肩に手をかける。

「顔、顔、上げてください……あやまらないでください……」

　本心からそう言った。

「ぼく、ぼくが生きていられるのはアルノルト様のおかげなんですから……そんな、あやまらないで……」

「だが、おまえはひとりぼっちになった」

「でも、今はアルノルト様と一緒です！」

「俺など一緒にいても……」

　珍しくアルノルトが言いよどむ。複雑な表情で黙り込むアルノルトの顔を、啓太は下からのぞき込んだ。

「あの……アルノルト様。いつからぼくがその時の子供だって気づいていらっしゃったんですか？」

「……名前を聞いた時には、腹も立っていたからな。俺の残した波動ももう綺麗に消えていたし、思い出さなかった。気づいたのはおまえの匂いを確かめた時だ」

「じゃあ、ぼくの家に来るっておっしゃった時には、もうぼくがその時の子供だって気づいてたんですね？　ぼくがひとり暮らしだと知って……」

　両親は事故で死んだと告げた時のアルノルトの表情を思い出す。

「だから、ですか？　ぼくの家に来ることにしてくれたのは」

「……俺は、吸血鬼だ。いきなり主人だ、下僕だと言い出すような困った相手だ。家族の代わりになど到底ならんのはわかりきっている。ただ……ただ、おまえがどういう暮らしをしているのか……少し、気になっただけだ」

「アルノルト様……」

　じんわりした温かいものが胸に湧いてくる。やっぱり、そうだ。アルノルトは――優しい。昨夜、アルノルトの過去の話を聞いた時にも感じたことだった。短気でもえらそうでも、アルノルトは優しい。

「ありがとうございます。そんなふうに気にかけてくれて……」

「礼を言われるようなことはなにもない！　この家にいるのも俺が気になっただけで、おまえにとっては面倒が増えただけだというぐらい、わかっている！」

　荒い口調で言い、アルノルトは暗く眉をひそめた。

「……おまえを、ひとりにした。ひとりで生きるのがどういうことか、俺はいやというほど知っているのに……。すまなかった、本当に」

　啓太はゆっくりと首を横に振った。

「でも、ぼくは生きてます。アルノルト様のおかげです。……両親が死んですぐだったら、ぼくはアルノルト様を恨んだかもしれません。でも今は……ぼくを守ってくれてありがとうって言えます。両親も、きっと喜んでます」

　アルノルトはうつむいたまま、ずっと顔を上げなかった。啓太がふざけたように、

「これからもずっと一緒にいてくださいね」

　とアルノルトの肩を叩くまで。







　

　

「しかし、いつまでも就職が決まらんのはいかんだろう」

　数日後、遅刻して受けた面接の結果が届いた。案の定の不採用通知。覚悟していたとはいえ暗い気持ちになった啓太に、アルノルトがぴしりと言う。

「……ええ。いかん、です」

「俺は今の時代の就職事情など知らんが、ケイタはなにがまずくて就職が決まらないんだ」

　単刀直入だった。溜息が出る。

「……ぼくの大学は決して就職率の低い学校ではありません。今は就職氷河期なんて言われてますが……ぼくの大学も学部も……決して就職に不利なところではありません……」

　言ってて情けなくなってくる。実際、啓太の友人のほとんどは順調に内定を得ている。

「問題は……ぼく自身、だと思います」

　アルノルトの右眉がぴくりと上がる。

「その……就職活動には面接がつきものなんですが……ぼく、そういう時、うまくしゃべれなくて……」

「しゃべれない？　しゃべっているではないか」

「いえ、この……普通のおしゃべりじゃなくて、面接の時は堂々と自分のことを自己紹介したり、意見を言ったりしなきゃいけなくて、それが……」

「……なるほど。確かにおまえは自分の意見をはっきり言わん傾向があるな。俺相手にも最初はずいぶんと我慢していただろう」

　それはあなたが怖かったから、と胸の中だけで啓太は返す。

　アルノルトはあごに手を当て、しばしなにか考えていたが、やがて、「よし」とうなずいた。

「俺が面接指導をしてやろう。まずは、背筋をしゃっきり伸ばせ！」

　厳しい声で命じられた。

「胸を張れ。腹の底から声を出し、語尾はしっかり！　相手の目を見て、しっかり話してみろ！」

「え……」

　言われることはわかるが、啓太はしおしおとうつむいた。

「ダメ、なんです。ぼく……いざとなると……」

「馬鹿め。いざという時のために、ふだんの訓練があるんだ。なぜ、兵たちに剣や弓の練習をさせると思う。戦場では誰もが命がけで、必死になる。頭での知識など、あっという間に飛んでしまうわ。だからこそ、躯におぼえ込ませるんだ。躯でおぼえた動きだけが戦場では頼りになるんだ」

「な、なるほど……」

「どもるな。なるほど、そうなんですね、言ってみろ」

「な、なるほど、そ、そう……」

「どもるな。途中で終わるな。言いかけたことはしっかり胸を張って最後まで言い尽くせ」

「は、はい」

「はい、わかりました、そうします！」

「は、は、はい！　わかりました！　そ、そうします！」

「背筋を伸ばせ！　喉で音を作るな。腹から声を出せ。上に向かって発声しろ」

「はい！　わかりました！　そうします！」

「その調子」

「あ……ありがとうございます……」

「どもらない！　語尾しっかり！」

「ありがとうございます！」

　吸血鬼に面接指南を受ける羽目になるとは思っていなかった啓太だ。しかし、人間だった頃には領地と領民を治め、長い時間にさまざまな知識と経験を積んだアルノルトは悪い教師ではなかった。

　連日のように啓太はアルノルトの指導を受けた。

「肩が丸い！　胸を張れと言ってるだろう！」

「はい！」

「目線は上！　……誰が仰向けと言った！」

「すみません！」

「いいか。常に堂々と振る舞え。将が自信なさげでは兵はついてこん！　危険な場所に赴く時ほど将は落ち着き、堂々とせねばならんのだ！」

「あの……アルノルト様。ぼくは兵を率いるのではなく、単に就職したいだけ……」

「たわけ！　兵を率いる将の心意気をもってすれば、就職などなにがむずかしいものか！」

　いや、それはちょっとちがうんじゃないかと思うこともあったが、気弱で自信なさげな態度をびしばしと正してもらえるのはありがたかった。

「ではいくぞ。おまえの性格の長所はなんだ」

「え、と……あの……」

「つっかえない！」

「すみません！」

　その時だった。くくく、誰かの笑い声が聞こえたような気がして、啓太はびくりと振り返った。

　同時にリビングの掃き出し窓がするすると開く。黒い影が音もなく入ってきた。

「おもしろそうなこと、やってるねえ」

「……高田」

　いきなりの訪問者に啓太は声も出ないほど驚いたが、アルノルトが低くつぶやいた声は耳に届いた。高田といえば、先日の話に出てきた……。

「屋敷にいないと思ったら、こんなとこにいたんだね、アルノルト。探したよ」

　高田と呼ばれた男も啓太の記憶にある容貌のままだった。瓜うり実ざね顔がおでなかなかのイケメンだ。ゆるやかに流した髪が漆黒なのと陶磁器のような質感の白い肌はアルノルトと同じだが、黒のカッターシャツに黒のジーンズという出で立ちは街中で見る普通の若者と変わらない。年の頃は二十代の半ばだろうか。整った顔だが、その笑顔にはなんだか得体の知れない気持ち悪さがあった。

「おまえに親しげに名前を呼び捨てにされるおぼえはない」

「相変わらずつれないなぁ。まあそこがアルノルトの魅力だけどぉ」

　高田はにやにやと嫌な感じの笑みを浮かべてそう言うと、ソファに張り付くようにして座っている啓太に視線を寄越した。

「……この子、なに？」

　アルノルトが高田の視線をさえぎるように、啓太と高田のあいだに立つ。

「おまえには関係ない。出て行け」

「そんなつれなくすんなって。ねーなに、その子？　ただの人間じゃん？　なに、アルノルト、とうとう『飼う』気になったの？」

「俺は誰のことも飼ってなどいない」

「へえ。飼ってもいないのに一緒に暮らしてるわけ？　おかしーのー」

　高田はアルノルトの躯の脇から顔を突き出してしげしげと啓太を見つめた。

「……ふーん。どっかで嗅いだような匂いだと思ったら、あん時のガキかー。アルノルト、やたら気に入ってたもんねー」

「いい加減にしろ。出て行けと言ってるだろう」

　アルノルトの声に苛いら立だちが色濃く出ている。その手で肩をつかまれて、窓のほうへと押しやられているのに、高田はまだへらへらと笑ったままだった。

「なんでよ。数年ぶりの再会じゃないか。あんたの血を分けた『仲間』だろう、俺は？　そう邪険にしなくてもいいじゃないか」

「おまえなど『仲間』でもなんでもない」

「でも俺を吸血鬼にしたのはあんたじゃん？」

「……後悔している。あのまま見殺しにしておけばよかった」

　高田は心底苦々しげなアルノルトの言葉に、逆にうれしそうに笑う。ほとんど初対面だったが、啓太もとうていこの人のことは好きになれそうにもないと思った。

「俺はラッキーだったなあ。事故った時にあんたみたいな綺麗な吸血鬼に助けられてさあ」

　嫌な感じに目を細め、高田は啓太のほうへと躯を乗り出す。

「俺さあ、バイクでコケて死にかけたんだよね。口からごぼごぼ血があふれて、もぉやべぇってカンジで。そこにこの人が現れてさ。俺さ、もう必死に助けて助けてって頼んだんだよ。したら、この人、俺が死ぬまで俺の血吸って、代わりにこの人の血、入れてくれてさ。じゃーん！　高田信のぶ孝たかは吸血鬼となって生まれ変わりましたーってわけ」

　なぜだか自慢げに説明される。

「もうさあ、俺どんだけラッキーかって話だよ。吸血鬼になってさ、もう絶対に老けないわ、死なないわ、好きなことし放題！　マジ、俺、あんたには感謝してるんだ」

　高田がアルノルトの肩に馴れ馴れしく手をかける。アルノルトはすぐにその手を払いのけた。

「感謝してるんだったら、俺の言うとおり、二度とその顔を俺に見せるな」

「つれないなあ。俺よりあっちのガキのほうがいいわけ？」

　ちらりと横目で高田が啓太を見る。

「でも人間なんでしょ？　数十年で死んじゃうじゃん？　そんなのかまったって、つまんないじゃん」

　人間を馬鹿にしきった口調に啓太の眉が自然に寄る。自分だって人間だったくせに。

「それともさあ」

　高田はアルノルトの制止をするりと抜けると啓太の真ん前に立った。反射的に身がすくむ。

「ホントはもうしっかりエサにしてるとか？」

　高田の指が無遠慮に啓太のシャツの襟を押し広げた。

「や、やめてください！」

「ええーホントに飼ってないんだ。吸い痕もないや。俺、あんたのそーゆーとこ、わっかんないわ、アルノルト。飼ってるんでもなければ、なにが楽しくて人間なんかと一緒にいるわけ？」

「うるさい。おまえには関係ない」

　アルノルトが高田の後ろ襟をつかむ。それほど力を入れているとも見えないのに、高田の躯が持ち上げられて宙に浮いた。アルノルトはそのまま高田を窓まで連れて行く。

「帰れ。ここには二度と来るな」

「来るよ。だってここに来なきゃ、アルノルトに会えないじゃん」

　それに、と窓の外へと突き出されながら、高田は舌した舐なめずりしそうな顔を見せた。

「美味しそうな子ウサギちゃんもいるのにさあ」

「ケイタに手を出してみろ。おまえでも許さん」

　高圧的なアルノルトの言葉に応えたのは、ケケケケケという獣じみた高笑いだった。瞬間にコウモリに姿を変えた高田が、嘲笑うような笑い声とともに飛び去っていく。アルノルトはその姿を苦々しげに見つめてから、

「……驚いたか」

　と、啓太を振り返った。

「……今のは……アルノルト様が追い出そうとしていた……」

「そうだ。高田信孝という。……あいつの言ったとおり、事故で死にかけているところを、俺が吸血鬼にしたんだ。三十年ほど前だったか」

　アルノルトは疲れているように見えた。啓太の隣に座る。

「……つい、情け心を出したのがまずかった。あんなのを仲間にしてしまうなどと……」

「……一緒に暮らしていらっしゃったんですか？」

「あいつは気まぐれだからな。気が向くとやって来て何日か居座ってはまた出て行く」

　どう考えたらいいのか。

「あ、の……アルノルト様と高田さんは……その、お友達、なんですか……？」

　啓太を見たアルノルトの目の色に、啓太はその質問をしたことを後悔した。

「……あいつは最低なヤツだ。人間を捕えてきては嬲なぶり殺しにする。吸血鬼の魔力をもってすれば、人間に恐怖を味わわせずに血を吸うこともできるのに……ヤツは人間が逃げまどい泣き叫ぶのを楽しむんだ」

　顔がこわばる。ひどい。

「……あんなのを仲間にした俺の失敗だ。やめろと言っても聞かないばかりか、屋敷にまで捕まえた人間を連れて来て追い回すのをやめなかった。そのたび、俺がキレてあいつを追い出す繰り返しだ。……友人なんかじゃない」

「……すみません……」

「おまえがあやまることはない。……あんなヤツだが、吸血鬼としては仲間でもある。それに……」

　アルノルトが口ごもる。なにかあるんだろうか。

「まあ、俺が甘いからあいつもそこに付け込むんだろう」

　嫌いな相手だけど、切るに切れない縁。そんな印象を啓太は受けた。

「あの……もうひとつ、いいですか？『飼う』って、どういう……」

　それはどうしても気になった。アルノルトは「あいつはまたよけいなことを……」とつぶやいて溜息をついた。

「……吸血鬼の多くが使う手だ。俺たちには魔力があるが、それでも獲物を見つけて血を吸うという行為には危険がつきまとう。人に見られて正体がばれたら狩られてしまうからな。そのリスクを減らし、生き血を安定して得られるように……吸血鬼は血を吸わせてくれる人間と暮らすんだ。それを口の悪い吸血鬼たちは『飼う』という」

　人間が「飼われる」というのが衝撃的で啓太はなにも言えなかった。

「……言葉はきついが」

　啓太の表情に気づいたのか、アルノルトが小さく咳せき払ばらいした。

「実際には……そうやって一緒に暮らす吸血鬼と人間のあいだには恋愛感情がある」

　これまたびっくりで啓太は目を丸くした。

「恋愛感情？」

「……まあ、恋愛感情というか……いや、吸血鬼の魔力に人間が囚とらわれてしまうんだな。魔力の精に酔った人間は理性を失くし、本来の自然な感情ではなく、吸血鬼に恋しているような錯覚におちいってしまうんだ。その状態になった人間は、自ら進んで吸血鬼に喉をさらすようになる。吸血鬼のほうもそんな状態の人間を大事にする。つまり、そんなふたりが一緒に暮らすことを……口の悪い連中は『飼う』というんだ。正確には餌をもらっているのは吸血鬼のほうなんだが」

「あ、の……」

　引っかかることがあった。こんなショッキングな話を聞いているのに、そんなことが気になるのはどうかと自分でも思ったが。

「吸血鬼が自分を好きになった人間を大事にするっていうのは……それはつまり、多少はその相手を愛いとしく思うってことなんですか？」

　アルノルトの切れ長の目が驚いたように啓太を見る。けれどその目をアルノルトはすぐに伏せた。

「……言ったろう、錯覚だと。吸血鬼にとっても、だ。求めれば求めるだけ……甘い血を喜んで差し出す人間は都合がいい。だから……吸血鬼のほうもこれは恋だと錯覚するのだ。本当はただ、都合のいい、便利な相手だから重宝しているというだけだ」

「でも、吸血鬼に暗示をかけられて、人間がその吸血鬼を好きになるわけじゃないですよね？」

「暗示ではない。暗示ではないが……似たようなものだ。吸血鬼の魔力に囚われて理性をなくしてしまうんだから。錯覚だと言っただろう。吸血鬼のほうもだ。その人間が便利だから、だから……」

「でも、でも……」

　なぜだかわからない。アルノルトは錯覚だ、便利だからだと言っているのに、頭が熱くなって啓太は止まらなかった。

「錯覚でも好きだって思うわけでしょう？　便利でも……大切にするんでしょう？　そのあと、そのあとは、どうなるんですか？　錯覚でもなんでも好きで一緒にいる人間と吸血鬼は……」

「……ちゃんと……量を調節すれば、吸血されている人間でも数年は元気でいられる。そのあいだは一緒にいて……いよいよ人間が弱ってきたら……記憶を消して元の生活に戻してやることになる」

「……その人間を……仲間に、吸血鬼にすることはないんですか？　そしてそのままずっと一緒にいる、とか……」

　アルノルトは答えるのを嫌がるように立ち上がった。

「ケイタ。おまえには関係のない話だ。俺はおまえの血を決して吸わないし、絶対に飼ったりなどしない」

　瞬間、きゅうっと胸が引き絞られるように痛くなった。その痛みに刺激されて立ち上がる。

「でも……！　なかには、なかにはないんですか？　同じ吸血鬼になってずっと一緒って……」

「……ほとんどのケースで……人間自身が人の世に戻ることを選ぶんだ。人の血とバラの精以外、なにを食べることも、陽の光の下で遊ぶこともできない、闇の中でだけ生きる、そんな化け物としてではなく、神に祝福された世界で生きて死ぬことを選ぶんだ。高田は……あれは変わっている。真に闇の力を喜んでいる。だが、たいていの人間は……俺が知っている人間は……みな、人の世に戻ることを選んでいった」

　それは……。

　さすがにはっきり聞くのはためらわれた。それは、アルノルトが暮らした相手はみな、アルノルトを捨てていったということなのか……？

　静かに告げられた言葉に啓太は黙り込む。

　同居している人はいないのかと聞いた時、アルノルトはここ百年ぐらいはいないと答えた。それは……何度も何度も裏切られて見捨てられた末でのことだったと……？

「……遅い時間になった」

　これでもうこの話は終わりだと宣言するようにアルノルトが背を向ける。

「おまえはもう休め。また遅刻するぞ」

　自分に向けられた広い背中を啓太は見つめた。聞きたくて仕方がないことがあった。

『あなたは今、もし、もしぼくが、飼われることを望んだら……』

　胸の中で思っただけだ。その時の啓太にはそれを口にする勇気はなかった。

　

　

　吸血鬼が人間を飼う話を聞いた夜から、その話が頭から離れなくなった。自分はおかしくなったと啓太は思う。

　でももしかしたら、その前からおかしかったのかもしれない。

　一緒に野球のナイトゲームに行ったのに、結局帰ってきてしまったことがあった。その時、アルノルトに「おまえの血は吸いたくならない」と言われて、胸がきゅっと痛くなった。吸血鬼に血を吸われずにすむのなら、それは本当は喜ぶべきことのはずなのに。

　あの頃からきっと自分はおかしくなり始めていたのだろうと思う。

　日々の暮らしの中で、気づくとアルノルトのことを考えてしまっていた。大学の講義中でも、バイト中でも。アルノルトと見た夜景を思い出し、アルノルトが語ったことをあれこれ思い出し……その声だとか、ちょっとした表情の変化だとか、そんなものが常にアトランダムに脳内で再生されていた。

　今思えばそれも普通ではなかったが、ここ最近はもっとひどくなった。

　アルノルトのことを思い出すだけではない。会いたくなる。会っていない時間、寂しくてたまらなくなる。日が暮れたらもう、すぐにでも家に飛んで帰りたい。ずっとずっと一緒にいたい……。

　おかしい。こんなの、おかしい。啓太はぎゅっと唇を噛む。

　アルノルトは錯覚だと言った。吸血鬼の魔力が人間を酔わせ、恋心のように錯覚させるのだと。

『じゃあ、ぼくがこんなにあなたのことが気になるのも、魔力に酔わされているからだっていうんですか？』

　ちがう。絶対にちがう。それは断言できる。

　アルノルトと話している時に、ついその瞳から目が離せなくなるのは魔力のせいではなく、その瞳があまりに深く優しい光をたたえているからだ。昼間でもついアルノルトの顔を思い浮かべてしまうのも、アルノルトの顔があまりに綺麗だからだ。アルノルトの話を思い出して切なくなったり、もっともっとアルノルトと一緒にいたいと願ってしまうのは、アルノルトの話に心の中にあるなにかを揺さぶられるからだ。そしてなにより……アルノルトと過ごす時間がとても楽しいからだ。

　そんなふうに感じるすべてが、アルノルトの魔力のせいだとは絶対に思えなかった。

『ぼくがあなたを好きだと感じるのは……』

　ドクン。

「好き」という言葉が浮かんだ瞬間に、心臓がひとつ大きく跳ねた。

　ついで、顔が熱く火ほ照てる。

『「好き」って、「好き」って……』

　焦る気持ちと裏腹に、心のどこかは妙に冷静に納得していた。そうか……好きだから、一緒にいたいのか。好きだから、アルノルトのことばかり考えてしまうのか。

　血を吸われる人間と吸血鬼が、一緒に暮らす。人間は吸血鬼のことが好きになって、みずから望んで血を吸われ、吸血鬼はそんな人間を大切に扱う。

　その話を聞いて以来、頭からそのことが離れなかった。アルノルトに飼われたら、と考えずにいられなかった。アルノルトに飼われて、ずっと一緒にいたいと願わずには……。

『それはぼくがあの人を好きだから。好きになったから』

　啓太は火照る頬を両手で押さえた。ドキドキと胸の鼓動はおさまらなかったが、謎が解けたようにすっきりした気持ちでもあった。

『そうだ。ぼくは彼が好きなんだ――』

　だから、気になる。アルノルトは優しいけれど……飼っている人間にはもっと優しいんだろうか、とか。下僕としてじゃなく……恋人として相手に接するんだろうか、とか。――アルノルトの恋人になるというのは、どんな感じなんだろう、とか。

　啓太は考えずにいられない。

　しかし、そうやって考えていると必ず喉元に嫌な感じのものが込み上げてきてしまう。

『俺はおまえの血を決して吸わないし、絶対に飼ったりなどしない』

　アルノルトははっきりとそう言った。

　もし、自分がアルノルトに飼われたいと望んでも、馬鹿なことを言うんじゃないと一言で終わりにされてしまうだろう。どれほど望んでも……。

　あれこれ考えたあとは必ずそこに行き着く。アルノルトからの拒否。重苦しい、嫌な気分は不採用通知を立て続けにもらった時に味わった絶望的な感覚にも似ていたが、切なさと悲しみの成分はより色濃い。

　それでも。啓太は願わずにはいられなかった。アルノルト様とずっと一緒にいられたら、と。

　

　

　高たか田だが現れてから一週間ほど、啓けい太たはひとりで悶もん々もんとしていた。今まで女の子に淡い片想いしかしたことのない啓太には、アルノルトへの恋心を自覚したからといって、ぐるぐる思い悩むほかにできることはなかったからだ。

　最初から悲しい先が見えている恋。アルノルトは啓太を飼わないと断言している。

　だからといって、自覚してしまった恋心は消えていってはくれない。

　苦しい時間の中で、啓太はバラのエッセンスとパヒュームだけは切らさないように気をつけた。食事の時、啓太は普通に食べ物を食べ、アルノルトはバラの精を楽しむ。それはふたりが別の世界の生き物であることを啓太に思い知らせるが、同時に、「一緒に食事を楽しむ」大事な時間でもあった。

　大学やバイト先で、

「あれ？　おまえ、なんかいい匂いしてね？」

　と聞かれることが多くなった。家でよくバラのアロマを焚たいたりするようになって、いつしか匂いが染み付いてしまったらしい。それもまた、啓太にとってはアルノルトと暮らしている証明が自分に染み付いているようでうれしいことだった。

　アルノルトと一緒にいたい。アルノルトの喜ぶことをしたい。

「あの、アルノルト様……なにかお手伝いできることはありませんか」

　ある日、啓太は思い切って聞いてみた。

「手伝い？」

「シャツの繕い物とか……」

「もうほとんど済んでいるぞ」

「お屋敷の草抜きとか……」

「俺が留守にしているんだから必要ないだろう」

「……じゃああの、ほかになにか……」

　普通に人間の主人相手になら、美お味いしい食事を作ったり、毎日の服の手入れをしたりといろいろ身の周りの世話があるだろうが、アルノルト相手にはほとんどない。

「最近はおまえもずいぶんとこまめに物を片付けるようになったからな。不満はないぞ？」

「……そう、ですか」

「どうかしたのか」

「いえ……」

　本当に聞きたいのは、どうしたらアルノルトが楽しいのかということだった。どうしたら、ずっと自分と一緒にいたいと思ってもらえるか――。

「ああ」

　思いついたというようにアルノルトが手を打った。

「なにか褒ほう美びが欲しいのか！」

「そんなんじゃないです！」

　全然ちがう。褒美が欲しくて仕事を探してると思われるなんて。唇が尖った。

「おかしなヤツだな。……またバイクにでも乗せてやろうか？」

　大きな手が頭に乗せられて、髪をくしゃりとする。――それは決して嫌なことではないし、むしろ好きなことではあったが……もっとほかの部分にも触れて欲しいと、最近の啓太は思ってしまう。

「……褒美は、いらないですけど……」

　好きですと告げる勇気はなかった。だが、本当に望んでいるのはなんなのか、ほんの少しだけ、啓太はアルノルトに伝えたかった。

「ぼくは……アルノルト様と一緒にいたい、です。できれば、ずっと……」

　ダメだ。できるだけ自然に言おうと思うのに、どんどん顔が熱くなる。赤くなってる、と自覚するとますます熱くなる。悪循環。

　啓太はうつむいた。だからアルノルトがどんな顔をしていたのか、見えなかった。ただ、いつもならすぐに怒鳴り声か、からかうような声が返ってくるのに、その時だけは沈黙が返ってきた。

　いたたまれない。

「あ、の……もちろん、下僕として、ですけど……」

　言わなくていいことを言ってしまう。

「……おまえはいい子だ」

　どれほど沈黙が続いたのか、柔らかな声が落ちた。顔を上げると、とてもあたたかな、包み込むような瞳が啓太を見ていた。

「おまえはもうすぐ社会に出る。今よりもっと成長して、新しい自分の家庭を持つだろう。きっとおまえはよい夫、よい父親になる」

「ぼくは……」

　アルノルトにそう言われても、啓太は全然うれしくなかった。新しい自分の家庭なんていらない、よい夫や父親にもなれなくていい。啓太が望むのは、アルノルトとずっと一緒にいられること。いっそ本当にアルノルトが血を吸ってくれればいいのにとさえ……。

「ぼくは……」

　臆病な啓太はそこから先を口にすることができない。

「――大丈夫だ」

　深く静かなアルノルトの声。

「一緒にいられなくなっても、俺はおまえを見守っていてやるから」

「え……」

　一緒にいられない？

「灰になるのはあと数十年、おあずけにしておいてやる。俺はおまえを見守っていてやろう」

「…………」

　啓太はまたうつむいた。見守っていてくれても、一緒にいられないなら……それは……そんなの、意味がなくて……。

「アルノルト様、ぼくは……」

　意を決して顔を上げたのに、

「おお！」

　さえぎられてしまった。アルノルトは壁に掛けた時計を見ている。わざとらしかった。

「もう十時をまわっているではないか！　テレビをつけろ」

　夜十時の報道番組を見るのはいつものことだったが。

「さあ、話はもういいだろう。ニュースだ、ニュース」

　はぐらかされた。ずんと心が沈む。告白して玉砕というならわかるけれど、これでは告白する前から拒否されているのと同じだった。

　啓太はのろのろとリモコンを手に取った。電源ボタンを押す。

「……あれ？」

　何度押してもテレビがつかない。

「おかしいな……電池かな」

　テレビの前まで行き、直接スイッチを押した。電源は入ったが、今度はチャンネルを変えた覚えはないのに画面には砂嵐が出た。

「あれ、チャンネルおかしいのかな。……あれ、あれ？」

　何度かチャンネルを変えても画面の砂嵐は変わらない。

「……電波がおかしいのかもしれない」

　後ろからアルノルトの声がした。

「今夜はもういい。消しておいてくれ」

「はい。……でも、電波がおかしいって……なんなんでしょう」

　アルノルトは目を細めて窓のほうへ視線を投げていた。心なしか眉根が寄っている。

「アルノルト様……？」

「……少し長く留まり過ぎたか」

　小さなつぶやきが聞こえた。

「え、それどういう……」

「いや、なんでもない」

　その日はそれで終わったが、啓太の胸には引っかかるものがあった。

　

　

　それから数日、啓太とアルノルトのあいだは少しだけ、おかしかった。表面は以前とまったく変わらない会話をしていても、触れてはいけない大きな爆弾がふたりのあいだにあるような感じだった。アルノルトは啓太が言いたいことがあるのを知っていながら気づかぬふりをし、啓太もなにか胸騒ぎがするものを感じていながらなにもないふりをしていた。

　ただ、一緒にいたいのだと。一度はぐらかされてしまった告白の続きをするには啓太は臆病過ぎ、そして、一緒にいられなくなっても見守っていてやるというアルノルトの言葉の意味を確認するのも怖かった。

　もしかしたら、もうそんなに長く一緒にいられないのかもしれない――漠然とした不安が胸を噛かむだけだ。

　こんな時はとにかく家にいたかった。

　なのに、どうしても断り切れなかったゼミのコンパの予定があった。教授こそ出ないものの、研究室の助手や院生まで出る全員参加が基本の会だと言われては出席しますと言うしかなかったからだ。

「明日の夜はゼミのコンパで遅くなります」

　その前夜、啓太は肩を落としてアルノルトに告げた。

「コンパ？　ああ、宴会か」

「どうしても断りきれなくて」

「下僕にも息抜きは必要だからな。楽しんでくるといい」

　そう言われて、つい溜ため息いきをついてしまう。本当はコンパなんか行きたくない。それよりも家に帰ってきてアルノルトと過ごしたいのに。

「……卒業したら会社で働くんだろう？　そういう人づきあいを学ぶのも大切だぞ？」

　諭すようなアルノルトの言葉がつらい。

「……そう、ですね。はい」

　啓太が心と裏腹にうなずいた時だった。

「きゃああ！　落ちる落ちる！」

　外から女性の叫び声が聞こえた。ついでがっしゃーんとなにかが壊れるような音。そして、

「危ねーだろおっ！」

　という男の怒鳴り声。

「な、なんだろ」

　ベランダに出てそっと下をのぞくと、街灯に照らされた歩道の上に植木鉢の破片と黒い土、そして緑のものが散らばっているのが見えた。

「ああ！　すいません、すいません！」

　啓太の部屋の斜め下あたりのベランダから女性が首を突き出している。

「ケガはないですかっ！」

「ケガがなけりゃいいってもんじゃねーだろ！　気をつけろっ！」

　サラリーマン風の男が上に向かって怒鳴っている。立っている位置からすると、あと一歩でその植木鉢は男性の頭を直撃していてもおかしくなかった。

「ったくよー！　馬鹿野郎！　今度やったら訴えてやるからな！」

　罵ば声せいを上げながら、それでも男は去っていく。

「なんか植木鉢が落ちたみたいです。歩行者にあと少しでぶつかるところでした」

　啓太が窓を閉めてそう報告すると、アルノルトの表情が変わった。むずかしい顔になって窓際に来ると、夜空を見上げる。その眉を少し寄せた表情には見覚えがあった。先日、テレビが映らなかった時と同じだ。

「アルノルト様？」

　胸がざわめいた。

「どうかしたんですか？　なにか……」

「いや……なんでもない」

　本当に？　不安げな啓太の視線に気づいたのだろう、アルノルトは啓太の頭にぽんと手を乗せた。

「大丈夫だ。おまえには……なにも起こらないから」

「それは……」

　アルノルト様が守ってくださるからですか？　聞こうとしてためらう。おまえのことは見守っていてやるとこの前、言われた。けれど啓太はアルノルトにただ見守っていてほしいわけではない。そんな、単なる傍観者としてではなく……。

「明日は楽しんでこい」

　言いよどんでいるあいだに、明るくアルノルトに言われてしまう。

「……でも」

「言ったろう、人づきあいを学ぶのも勉強だぞ」

「……はい」

　いっそ出るなと言われたかった。

『人づきあいか』

　確かにそれは大切だろう。でも……。重い気分で啓太はコンパの会場である居酒屋に出向いたのだった。

　気のおけない同級生同士の飲み会とはちがい、教授こそいないものの院生や助手の人までいるゼミの飲み会の雰囲気には微妙なものがあった。無礼講だからとは言われたが、誰もがそこにある上下関係を意識して、上の人の機嫌をそこねないように気をつけて振る舞う、疲れるコンパだった。そんな中、酒は強くない啓太もやはり一杯二杯はつきあいで飲まなければならなくなった。

　居酒屋を出る頃には、慣れないアルコールのせいで啓太の足取りはふらふらしていた。

「おおい、草くさ間ま、大丈夫かあ？」

　これぐらいならアルコールは弱いからと啓太に酎ハイを勧めた先輩がにやにやしながら寄ってくる。

「おまえホント、酒弱いのな。あれぐらいで酔うとか、ないわあ」

「……大丈夫です。そんなに……よ、酔ってません……」

　アルノルトの面接指南の効果だろう。啓太にしては先輩にしっかりと言い返すことができたが、その程度では足りないらしかった。

「なに言ってんだよ、ふらふらじゃん。俺、送ってってやろうか？　それとも俺の部屋近いから、休んでく？」

　馴なれ馴れしく肩に手を回される。どちらも嫌だ。もともとその先輩は酒の席になるとやたらとスキンシップが過剰になる、啓太には苦手な相手だった。

「いえ、だい、じょうぶ、です。ひ、ひとりで、帰れますから」

「でもふらついてんじゃん？」

　まずいな、どうやって振り切ろう？　酔いの回った頭で考えていたら、

「あっれー、ケイタ君じゃん！」

　どこかで聞いた声がした。

　顔を上げてびっくりする。高田だった。アルノルトの中世ヨーロッパの装束を見慣れている目には逆に違和感のある、いまどきのカジュアルな装いだ。隣に胸と腰のふくよかさが強烈な美人を連れていた。

「あー、そーゆー……」

　高田は一目で啓太の状況を見てとったらしい。腰に手を回していた女性に向かい、

「わり、また今度な」

　と声をかける。女性は、一言「そんな……」と言いかけたが、すぐにその顔から表情が消えた。

「――じゃあね、ノブ」

　本を読むような口調だった。女性はくるりと啓太たちに背を向ける。

　素直に去っていく女性を見送りもせず、高田は啓太たちのほうへとまっすぐに歩み寄ってくる。

「どしたんだよ、ケイタ」

　啓太の肩を抱えた先輩が高田から啓太を遠ざけるように腕を引く。そのせいでただでさえふらついていた啓太はあやうくバランスを崩しそうになった。

「あんた、なんだよ」

　先輩が高田に食ってかかる。

「んー、少なくとも、あんたよりはケイタと深いつきあいかなあ。悪いけど、ケイタは俺が送ってくから、あんたは消えてよ」

「なに、……」

　また、だった。文句を言いかけた先輩はさっきの女性と同じように、ふいに無表情になった。

「――じゃあな、草間。おやすみ」

　抑揚のない口調で言い、くるりと踵きびすを返す。暗示を使ったのだと察しがついた。

「よかったねーケイタ君、狙ねらわれてたよ、キミ」

　高田がニヤニヤと笑う。

「あんた、かっわいい顔してるもんな。ほそっこいし。やりたくなる男の気持ちもわかるってゆーかぁ」

　そこで高田はさらに邪悪な感じに唇を歪ゆがめた。

「めちゃくちゃにしちゃいたくなるよね」

　次の瞬間、啓太は高田の腕に捕まっていた。軽く肩を抱くような姿勢。しかし振り払うことはできなかった。高田はものすごい力で啓太を店と店のあいだの細い路地に引き込んだ。







　

　

「な……！」

　壁に押しつけられる。

「ホントはさ、俺、あんたみたいな可愛いタイプじゃなくて美人なタイプが好きなんだよね。ゴージャス系のさ。けど、あんたは別の意味でそそるっていうか、いじめたくなるっていうか、ね」

　間近からねっとりした視線で見つめられ、背筋にぞわぞわと寒気が走る。

「は、放してください……！」

　しかし、啓太の抵抗を押さえつけるぐらい、高田にはどうということもないようだった。

「アルノルトがさ、飼ってるならしょうがないけど。あんた、結局フリーだろ？　マーキングさえされてないし。いいじゃん？　俺が好きにしても」

「ぼ、ぼくが困ります！　だ、だいたい、マーキングってそんな……」

「わざと吸い痕残すんだよ、これは俺の獲物ですっていう印に。そしたらほかの吸血鬼は手出しできない。そういうとこはね、吸血鬼の世界もめんどいんだよ」

「め、めんどくさくないです！　と、とにかく放してくださいッ！」

　くく、と喉のどの奥で高田が笑う。

「そうだよな、めんどくさくないよな。俺が先にマーキングしちゃったら、いっくらアルノルトがくやしがっても、もうおまえ、俺のもんだもんな」

　――え。そんなのまずい！

「た、助けて！」

　必死で身をよじった。ここで高田に牙を立てられたら終わりだという思いが啓太を必死にさせる。

「助けて！　誰か、誰か……！」

「うるさいよ」

　高田がにやにやしている。

「どんだけ叫んでも、おまえの声は半径一メートル以上は響かないよ。結界ってわかる？」

「そんな……」

「それじゃあ、ゆっくりいただこうかぁ」

　高田の口が左右に広がり、まくれ上がった唇の両端から薄青く光る牙がにょっきりと伸びてくる。

「い、嫌だっ！　嫌だ！　いや、イヤ、いやだああああっ！」

　ゆっくりと近づいてくる牙から逃れようと、啓太は折れてもかまわないほどの勢いで首を右に左にと振り回した。

　しかし――クックックッ……生温かい息と寒気が立つような笑い声が肌に当たる。

『もう、ダメかも……』

　啓太は最後の抵抗に思い切り躯からだを丸めて首をすくめた。目をぎゅっと閉じる。

「アルノルト……！」

　口から名前がこぼれる。

　――ぼくが好きなのは彼なのに。なんでこんなヤツにマーキングされなきゃいけないんだ！　こいつのモノになってしまうなんて、そんなの絶対にいやだ。アルノルト、アルノルト……助けて！

「アルノルト様！」

　冷たく鋭利なものが首筋に押し当てられ、二本の牙が食い込んでくる。その尖とがった先端が肌を破ろうと圧力を増す。

「や……！　やだ、アル、ノルト、さま……ッ」

　非力なのが悲しかった。全身で拒んでいるのに、高田は啓太をやすやすと押さえつけている。

　肌に痛みが走った、その刹せつ那な。

「ギァッ！」

　耳元で獣のような叫び声がした。同時に啓太を押さえ込んでいた手と牙が離れていく。

「言ったろう！　ケイタに手を出したら、おまえでも許さんと」

　怒りに満ちた低い声。アルノルトだった。

　アルノルトが背後から高田の頭をつかんで立っていた。怒りの形相。

「いたたたた！　いて、いてーよ！」

　高田が頭に手をやって悲鳴を上げる。見れば、頭頂部からがっしりと高田の頭をつかんだアルノルトの手は青白く筋張り、その指の先端からは青白い爪が不気味に長く伸びて高田の肌に食い込んでいる。

「ごごご、ごめんなさいごめんなさい！　悪かったってば、もぉ…！」

　高田の情けない声が狭い路地に響いた。けれど吊り上がったアルノルトの目は険しく光ったままだ。ぎりぎりと長い爪が高田の頭にめり込む。

「あやまる、あやまるからあ！」

「いまさらだ」

　冷たく言ったアルノルトが腕を大きく振り回す。啓太よりははるかに長身の高田の躯がまるでおもちゃの人形のように軽々と弧を描いて宙を飛んだ。ゴズッと鈍く重い音がしてその頭が思い切り壁にぶつけられる。

「ぐあッ！」

　さすがに高田が頭を押さえてその場に座り込む。怒りのオーラをまとったアルノルトはそれでもおさまらないとばかりに、その前に仁王立ちする。

「――さあ、どうしてやろう。二度と消えない刻印をおまえのその自慢の顔につけてやろうか。それともおまえがしわしわと縮むまで、おまえの血を吸ってやろうか」

　不気味な選択肢を並べる。

「悪かった！　ごめん、ごめんなさい！」

　飛び上がるように姿勢を整えると、高田はアルノルトに向かい、這はいつくばって頭を地面にすりつけた。

「あやまるから！　すみません！　許してください！　ごめんなさい!!」

「…………」

　怒ど濤とうの勢いで謝罪の言葉を繰り出して土下座する高田をアルノルトは怒りがおさまりきらない様子で睨にらみつけている。それでも怒りのピークは過ぎたのか手を出す気配はないアルノルトを高田は小こ狡ずるそうな目でちらりと見上げた。

「ごめんなさい。俺が悪かったよ、ホントに。二度としません。誓ってもいい。……あんたがさあ、あんまりそのガキ、大事にするからムカついたんだよ。怖がらせてやろうと思っただけなんだって」

「そん……！」

　いまさらそんな言い逃れは卑ひ怯きようだと思った。

「ぼ、ぼくの喉に牙を立てようとしたじゃないか！　先にマーキングしちゃったらアルノルト様にも手が出せないって……！」

「そんなん、傷が消えるまでの話じゃん？　未来永えい劫ごうってわけじゃないしー」

　かんたんに言われて、膝ひざから力が抜けるような気がした。

「え……そ、そうなの……？」

「決まってるじゃーん。一回吸われたら死ぬまでその吸血鬼のものとか、そんなわけないじゃーん。だからほかの吸血鬼に手を出されたくない時は、何度も吸い痕をつけ直すんじゃん」

　そんなことも知らないのかという口調にアルノルトの怒りが再燃した。

「えらっそうに言うな！　だいたいおまえは……」

　禍まが々まがしく爪の伸びた手が高田の顔に近づく。

「わ！　わ！　わ！　ごめん、ごめんなさい！」

　高田が再び地面に突っ伏して頭を抱えた。

「ホント、ホントに二度としないから、勘弁して！」

　いまいましそうにアルノルトが手を引っ込める。

「では二度とケイタに手を出さないとおまえ自身の闇の命に誓え」

「ええー、そこまでしなくても……」

　難色を示した高田に、アルノルトが無言で手を伸ばす。高田は頭を抱えた。

「わかった、わかりました！　誓うよ、誓うからぁ」

　さんざんぶたれた子犬のような表情で、高田は片手を上げた。

「己の闇の命に誓います。高田信のぶ孝たかは草間啓太に金輪際、手を出しません」

「――誓いを破ればおまえは消えることになる。わかっているな」

　念を押すようにアルノルトが言うと、高田には珍しい神妙な表情が浮かんだ。

「それはもう……知ってるし、わかってるし」

「ならばいい」

「……でもさぁ」

　嵐が過ぎ去ったと見た高田がジーンズのほこりを払いながら立ち上がる。もうその表情には神妙さはかけらもなく、本当に立ち直りが早いというか切り替えが早い人だと啓太は感心した。

「ぶっちゃけ、俺だけじゃないと思うよ？　興味持ったり、おもしろくなかったりするの」

「…………」

「あんた、もう何年もあの屋敷にこもってたじゃん？　それが急に移動しただけでも何事かと思うのに、エサでもない人間と暮らしてる。ただでさえあんた、人づきあい悪いのにさ、どういうことって興味持つヤツ、いるんじゃねーの？」

　アルノルトは剣けん呑のんに目を光らせたが無言のままだった。高田が続ける。

「あんたも気がついてると思うけど、こいつのマンションの周り、最近いろんなのが集まりだしてるじゃん。いいのかなー」

「……おまえに言われるまでもない。まずいとは思っている」

　啓太はアルノルトと高田の話に割って入らずにはいられなかった。

「ア、アルノルト様、それ、どういう……」

「俺の波動に気づいた闇の者たちがおまえのマンションの周辺に集まりだしているんだ」

「そ、それってまずいんですか？」

「闇の磁場みたいなものができてしまうと、人間にとっては不都合が多くなる。電波状態が悪くなるぐらいならいいが、やたらと事件や事故が増えてしまう」

「で、も……」

　映らなかったテレビと昨晩の植木鉢落下事故を思い出した。そういえば前にアルノルトも言っていた。世の中の突発的な事故は闇の者の気まぐれで起きると。でも……。

「集合住宅っていうのがまずいよね。人間もたくさんいるからさー、よけいにバランス悪くなる。あの屋敷ぐらい広くて周囲も人が少ないと、場も安定しやすいんだけどねー」

　アルノルトが長い溜息をついた。

「……そろそろ潮時だとは思っていた」

「屋敷帰る？　じゃあさあ、俺も一緒に帰らせてよ。今度はあんたの嫌がることはしないからさあ。寝場所がころころ変わるの、疲れんだよ」

　啓太はあわててアルノルトを見上げた。目が合う。啓太の大好きな黒い瞳が、少し切なそうに、苦しそうに、啓太を見ていた。

「……帰っちゃう……んですか？　もう、ぼくの部屋には……」

「わっかんないかなあ。そのほうがいいんだって」

　少しでも長く一緒にいたかった。バイトだってもうずっと、夜の時間は外してもらっている。収入が減っても、少しでも長くアルノルトといたかったから……。

「ねーアルノルト、屋敷に戻るなら、こいつの記憶、消しといたほうがよくね？」

「えっ！」

「もう関係ないんだろ？　俺らのこと、忘れてもらっといたほうがいいじゃん。俺、やってやろーか」

　高田の目が啓太に照準を合わせて妖あやしく光る。

「や、やだ……！」

　啓太は両手で頭をかばった。

「ぼ、ぼくの記憶を消すんですかっ！　や、いやだ、そんなの……！」

　アルノルトのことを忘れてしまうなんて、絶対に嫌だった。吸い込まれそうな黒い瞳も、時々意地悪になる口調も、アルノルトが運転するバイクで出掛けたことも、一緒に見た夜景も……みんな、なかったことになってしまうなんて、嫌だった。

「いやだやだやだやだっ！　アルノルト様っ！」

　すがるようにアルノルトの名を呼ぶ。消さないで。消させないで。必死の思いでアルノルトを見つめる。

　長い腕が啓太に向かって伸びてきた。

「アル……」

　啓太の頭をかばうように腕を回して、アルノルトは啓太を抱き寄せた。

「――大丈夫だ。おまえの記憶は消させない」

　耳元でささやかれる。

　冷たく、鼓動も響いてこない胸。だけど、その胸の広さとかばうように回された腕の確かさは心が温かくなるような安心感を啓太に与えてくれる。

「高田。やめろ。ケイタの記憶は消さない」

「……あっらまー。驚いたわー。どしちゃったの、アルノルト」

「ケイタの記憶はこのままにしておく」

「はいはい。ま、いいけど。そんな甘いことして、昼のあいだに木の杭打ち込まれても知らないよー」

「ぼ、ぼくは……！」

　高田の言葉がひどすぎて、啓太は振り向かずにいられなかった。

「ぼくはそんなことしません！　するわけないじゃないですかっ！」

「――……一緒に暮らした時から」

　後ろから静かな声がした。

「ケイタに殺されるならそれでいいと思っていた。誰にも望まれず、誰とも関わらず、ただ夜のあいだだけ目覚める命、人の血によって生きながらえる命、そんな命にもう執着はない。……あの時の幼子が俺の命を終わらせるなら、それでいいと思っている」

「ぼ、ぼくは……！」

　啓太は再び振り向いてアルノルトのシャツをつかんだ。

「ぼくはアルノルト様に死んでほしくなんかないです！　ぼくはアルノルト様にずっと生きててほしいし、アルノルト様とずっと一緒に……！」

　啓太の視線を避けるようにアルノルトは顔をそむける。

「おまえはもう……俺の魔力の影響を受けている。だからそんなふうに……俺と離れがたいように感じてしまうんだ。錯覚だ、錯覚」

「ち、ちがいます！」

　叫んだ。

「錯覚なんかじゃないです！　ぼくは、ぼくは、アルノルト様のことが、す……！」

「はいはい。そのへんにしといたら」

　高田の腕が啓太とアルノルトのあいだに割って入ってきた。

「アルノルトはもう決めたんだって。あんまりうるさくすると、全部忘れてもらわなきゃいけなくなっちゃうよ？」

「……っ」

「どうする？　アルノルトと離れやすくなるように、いっそ全部忘れてみる？」

　にやにや笑われる。

　これ以上しつこくしたら、本当に記憶を消されてしまうかもしれない。啓太はひるんだ。しかし、アルノルトとの突然の別れをそんなにあっさりと受け入れるわけにはいかない。

「アルノルト様！」

　高田の肩越しに白い顔に訴える。

「ぼく、ぼくがまたお屋敷に通います！　それならいいですよね!?　最初と同じようにぼくが……」

「ケイタ。もう屋敷には来なくていい。……いや、来るな」

「どうして！　ぼくはアルノルト様の下僕じゃないですか！　アルノルト様はご主人様でしょう？　ならやっぱりぼくが通って……」

「おまえはよく仕えてくれた。……だから、もういい。おまえはもう、俺の下僕ではない。屋敷にも来るな」

「そんな……」

　力が抜けて、啓太はその場に膝をついた。握ったこぶしが小さく震える。

「――ケイタ」

　そんな啓太にアルノルトが歩み寄り、頬に触れる。

「世話になった。楽しかったぞ。……記憶は消さないが、俺のことは早く忘れるがいい」

「無理です、そんな……」

　アルノルトのことを忘れるなんて。涙が突然大量にあふれてきて、一気に視界がぼやけた。

「アルノルト様、アルノルト様……」

「さようならだ。元気で」

　涙でぼやけるアルノルトの姿が、すっと遠ざかる。思わず手を伸ばすと同時、その姿は大コウモリへと変化した。ついで横にいた高田もコウモリに姿を変えて、アルノルトのあとを追うように空へと舞い上がる。

「アルノルト様っ！」

　ひどいと思った。こんなふうにいきなり飛んで行ってしまうなんて。こんなふうにいきなり別れがくるなんて。

　啓太は繁華街の路地裏で、いつまでもうずくまって泣いていた。

　

　

　魂が抜けたような日々。

　アルノルトがいなくなってからの日々はまるで砂を噛むように味気なく、つまらなかった。

　あの夜、重い躯を引きずるようにして帰ってきたら、アルノルトの棺ひつぎが消えていた。本当はあの棺を返すのを理由に、絶対もう一度アルノルトに会うつもりだった啓太は広くなった寝室を前にまた大泣きした。

　こんなかんたんに持って行けるなら、うちに来た時だってわざわざ運送屋を頼むことはなかったじゃないですか。

　誰もいない部屋に向かって、そう恨み言を言いながら泣いた。

　以来、アルノルトも高田も一度も啓太の家には現れなかった。啓太はただ機械的に学校に行き、会社の説明会に行き、バイトに行った。ただ目の前のことをこなすだけの日々。

　アルノルトに出会うまでは、それなりに楽しく生活していたはずなのに。なにを楽しんで、なにをおもしろがって生きていたのか、まるで思い出せない。

　思い出せるのは、アルノルトとの暮らしの中で楽しかったことだけだった。大きなバイクでの夜のツーリング、アルノルトに聞く歴史の話、そういえば一緒にチェスをしたこともあった。一度も勝てなくて、「おまえが弱過ぎるんだ」と鼻で笑われてくやしくて、でも楽しくて……。繕い物を失敗して、袖口とシャツの裾を縫いつけてしまったことがあった。その時のアルノルトの、情けなさそうな、がっかりしたような顔。思わず吹き出したら、「反省が足りん」と怒られた。

『どうしてあなたはここにいてくださらないんですか？』

　啓太は涙もろくなった。アルノルトに会いたいと思うと、それだけで目頭が熱くなってしまうからだ。

　どうしてアルノルトは出て行ってしまったのか。狭いアパートがイヤだったのか。啓太が楽しかっただけでアルノルトは退屈だったのか。そんなことばかり考えてしまうようになった。

　頭では、アルノルトは自分がいることで啓太の住む場所に闇の生き物たちが集まってしまうのを心配したのだと、不慮の事故が啓太の住む場所で増えないようにと去っていったのだとわかっていても、捨てていかれたような寂しさとつらさは消えなかった。

　もう一度だけでも、アルノルトに会いたかった。会って、一緒にいて楽しかったのは自分だけだったのかと聞きたかった。

　聞いてもどうしようもないのかもしれなくても、啓太は聞きたかった。

　昼には何度かアルノルトの屋敷を訪ねた。

　門の外から植え込み越しに見える屋敷はやはりぴたりと鎧よろい戸どが閉まり、無人のように見えた。行くたび、門に手を掛けた。開ける勇気がなかったのは、もし訪問したことがばれたら、本当に記憶を消されてしまうかもしれないと思ったからだ。

　怒られるだけならいい。しかし、「そんなに思い切りが悪いなら、いっそ記憶を消してしまおう」、そんなふうに言われてしまったら？　高田は啓太の記憶を消したがっていた。アルノルトまで、「じゃあやはり……」と言い出してしまったら？　会えないのもつらいが、記憶を消されるのはもっと嫌だった。

　そんな中、一通のメールがＰＣの受信箱に入っていた。何度か訪れて話を聞いたり面接を受けたりした会社からのもので、開けてみて驚いた。採用の内定通知だった。

「ここ……」

　その会社はアルノルトに面接指南を受けるようになってから足を運んだ会社だった。背を伸ばして、胸を張って、言葉は明めい瞭りように、語尾までしっかり言い切ること。アルノルトに教えられたことに気をつけて、面接を受けた会社だった。

　アルノルトに報告したいと思った。報告して、お礼を言いたい。

　それが理由ではダメだろうか。

　会いに行ってはいけないだろうか。

　就職が決まった報告とお礼。それだけだからと言えば、記憶を消しておかなければ、とまでは思われずにすむのではないだろうか。――行こう。啓太は決めた。アルノルトに会いに行こう。

　心を決めた啓太は、陽が暮れるのを待ってアルノルトの屋敷を訪ねた。闇に沈むレンガ造りの屋敷。その敷地に、啓太は意を決して足を踏み入れた。

　ドアの前で深呼吸する。来るまでに何度も頭の中でシミュレーションしてあった。まず、ノックする。返事がなかったら、声をかけながらドアを開ける。もし万一、鍵がかかっていたら、中庭に回ってテラス越しに声をかける。アルノルトが出てきたら、まず第一声は「ありがとうございました！」だ。そしたらいきなり記憶を消される、なんてことにはならないだろうから。

　シミュレーション完了。目を開く。

　さあ、ノックだ！

　と、こぶしを持ち上げたとたん、目の前の樫かしの扉が音もなく開いた。――もうずいぶん慣れたけれど、やはりドキリとする。

　ぽう、と玄関ホールに明かりが灯る。

「どしたのー、入っておいでよー」

　中から高田の声がした。啓太は首だけ突き出した。

「あの……こんばんは。アルノルト様は……」

　今夜も、まるで今からどこかのクラブにでも遊びに行くのかと思うような洒しや落れたスーツ姿の高田が扉までやってくる。

「ざーんねん。アルノルト、さっき出掛けちゃったところ。せっかくケイタ君がようやく勇気を出して門の中まで入ってきたのにね」

「え……」

「気づいてないと思った？　こんだけ接触持った人間がうろうろしてたら、いくら昼間でも気がつくさ」

　高田は「お見通し」とでも言いたげににやにやしている。

「だからさっさと記憶を消しとけばいいのにね。つらいんでしょ？　アルノルトに会えなくて」

　本当は毎晩泣いていたが、啓太は胸を張った。

「つ、つらくなんかないです！　ひ、昼間ここを通るのは……駅に行くのにたまにはこっちの道がいいかなって……だからだし。こ、今夜も……ようやく就職のめどがついたから、その報告に来ただけで……アルノルト様には面接の指導とかしてもらって、だから……」

「ふーん。じゃあアルノルトに伝えとけばいいね？　ケイタが就職決まって報告に来てお礼を言ってたって」

「…………」

「ほかになにかあるの？」

　改めて思う。――この人、嫌いだ。

「ありません」

「そう。じゃあ俺ももう出るから」

「わかりました。お邪魔しました」

　頭を下げた啓太の鼻先で扉が閉まる。今夜は……ようやくアルノルトに会えると思ったのに……。全身から力が抜けるような気がした。

「は……」

　どれだけアルノルトに会いたいと思っていたのか、自分の気持ちの深さに気がつかされた思いだった。

　とたんに重くなった心と躯を引きずるように、啓太はツタの絡まる門を出た。

『アルノルト様……』

　そこに行こうと思いついたのは、せめて、アルノルトとの思い出がある場所に行きたかったからだった。まっすぐ、誰もいない家には帰りたくなかった。

　通りまで出てタクシーを拾った。かつてアルノルトがバイクで連れて行ってくれた峠の展望台に行ってみるつもりだった。あのあと地図を調べて、そこが住吉町からも見える山の中腹だったのを確認してある。帰りは歩いて帰るつもりだった。もう遅刻して困る最終面接の予定もない。

「こんなとこでいいの？」

　人気のない山の駐車場で停めてもらうと、タクシーの運転手は心配そうに聞いてくれた。

「ここ、夜中になると走り屋が多いよ。大丈夫？」

　走り屋の中にアルノルトもいればいいのに。そう思いながら、

「ありがとうございます、大丈夫です」

　笑顔を作ってタクシーを降りた。

　アルノルトと来た時より、夜気が少し暖かいような気がした。あの夜から確実に季節は進み、そして啓太自身の気持ちも大きく変化した。

　展望台へと足を向ける。

　前はふたりで並んで見たきらびやかな夜景。今夜は隣に誰もいない。

「アルノルト様」

　小さく呼んで、手すりに置いた腕に顔を埋める。

　あの夜のアルノルトはライダースーツ姿でカッコよかった。あんな姿を見せて、あんな過去を語って聞かせて、それで啓太がアルノルトに惹かれるのは魔力の影響を受けているせいだなんてどうして言えるのか。そんなわけはないのに。

　どれほどそうして、切なく胸を痛めながら夜景を眺めていたか。遠くからバイクのエンジン音が聞こえてきた。一瞬だけアルノルトかと思ったが、すぐに複数の音が入り混じった爆音であることに気づく。音はどんどん近づいてくる。

　タクシーの運転手の忠告を思い出した。……このまま行き過ぎてくれればいいが。

　願いむなしく、突然エンジン音が近くなった。振り返るとちょうど駐車場にヘッドライトの明かりが射し込むところだった。しんと静かだった山中の駐車場はバイクのエンジン音と叫び声、乱舞するきついライトの明かりでたちまち喧けん騒そうに満ちた。

　啓太は見つからないように、そっと展望台の端に移動した。

　バイクは十数台もあっただろうか。思い思いの場所にバイクを停めて、あまり風体のよろしくない若者たちが騒ぎ始めた。中には女の子もいるようで、時折、甲かん高だかい笑い声が上がる。

　陰からそっとうかがうと、「ビール、ビールまわせ！」などという声が聞こえ、地面に座り込んでいる者も多かった。どうやらここで酒盛りでも始めるつもりらしい。

『まずいかも』

「やっだー！　やだってえ！」

　女の子の、ちょっと本気で嫌がってるような声が、啓太が隠れている展望台の端まで届いた。男たちはげらげらと笑っている。

『これは本格的にまずいかも』

　彼らがなにをしようとしているのか考えると、見つかりたくなかった。どこかからこっそり下山できないかと、啓太は展望台の下をのぞき込んでみた。が、急な勾こう配ばいの上に突き出すように建てられている展望台からは手すりを越えてもまともな足場はなさそうだった。

　とにかく彼らが酒盛りと、あとなにか、よからぬ楽しみにふけっているあいだ、見つからずにいるしかない。啓太がそう決めて、展望台の端で腰を下ろそうとした時だ。

「ちょーヤバいー！　キレーじゃん！」

「なになに、ここでしたい？」

「やっだもう！　そればっか！」

「はあ？　景色見えるし、いいじゃあん」

　乱れた足音とそんな会話が近づいてきた。

「……あん？」

　男のほうがすぐに啓太を見つけた。視線が値踏みするように啓太の全身を舐なめる。

「……んだ、おまえ」

　ドスをきかせて、男が歩み寄ってくる。

「あ……ぼ、ぼくは、夜景を見に……」

「はああ？　笑うわー夜景とか。なあ、ボッチじゃつまんねーだろ。俺らの遊びに入れてやるよ。女、足りてねーから」

　ぞわっと全身の鳥肌が立った。女が足りてないという意味がわからない。

「ぼ、ぼくは男ですよ…っ」

　腕を引っ張られたが、啓太は必死に両足を突っ張った。

「心配ねーよ。両方イケるヤツ、俺らんとこ多いから」

　いやいやいや。それは心配しなくていいようなことじゃないから！

　ずるずると男に引きずられる。一緒にいた女の子がなにか助け船を出してくれないかとすがるようにそちらを見たが、

「やだ、もう、マジぃ？」

　などと言ってるだけで、助けてくれそうな様子はまったくない。

「放してください！　やめてくださいってば！」

　啓太なりの必死の抵抗を続ける。けれど、すぐに駐車場の中央へと連れて来られてしまった。

「なんだ、それえ」

「隠れてやがんの。おおい、穴ひとつ増えたぞお！」

　乱暴に、男たちが固まっている中央へと突き飛ばされた。啓太が転んだすぐ横に、半裸に剥むかれて男に伸のし掛かられている女の子がいた。白い脚が宙で揺れ、その瞳が虚うつろに啓太を見る。

　ぞっとした。自分がどんな目に遭わされようとしているか、嫌でも悟らされる。

「へえ、けっこう可愛いじゃん。俺、これなら勃つかも」

　長い腕が伸びて来て、シャツの襟元をつかまれた。反射的に躯を丸める。

「や、やめてくださいっ！　こ、こんなことして、警察に……」

「警察？　言う気？　なら言う気が起きないようにしねーと」

　また下げ卑びた笑い声。誰かが携帯を取り出した。

「いいのかな？　警察に言ったら、これ、ネットに流れちゃうよ？」

「しっかり撮っとけよ」

　腕が一度に二本三本と伸びてきた。啓太のズボンを狙う手まであって、どこをどうかばえばいいのかわからない。

「や、やだっ！　やめてくださいっ！」

　暴力で、凌りよう辱じよくされる。その恐怖が身に迫って感じられ、啓太はパニックになりかけた。

「や、やだ……いやだあああっ！」

　声を限りに叫んだ、その瞬間。

　突然、青白い稲光とともに、鼓膜を震わせるほどの雷の音が轟とどろいた。耳がぼうっとするほどの雷鳴。

「うおう！」

「なんだ今の、びっくり……」

　周囲の暴走族たちさえ、腰を浮かせた。直後、強風が立っている者を転ばせるほどの勢いで吹きつけた。バイクが数台、音立てて倒れる。啓太も地面にしがみつくようにして耐えた。

　――まるで、誰かの怒りがぶつけられてでもいるような……。

「な、なん……なん……」

「ちょ、これやべぇ……」

　暴走族たちが浮き足だつ。……それも文字どおり。

「え、え、え……」

　自分の見ているものが信じられなかった。男たちがふわふわと宙に浮いていた。

「うわ、うわ……！」

「お、下ろせ、おろ……」

　一メートルほども足が地面から離れてしまい、男たちは無様にジタバタと足あ掻がく。と、男たちを吊り下げていた見えない糸が突然、切れた。

　地面に叩たたきつけられて、ついさっきまでしたい放題、言いたい放題だった男たちの顔色が変わった。

　まずい、逃げよう、口々にそう言いながら、男たちはバイクに向かって走る。男に伸し掛かられていた女の子も、服を押さえながら男たちと逃げていく。

　蜘く蛛もの子を散らすようなというが、まさにそのとおりだった。

　啓太はたちまちのうちに無人になった駐車場で呆ぼう然ぜんとその場にへたり込んだ。最後のテールライトが駐車場を出て行ったところでようやくはっとする。

『今のは……今のは……』

　あわてて周囲を見回した。

「大丈夫だったか」

　白い手が顔の脇に差し出された。

　いつの間に……いや、そんなことはどうでもよかった。振り向けば背後に、アルノルトが立っていた。会いたくて会いたくて、たまらなかった人が。

「アル、アルノルト様…ッ」

　啓太にかがみ込んでいるアルノルトの表情は、なんとも言えず複雑そうだった。困ったような……そう、ひたすら、困ったような。

「……馬鹿め。こんなところにひとりで来るからだ」

「アルノルト様……！」

　懐かしい声。懐かしい顔。涙があふれてくる。

　啓太はアルノルトの腰に抱きついた。頭上でアルノルトが息を飲むのが感じられたが、止まらない。

「もう……もう、置いてかないでくださ…ッ……置いてかないでくださいっ……！」

　しゃくり上げながら、啓太は何度もアルノルトに訴えていた。

　

　

　この手を放したらアルノルトはまたコウモリに姿を変えて飛んでいってしまうのではないか――その不安から、啓太はずっとアルノルトの手を握ったまま、放せなかった。

　ふもとまで下り、そこからタクシーを拾って啓太のアパートへと戻るあいだ、ずっと。

　無言で部屋まで帰り着いて、アルノルトは啓太の手から手を引き抜こうとした。

「着いたぞ。手を放せ」

「いやです」

　啓太は頑固に首を横に振った。アルノルトの手を握った手はゆるめない。この前、あっさり置いていかれた、そのことが啓太を必死にさせていた。

　ふう、とアルノルトが溜息をつく。

「……ちゃんと助けに行っただろう。おまえのことは見守っていてやると」

「み、見守られるだけじゃ……いやです」

　大胆なセリフ。声が震えてしまう。けれど啓太は恥ずかしさも、拒否されるかもしれない怖さも、すべてをこらえて顔を上げた。

「ぼ、ぼくは……アルノルト様のことが好きです……！　ぼくを、ぼくを飼ってください！」

　瞬間、アルノルトは痛みをこらえるように目を閉じた。――嫌なんだろうか。心の中を冷たいものが通る。アルノルトは自分といても全然楽しくなんかなくて、自分の血なんか吸いたくもなくて、自分がこんなふうにすがるのは迷惑でしかないんだろうか。

「……おまえは……どれだけ……」

　呻うめくような声だった。

　啓太に手を握らせたまま、アルノルトは床にどかりと座り込んだ。片手で額を押さえる。

「アルノルト様……」

　また泣きそうになりながら、啓太はアルノルトの顔をのぞき込んだ。

「ぼく、ぼく、就職決まりました。アルノルト様の指導のおかげです。アルノルト様には本当に感謝してます。でも……それだけじゃない。ぼくはアルノルト様が好きです。アルノルト様のことが好きだから……だから、一緒にいたいです。……アルノルト様には……迷惑かもしれないですけど……もし、あの、楽しくなくても……せめて、下僕としてでも……」

　おそばに置いていただけないですか、と続けようとした声は、アルノルトに抱き寄せられて途切れた。

「アル……！」

「馬鹿め……迷惑なわけがないだろう」

　耳のすぐそばで怒ったような声が言う。

「楽しくないわけがない！　わからんか！」

「ほ、本当ですか？」

　一言確かめずにいられなくて問い返したら、乱暴に肩をつかまれた。

　怒ったような、苛いら立だちをこらえているような、そんな顔が間近にあった。

「……おまえは、どれだけ俺を揺さぶっているか、知らんのか。おまえといると、夢を見そうになる。もうずっとあきらめていた夢だ。誰かが俺を愛し、俺もその相手を愛する。ずっと一緒にいたいと願い、一緒にいようと誓い合う、そんな夢だ。かなうことなどないと……もう二度と、そんな夢など見るまいと……決めていた夢を……おまえといると……！」

「見て……見てください、その夢……！　ぼく、ぼくはアルノルト様とずっと一緒にいたいです！　ぼく、ぼく、誓えます！　ずっと一緒にいるって、ぼくは……」

　再び強い力で抱き締められた。その腕は細かく震えていた。

「……おまえは……馬鹿だ。なにも知らん。……俺がおまえになにをしたいのか……自分がどうなるのか、おまえは、なにも……」

　その言葉を聞いた啓太の背中に、かすかに冷たいものが走った。もしかしたらそれは、人間としての本能的な恐怖だったかもしれない。しかし、その怯おびえをはるかに凌りよう駕がするほど強いものが啓太の胸からはあふれてきた。

「じゃあ……じゃあ、教えてください……ぼくが、どうなるのか。アルノルト様の……したいことを、ぼくはされたい」

　言い切った。自分の言葉に後悔などなかった。

「――ケイタ」

　少しだけ抱擁をゆるめたアルノルトが指で啓太のあごをすくう。

「おまえが好きだ。可愛い。……どうしようもないほどに」

「ぼくも、アルノルト様が好きです」

　くっとアルノルトの顔が歪んだ。

「だから……おまえは俺を揺らしすぎる」

　ケイタ、ともう一度名前を呼ばれた。はい、と啓太が律儀に答えると、アルノルトの顔が近づいてきた。

　啓太はこの期に及んで、アルノルトの意図がわからなかった。軽く目を伏せたアルノルトの睫まつ毛げが長い――そんなことをぼーっと思っていると、唇にアルノルトの唇が触れた。

　驚いた。ファーストキスだ。

　あまり驚いたせいで、躯までびくりと震えてしまった。

　アルノルトの唇はすぐに離れた。

「あ、あ！　ち、ちがうんです！　びっくりしただけで……あの！」

　顔が熱い。キスしたんだと思ったらますます熱くなる。でも、嫌がったんだと思われたくなくて、啓太はしどろもどろに訴えた。

「ホントに……イヤじゃなくて、その、すごくうれし……」

「……最後のチャンスだ」

　アルノルトは笑っていた。とても優しく。啓太を見る瞳も優しく、そしてどこか少しだけ切なげだった。

「少しでもイヤなら、そう言え。今ならまだ、俺はやめてやれるぞ？」

　どこまでも……どこまでも優しい――啓太は首を振った。

「イヤじゃ、ないです。ファーストキスだったから……びっくりした、だけです……」

　なぜこんな恥ずかしいことを自己申告しているのか。アルノルトの腕の中で躯を縮めると、今度は頬に当てられた手に仰向かされた。

「そうか。じゃあ二度目のキスだな」

　こんな声音も出せるんだと思うほど、それは深くて甘い声だった。声だけで、腰のあたりに不思議な痺しびれが走るような。

「あ……」

　なんの声だったのか、自分でもわからない。

　啓太の唇はその声ごと、アルノルトにふわりと吸われていた。

　

　

　唇で唇を食はむような、そんなキスが数回続いた。

　柔らかい感触にうっとりしていると、今度は長く吸われる。ぬるりと舌が入れられてきた。

　啓太はびくりと震える。けれど今度はアルノルトは啓太を放そうとはしなかった。逆に背中に回った腕に力がこもり、舌がより奥へと入れられる。

「……ん……」

　啓太は受け入れるだけでいっぱいだった。口の中をアルノルトの舌が好きに蠢うごめきまわる。啓太の舌を舐め、絡み、少しくすぐったいような感じがする上うわ顎あごは、舌先でこまかく探るようにつついていく。

　頭がどんどんぼおっとしてくる。

　最後に唇をぞろりと舐められた時には、啓太は「はふ……」と甘い息を吐き、とろんとした眼差しでアルノルトを見ているしかなかった。

「アルノルト様……」

「好きだ」

　低い声で告げられて、唇が再び塞ふさがれる。濃くて、長いキス。

　顔が、熱い。全身が、熱い。四肢に力が入らない。そのくせ、躯の奥にはジンジンするような甘い疼うずきが生まれていて、なにかにせかされてでもいるかのように落ち着かなかった。もっと。なにが、とはわからないのに胸がざわめく。もっと、もっと、もっと……昂らせてほしい。

「もっと……」

　口からささやきが漏れて、自分で驚く。なんてことを口走っているのか！

　けれどアルノルトに驚いた様子はなかった。わかっているとでも言いたげにうなずく。そのまま、肩と膝裏に腕を回されて抱き上げられた。隣の部屋へと運ばれて、ベッドの上に下ろされる。

　そのあいだだけ、躯が離れるのさえ寂しくて、啓太は両手を持ち上げた。

「アルノルト様……」

　来て、と口にするのはなんとかこらえた。――なに、これは、なに。確かに大好きな相手とこんなふうに抱き合えてうれしいのは本当で、キスなんて初めてでぼうっとなるのも当たり前だ。でも。

「ケイタ」

　アルノルトがおおいかぶさってくる。その重みがうれしくて涙が出そうになった。

　上と下でのディープキス。アルノルトの手は啓太の首筋をまさぐったり、服の上から躯の上をすべったりする。ああ、と声が漏れた。

「アルノルト様、ぼく……」

　キスの合間に、なんとか言葉を紡ぐ。

「ぼく、おかしいです……なんか、なんか、止まらない……ドキドキして、熱くて……」

　白い大きな手に両頬を挟まれた。間近で啓太を見るアルノルトの目も、いつものおだやかで深い光とはちがう、なにか狂おしいものを秘めているように感じられた。

「そうだ。それが……俺に愛されるということだ。吸血鬼と愛し合うということだ」

　愛される、愛し合う、その言葉だけで鼓動が速くなる。涙が目め尻じりからすべった。しかし、続く言葉に啓太の陶酔は一瞬で冷めた。

「魔力に酔わされると言っただろう。吸血鬼の精に触れた人間は……理性を失くし、快感に溺おぼれてしまう」

「ち、ちがいます！」

　ちがわないのかもしれない、自分がおかしいのはアルノルトの精に触れているからかもしれない。けれど啓太は訴えずにはいられなかった。

「ぼくが、ぼくがアルノルト様を好きなのは……アルノルト様が優しいからです！　一緒にいて、楽しいからです！　魔力とかそんなんじゃないです！」

　アルノルトの瞳が優しくなった。微ほほ笑えみが浮かぶ。

「――知っている。俺はひとつ、嘘うそを言った。魔力に酔わされて恋するように錯覚するのではない」

　目が丸くなる。

「吸血鬼は恋した人間の血を吸いたいと願う。その人間の血を自分の身に取り込みたくて仕方なくなる。そして人間も……おまえがそう願ってくれたように……絆として、吸血鬼に血を吸われてもいいと思ってくれるようになる」

「アルノルト様も……？　ぼくの血を……？」

「ああ、吸いたい。おまえのそばで平気な顔をしていられたのは年の功だな」

　つい噴き出した。髪を額から上へとかき上げられる。その指の動きにさえ、ぞくりと甘い痺れが背を走った。

「……吸血鬼に恋してくれた人間の血は……甘くなる。望んで差し出してくれる血は、甘い。その血をもっと甘く……濃くするには……性の快楽に悶もだえさせればいい。それを知っている吸血鬼の躯からは、ひとりでに人を酔わせる精が放たれる。……今、俺が、おまえに対してしてしまっているように」

　優しく、軽いキス。

「魔力で、人に恋をさせることはできない。……望んで、望まれて……躯を重ねるその時にだけ……」

　胸の奥からうれしくなって、啓太は口元がゆるむのを止められなかった。

「じゃあ……じゃあ、ぼくがアルノルト様を好きになったのは魔力のせいなんかじゃないですね？　でも今、ぼくがおかしいのは、それはアルノルト様のせいなんですね？　もっともっとって思っちゃうのは……」

　アルノルトも笑い声を立てた。

「そうだ。おまえがもっといやらしいことがしたくなるのは俺のせいだ」

「それなら」

　啓太は腕を上げた。アルノルトの首に回す。自分の大胆さに驚くが、これも魔力のせいということにしておけばいい。

「それなら、いいです。でも、ひとつだけ……ぼくはアルノルト様とこうしていられて……本当にうれしいです。これは魔力のせいなんかじゃないと思います」

「……だからおまえは……どれだけ俺を揺らせば……」

　言葉が終わるまで互いに待っていられなかった。ふたりはきつく抱き合っていた。







　

　

　裸になって重なる。

　冷たい肌。しかしアルノルトの白磁のような肌はすぐに啓けい太たの体温を吸い、束の間、人肌の温かさとなった。

　アルノルトの唇に唇、頬ほお、鼻先、耳たぶ、首筋、喉のど元へとキスを落とされる。手に胸、腹、脇、下腹部、腿ももを撫なでまわされる。

「ふ、あ……」

　とても気持ちよさげな、満足げな吐息が漏れてしまって、啓太は赤面する。仕方がなかった。柔らかな接触と愛あい撫ぶ、躯からだの上のアルノルトの重み。うれしくないわけがないし、気持ちよくないわけがなかった。

　しかし……すぐに、啓太は新たな感覚にとまどうことになった。それがアルノルトが発しているもののせいなのか、それとも優しい愛撫に啓太の躯の奥のなにかが呼びさまされるせいなのかわからなかったが、うっとりするような気持ちよさの下から、やるせなさのようなものが込み上げてくるのだ。

　アルノルトの唇が鎖骨のあたりにキスを落とす。ぞくぞくしながら、啓太は願ってしまう――もう少し、もう少し、下へ。アルノルトの指が腰骨をなぞり、くぼみを探れば、やはり望んでしまう――もう少し、もう少し、内側へ、と。

　いやらしいところをさわってほしい。

　さすがにそう口にすることはできない。

「アルノルト様……あ……」

　どう伝えればいいのか。わからなくて、啓太の躯はもどかしさに蠢うごめく。胸を、股こ間かんを、弄いじってほしくて、肩がうねって、腰が持ち上がる。

「ケイタ」

　笑いを含んだような声。

「どうしてほしい？　言ってごらん」

　そんな。啓太は薄暗闇の中、アルノルトを見つめる。

「……ぼくは……アルノルト様は優しい人だと思ってました」

　恨みがましい口調になってしまう。アルノルトはわざとらしく目を丸くした。

「今も精一杯、優しくしているぞ？」

　嘘うそだ、嘘。涙目でにらむと、キスをされた。

「本当だ。……俺だけが先走らないように」

　それって……。その言葉の意味を啓太が理解するより早く、乳首をカリッと引っ掻かかれた。

「ア！」

　とたんに躯の中の色が変わる。桃の花のような淡いピンクから、濃く質感のあるピンクへと。

　立て続けに胸を弄られた。

　指先でくにくにと揉もみ込まれて、手で口を押さえたのに変な声が漏れる。尖とがりの周囲をやわやわと舐なめられ、先端に小さく歯を立てられた。

「や……ん、ふ……アッ……」

　弄られれば弄られるだけ、小さな肉の芽は敏感になった。痛いほどに硬くしこって、微細な刺激にさえあまやかな電流を全身に走らせる。

「は……ん、ん……」

　腰の奥にどんどん熱が溜たまる。アルノルトにまだ触れられてもいないペニスが物欲しげに頭をもたげて、啓太はあせる。どうしよう……恥ずかしい……。なんとか腰の位置をずらそうと試みた。けれど躯を重ねた姿勢で、下腹部の変化に気づかれないわけがなかった。

「ここも……」

　アルノルトの右手が腹の上をすべる。

「さわってほしいのか？」

　ああもう。啓太は両手で顔を覆おおう。

「……はい……」

　蚊の鳴くような声で答えた。すぐに長い指が硬くなりだした性器に絡んだ。強弱つけて揉み込むように握られ、こすられる。

「んッ、んん、んー……ッ！」

　躯の中の色がまた変わる。どろりと重い濃いピンクと鮮やかな赤が腰を中心に全身を犯していく。

「いいぞ？　声をこらえることはない」

　口を塞ふさいでいた手をはずされ、舌で唇を舐められた。それはキスというより、喘あえぐ啓太の口の中をアルノルトが好きに舐め回す、舌での愛撫のようだった。

「あん、はあ、アッ、うぅん、ん……」

　熱い熱い熱い。アルノルトの手は確実に啓太を昂たかぶらせ、今まで自分の手によるやわな刺激しか知らなかった啓太は、大好きな人に与えられるいやらしくてためらいのない愛撫に身も世もあらず、悶もだえるしかなかった。

　ぺろ……そのさなか、しこっていた乳首を舐められた。

「アアッ……！」

　頭の中に銀色の光が散る。同時に啓太は背を反らせて、アルノルトの手の中になんの予告もないまま、白濁を撒まいていた。

「あ……ご、ごめん、なさ……」

「なにをあやまる」

　躯を起こしたアルノルトが横目で啓太を見る。啓太の精で白く濡ぬれた手を、赤い舌が舐めとる。

「や……！」

　悲鳴のような声を上げて、啓太はアルノルトの手に飛びついた。

「や、やめてくださいっ！　汚いですっ！」

「おまえの快の証だ。汚くなどない」

　あやすように啓太の肩を抱いて、アルノルトは額にキスを落とす。――ダメだ。経験値がちがいすぎる。与えられる愛撫だけでいっぱいいっぱいの啓太は上目遣いにアルノルトを睨んだ。

　自分がもう涙目で、おそらくは上気してぐずぐずの顔をしているにちがいないのに、アルノルトは涼しい顔のままなのがくやしい。

　目が合った。

『……あ』

　啓太は気づく。アルノルトの目の光がいつもと全然ちがうことに。狂おしくて、熱っぽくて、落ち着いてなんかいなくて……そして、とても真剣な瞳。

「ケイタ。愛している」

「ぼくも……です」

　唇が重なる。舌を絡める深いキス。また新しい痺しびれが生まれて背筋を走る。

　そのままゆっくりと再び押し倒された。アルノルトの手が啓太の股間へと再び流れる。今度はさらに奥へと。

　ソコに指が押し当てられた時、今までの震えとは質のちがう震えが躯の中心を走った。それは怯おびえのようだった。アルノルトが初めて見せる瞳の色は、彼が望んでいるものを必ず手に入れる、あるいは、望むことを必ずやりとげるつもりなのだと、啓太に悟らせていたから。

「……大丈夫だ」

　なにも言っていないのに。一瞬だけ硬くなった啓太の躯にアルノルトが優しい笑みをみせる。

「おまえを傷つけるようなことはしない」

「はい」

　うなずいた。大丈夫だとアルノルトが言うのなら、啓太はそれを信じるだけだった。

　指が一本、啓太の中へと埋められる。――きつい。……気持ちが悪い。

　しかし、躯が異物に抵抗を覚えたのは最初だけだった。

「……あ……な、に……これ、や……」

　じんじんと、不思議な甘さと痺れが指を呑のまされたソコから広がる。慣れないはずの異物感がまたたく間に、快感の疼うずきへと変わる。

　これが、吸血鬼の精に酔わされるということなのか。啓太は指で己を犯すアルノルトの広い肩に両手でしがみつき、躯の中に広がる麻薬のような快感に奥歯を噛かみ締めた。

　長い指が啓太の内をゆっくりと穿うがつ。引く。抉えぐる。引く。

「……あ、アンッ、……あ、ん、ん、ん、ぃやッ……やあ、あ、あ、アッ……」

　いやらしい声を放ち、与えられる快感に腰が揺らぎだしたのはすぐだった。

「ケイタ……ケイタ……」

　呼ぶ声が蠱こ惑わく的に耳に響く。

　――アルノルト様、アルノルト様……！

「あああ……！」

　指が、増やされた。

　より広く、己を拡げるものの侵入に、啓太は喉を反らせて嬌きよう声せいを上げた。ぐちゅぐちゅと、いやらしい音が聞こえる。

「も、っと……」

　自分の口から漏れる声に驚く。これ以上ないほどにアルノルトの肩に強くしがみつき、必死に与えられる快感に耐えているだけなのに。なのに、啓太の躯の奥には、啓太自身にさえコントロールできない、熱くうねる炎が生まれていた。

　もっと。もっと、深く、絶対的に、征服してほしい――指なんかより、もっと大きく圧倒的なもので……。

「ど、どうしよ……どうし……」

　欲しい、欲しい、欲しい。もっと深くに、もっと強烈に。言葉にできない切実な欲求に啓太はアルノルトの指を咥くわえさせられたソコを震わせて身をのたうたせた。

「ケイタ。つかまっていろ」

　アルノルトの首に手をまわさせられる。アルノルトの力強い腕が啓太の膝裏を支え、大きく深く、脚を広げて固定する。

　潤んだ視界の中に、猛たけ々だけしく天を向くアルノルトのものがあった。すぐにそれは啓太の視界からはずれ、代わりにさっきまで指を沈められていた後孔に、丸く硬いものが押し付けられてきた。

「力を抜け。深く息をしろ」

　言われたままに深呼吸したそのタイミングで、大きなものが躯の中へと押し入ってきた。

「……うッ、うあ……ア、アアッ！」

　眼裏に白い光が散った。確かな大きさと密度のものに刺し貫かれる。――深く広く。指などくらべものにならなかった。躯の中心をアルノルトに拓ひらかれる。

　痛みもあった。息が詰まるような苦しさも。

　しかし。

　それを凌りよう駕がするなにかが啓太の肌を震わせた。痛くて、苦しくて、でも、気が狂いそうに気持ちのいいなにかが啓太の身内をじりじりと満たし始めていた。熱くて、うねっていて、あまくて、濃くて、気持ちのいいなにか。――そうだ、ぼくはこれが欲しかったんだ……。ぼくを有無を言わせず征服するもの――満たされていく快感に啓太は確信する。

「ああああ、あ、あ―――」

　よがり声が止まらない。

　恥ずかしいと思う気持ちさえ、快感に蕩とろける。アルノルトの腰が律動を刻み始めると、もうなにもわからなくなった。

　躯の中に何度も何度も閃せん光こうが走り、啓太は心まで焼き尽くされそうなほどの快感に巻き込まれて悶え続けた。

「アルノルト様……ッ、好き、好き……！」

　もうこれ以上無理だと思うような、きつい快感。けれど啓太を責める男は追撃の手をゆるめてはくれなかった。追い上げられる、さらなる高みへと、さらなる深みへと。

　浅く深く、己を貫く肉棒に啓太は狂わされる。

「も、もう…！　ダメッ……無理、ア、もう……っ！」

　躯の芯を激しい震えが走った。もう声も出ない官能の極み。自分のすべてを真っ白に染め変える嵐が吹き通るのを、啓太は躯を硬直させて耐えた。

　自分もアルノルトも触れていないペニスから、二度目の快が噴き上がる。

「……っ……っ……」

　腰が細かく痙けい攣れんする。自分の内部がこれ以上ないほどきつく、アルノルトを咥えて締まるのを啓太は白くなった頭の片隅で感じていた。

「う……」

　小さくアルノルトも呻うめく。その上体が啓太の上へと覆いかぶさってきて、きつく抱き締められた。

　顔が首筋に埋められる。

　――来る。

　意識を半ば手放しかけていたが、それは直感だった。

　二本の牙が首筋に当たる。全然怖くなかった。むしろ待ち望んでいたような気がした。

「――あ」

　一声だけ、声が上がった。鋭利なものが肌を破る感覚。けれど不思議に痛みはない。

「あなたが、好きです……」

　想いのままに、つぶやいた。

　血が、食いつかれた牙のほうへと流れるのがわかる。吸われている、アルノルトに。

　己の血がアルノルトのものとなる。それがうれしかった。胸が痛くなるほどに。

　口から吐息が漏れる。

　それは願いかなった、啓太の満足の証だった。

　

　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊

　

　いつもと同じように目覚めた。

　枕元に置いてある携帯電話のアラームを止め、時間を確認する。六時半。いつもと同じ。

　起きようとして躯が異様に重いのに気づく。手足が重い……それでも無理に起きようとすると眩暈めまいが起こった。

『どうしたんだろう』

　ベッドからそろりと脚を下ろして、しばらく様子を見る。眩暈はすぐに治まったが、とにかくだるかった。

『風邪でも引いたんだろうか』

　ふと違和感を覚えて振り返った。重い手で上掛けをはぐる。

　いつも通りのベッドがそこにあった。――いや、いつもシーツはこんなにピンと張って綺き麗れいだっただろうか。けれど、あまり寝乱れた跡がないことをのぞけば、それはいつもの見慣れたベッドだった。

　しかし胸騒ぎにも似た違和感は続いている。

　啓太はかがみ込んでベッドの下をのぞき込んだ。少しホコリが溜まっているだけ。なにもない。

「……なにやってんだろ、ぼく」

　なんとか動けそうだったので、そろそろと立ち上がった。腰の奥が妙に疼いた。少し、痛い。

「……おなかでも壊してたっけ……」

　とりあえずトイレに行って、顔を洗うことにした。そうしたら気分も少しはすっきりするだろう。

　洗面所で顔を洗い、自分の顔をしげしげと鏡の中でチェックした。……顔色が悪い、というより、むしろ白かった。血の気がない。やっぱり風邪だろうか。

　そう思ったところで、啓太は自分のもうひとつの異変に気づいた。

　首筋に傷があった。小さな丸い穴がふたつ。

「いつの間に……」

　傷は小さいものの、かなり深そうだった。血は止まっていたが、赤黒い穴がしっかり開いている。

「なんか吸血鬼にでも襲われたみたい……」

　つぶやいて、なにを言ってるんだと自分にツッコむ。子供じゃあるまいし、二十歳も越えてなにを言っているんだか。吸血鬼なんて……。

　ぱたっと水滴の音がして驚いた。

　ぱたぱたと、涙が洗面台に落ちていく。

「え、え、え、なんで泣いて……」

　突然だった。それまでしごく平静でいたのに、突然、ひどく大きな悲しみが胸いっぱいに膨れ上がって、啓太はしゃがみ込んだ。

　わからない。だけど、とにかく悲しかった。両親が死んだ時と同じくらい。置いていかれた、また。そんな気がしてならなかった。

　わあああああ。

　なぜだかわからない。だけど、悲しくて、とにかく、悲しくて、啓太は大声を上げて泣き続けた。

　

　

　いつもと変わらない毎日。

　しかし、あの朝以来、啓太はなんだかおかしかった。

　昼間はいい。学校に行っているあいだ、バイトをしているあいだもいい。夜、ひとりで家にいるあいだがいけなかった。誰もいないのに、部屋の中でふと振り返ってしまう。そして誰もいないのが当たり前なのに、そのことを不思議に感じ、寂しくなってしまう。

　やはりひとり暮らしの友人に話したら、

「そりゃそうさー」

　しんみりとうなずかれた。

「俺もさー、なんでひとりかなって考えちゃうよ。今までもひとり、これからもひとりなのかって思うとさー、むなしくなるっていうかさあ。やっぱ欲しいよなあ、彼女」

「……ぼくは彼女が欲しいわけじゃないと思うんだけど」

「でも寂しいんだろ？　それってやっぱ、草くさ間まも彼女が欲しい歳になったってことだと思うけどなあ」

　そうだろうか。

　確かにひとりでいることへの寂しさはあった。両親が亡くなって五年、家族の団だん欒らんに憧あこがれないと言ったら嘘になる。しかし、振り返ったところに誰もいない時に感じる違和感と寂しさは、少しだけそれとはちがうような気がした。

　そこにあるはずのものがないという違和感。

　置いていかれたんだという寂しさ。

　いったい、そこになにがあるのが当然だというのか。なにに、誰に置いていかれたというのか。

　啓太は考える。以前あって、今はないものについて。啓太を置いていってしまったものについて。

「……なにも変わってないよなあ」

　今のアパートに越してきたのは四年前。大学に入る年だ。叔母と一緒に荷造りをして、啓太はこの部屋に来た。以来、ずっとひとり暮らしだ。ペット禁止のアパートだから動物を飼ったこともないし、ぬいぐるみを家族代わりに置いたこともない。

　なにも変わっていないと思う。けれど、寂しい。胸を噛む寂しさは悲しみにさえ近くて、涙がこぼれてくる。

　――置いていかれた。

　なにに？　誰に？　わからない。両親を五年前に失って以来、特に思い入れ深いものを持たずに過ごしてきたはずなのに。

　あれこれ考えて、もしかしたらこれはフラッシュバックかもしれないと思いついた。両親が突然亡くなった時の喪失感がフラッシュバックしているのかもしれないと。そう考えれば納得のいく寂しさだった。

　しかし、それでは説明のしきれないことがほかにもいろいろあった。

　夜十時になると、なぜだか啓太の手はリモコンに伸びる。ひとり暮らしだから、今まではよくテレビを流しっぱなしにしていたのに、それが嫌になって消している時間が多くなった。なのになぜだか十時になるとニュース番組をつけてしまうのだ。

　いつからこの習慣がついたのか、思い出そうとしてもあやふやだ。

　就職活動にあたって時事問題をチェックしておく必要があったのだろうとは思う。じゃあ、その時からの習慣なんだろうか。

　そして部屋にあるチェスの盤と駒こま。買ったのは覚えている。学校帰りにショッピングセンターに寄って探したのだ。おもちゃ屋には子供向けのカラフルな玩具しかなくて、どうしようと思ったのも覚えている。結局、ちょっとお洒落しやれな雑貨屋をのぞいたらアンティークっぽい雰囲気のものがあって、ああよかった、これなら喜ぶと思って……――。

　……え。

　突然、穴に落ちたような気分だった。

　誰が？　誰が喜ぶと……？

「あ……」

　啓太は両手で頭を抱えた。

　あの時、自分は確かに思った。アンティーク風のチェスのセットを見つけて、『ああよかった、これならきっと喜んでもらえる』と。誰が？　誰が喜ぶと思ったんだ？

　いくら思い出そうとしてもダメだった。まるで記憶という地図の一部が墨で塗り潰つぶされているようだった。誰の顔も浮かんでこない。黒い穴が広がっていた。

　いつ自分がチェスを覚えたのかということもそうだった。啓太はチェスのルールを知っている。だが記憶のどこをさぐっても、初めてチェスに触れた時の記憶がないのだ。どうやってルールを覚えたのか、わからない。本を見て独学で学んだのか、誰かに教えてもらったのか……。

　墨で塗り潰されたように、啓太の記憶には穴があった。

　不思議なことはほかにもあった。

　バイク。やはり昼はどうとも思わないのに、夜、ヘッドライトをきらめかせて爆音上げて走るバイクがあると、なぜだか啓太の足は止まってしまうのだ。目で追う。その時、啓太の胸には説明しようのない期待感が湧く。もしかしたら、もしかしたら、と。しかし啓太自身、なにを期待しているのかはわからない。なにが起こると思っているのか、なにが起こってほしいと思っているのか、啓太にはわからない。わからないまま、啓太はその場に立ち尽くす。

　当然、歩道に立つ啓太に気づくことなく、バイクはそのまま車列を縫うように走り去ってしまう。その時の失望感。なにに失望したのかわからないまま、啓太は肩を落として歩きだす。

　いつもと変わらない毎日のはずなのに、突然の悲しさに大泣きしたあの朝以来、自分でもわからない感情に啓太は振り回されていた。

　

　

「ッた……」

　もう何度目か。傷の痛みで啓太は目覚めた。

　シーツに点々と散る赤い染み。指先を見れば、やっぱり赤く血がついている。

　二週間ほど前に首筋にふたつできていた丸い傷。その傷をなぜか寝ているあいだに引っ掻いてしまうらしく、傷は全然治らないばかりか、悪化しているようにさえ見えた。

「なんで引っ掻いちゃうかな……」

　引っ掻かないようにと思って絆ばん創そう膏こうを貼っておいても、いつの間にか剥はがしては自分で傷口に爪を立てているらしい。

「……ドＭなんだろうか、ぼく」

　痛みには弱いし、しいて苦痛を好む性癖はないはずだと思う。

　最近、夢見が悪いせいかなと考えてみる。不思議な夢ばかり、立て続けに見る。いつも同じ人物が出てくる、同じラストの夢。

　子供の頃、啓太は「王様」を見たことがある。黒く波打つ長髪と黒い瞳の、とても綺麗な「王様」。日本に王様などいるわけがないから、それは映画かドラマの撮影だったんだろうと思っているが、とにかく啓太はこのところ、その「王様」の夢ばかり見てしまうのだ。

　夢の中で、啓太はその「王様」とバイクでツーリングを楽しんだり、部屋で一緒にテレビを見たりしている。いろんな夢を見た。なにを話しているかわからないが、なにかを語る「王様」の横顔を、啓太がただ見ているだけという夢もあった。夜景がバックに広がってとても綺麗だった。いろんなシチュエーションの、「王様」の夢。それだけなら、啓太も夢見が悪い、とまでは考えなかったが、どの夢もたいていラストが同じなのだ。「王様」が啓太を揺さぶっている。必死に。そして啓太が目を開けると、「すまない、もう二度とこんなことは……」と、聞いてるこちらが苦しくなるほど真剣にあやまってくれるのだ。そして、「もう、これで終わりだ」と、啓太に背を向ける。啓太は必死に、それこそ泣きながら、「ぼくはいいから！　それでもいいから！」と訴えるが、「王様」は啓太に背を向けて去ってしまう――そういうラスト。

　正直疲れるし、夢の中とはいえ、毎回捨てられるみたいな気持ちを味わわされれば憂ゆう鬱うつになる。夢見が悪いから、こんな傷口を自分で広げるようなマネをしちゃうんだろうかと啓太は溜ため息いきをつく。

　ぼうっと考えているうちに枕元の目覚まし時計が鳴りだした。そろそろ起きなければいけない。今日は内定者対象の入社説明会がある。

　気持ちを切り替えて、啓太はベッドを出た。

　入社説明会は十時からだ。そのあとは午後一番にゼミがある。夏休みに入る前に卒論の要旨を教授に確認してもらっておかなければならないから、それははずせない。ワイシャツにアイロンＯＫ、ネクタイＯＫ、スーツＯＫ、まず鞄かばんと持ち物を確認してから、啓太は朝の支度をすませた。

　啓太が内定をもらえたのは、事務機器の販売・リースを主業務としている会社で、大手事務機器メーカーの子会社だった。会社自体の規模はさほど大きくないものの、大手の子会社ということで、資本の安定性と充実した福利厚生が魅力の会社だった。就職戦線で出遅れていた自分がこんな条件のいい会社に内定をもらえたのはラッキーだったと思う。

　入社説明会には同期入社予定者が八人、出席していた。幹部社員による説明は一時間ほどで終わり、その後、まだ入社数年の若手である斉さい藤とうという社員が司会者となった。ざっくばらんに入社にあたっての不安や疑問を同年代同士で語り合うためだという。

「ま、敬語とかいいんで。ぶっちゃけ俺も二年前まで大学生やってたわけだし？　もう会社の悪口とかホントのとこどんどん話してくつもりでいるし？　なんでも聞いちゃってよ」

　スーツ姿も板についた、なかなかの好青年である印象の斉藤はそんなふうに話を切り出した。啓太はあまり質問もなかったので黙っていたが、ほかの内定者たちはあれこれと毎日の業務や社の雰囲気について質問していた。

　十二時近くなってその説明会も終わり、啓太たちは伸びをしながら席を立つ。

「あんさー、やっぱこういう社内だと本音で話しにくいとこあると思うんで。それに同期ってやっぱ特別だから。少しでもみんなにも交流持ってほしいっていうか」

　斉藤がそう言いだした。

「これからみんなでランチとか、どう？　いい店、案内するし」

　八人の同期予定者たちは顔を見合わせる。どうしよう、行かないとまずいよね、と互いの顔に書いてある。参加したほうがいいのは啓太も承知だったが、今からランチにつきあっていたら午後のゼミに間に合わなくなってしまう。……だけど……。そんなふうに迷っていたさなか、

「すみません」

　啓太の口は勝手に動き、手は勝手に上がっていた。自分で驚く。どうしよう……。

「い、いい機会だと、あの……」

『胸を張って』

『言いたいことをはっきりと』

『語尾までしっかり』、見えない手に背中を押された。

「いい機会だと思います。せっかくのチャンスなので、ぼくもぜひご一緒させていただきたいところですが、卒論のゼミが昼一であるんです」

「卒論ゼミかあ」

　斉藤が頭を掻く。

「それはきついなあ」

『堂々と』。

「とても残念です。ぼくは……どちらかというと人見知りなので……皆さんと仲良くなれるこういう機会は大事にしたいんですが」

「ま、入社したら嫌でも毎日一緒だから。それからだって仲良くはなれるからさ」

「ありがとうございます」

　頭を深く下げる。

「えっと、草間君だっけ。なにかあったら電話してきてよ。名刺に部署とか書いてあるでしょ。ほかのみんなもさ」

　よかった。斉藤は悪くは思っていないようだ。ほっとする。

「じゃあ草間君、卒論がんばって」

「はい。今日はありがとうございました。入社したら、またよろしくお願いします」

　辞去の挨あい拶さつを述べ、その小会議室を出ながら、啓太は自分に驚いていた。こういう場では他人の顔色ばかりうかがって、自分が言いたいことの半分も言えず終わってしまうのが普通だったのに――。

　不思議な思いで啓太は入社予定の会社をあとにしたのだった。

　

　

　その日はなかなか忙しかった。午前中は入社予定の会社で説明会、午後はゼミで卒論の要旨発表、その後はスーパーのバイトが三時から六時の予定で入っていて、駆け足で移動しての一日だった。

　慣れないスーツ姿で飛び回ったせいだろう、啓太は帰りの電車の中でうたた寝してしまった。はっと気づいた時には扉が閉まりかけたところだった。降りなきゃ！　とっさに思った啓太はあわててホームへと飛び出した。

「あ……」

　周囲を見回す。ホームの雰囲気がよく似ていたが、それは啓太がいつも使う最寄駅、住すみ吉よし南みなみ駅のひとつ手前のひばりが丘駅だった。

「……やっちゃったぁ」

　時刻表を確かめると、次の電車まで二十分近くある。

「どうしよう……」

　そこでふと気づく。前にもこれと同じようなことがなかったか？　……そうだ、数ヶ月前。やはりリクルートスーツ姿で、ひばりが丘駅からアパートまで歩いた記憶がある。あの時も今と同じような夕暮れだった。

　記憶をなぞるように、啓太はひばりが丘駅からアパートまでの道を歩き始めた。

　広い幹線道路をしばらく行き、ふと足を止める。この道でよかっただろうか。振り返ると木々のあいだに小道が一本折れていた。なんとなくそちらに行かなければいけないような気がして、啓太は少し道を戻ると、林の中を通る脇道へと曲がった。

　見覚えがあるような気がする道をしばらく行くと、やたら豪壮な屋敷の並ぶ住宅街へと入った。

　なぜだか足が速くなる。記憶にあるような、ないような……でも、もうそんなことはどうでもよかった。啓太は気がせくままに駆け足になった。

「あ」

　小さく声が出た。

　ツタの絡まる鉄の柵さく、そして草木の生い茂る庭の向こうに見えるレンガ造りの古い洋館。

　わけもなく鼓動が速くなった。啓太は門に手をかけて、しばし、その洋館を見つめた。なぜだかその暗闇に沈みつつあるその館を見ていると、大声で泣きたいような気分になってくる。

　もうかすかに下のほうに赤みを残すだけの空から、その時、黒い影が飛んできた。ひゅうっと風を切るような音を立てて、ソレは黒い翼を広げて飛んでくると、啓太が手をかけていた門の上に止まった。

　コウモリだった。タカかなにかかと思うほどに大きな。

　こんな大きなコウモリがいるんだ、しかもこんな街中に。驚いて目を丸くしている啓太を、コウモリは首をかしげるようにして見返してきた。……なんだろう。啓太は眉をひそめた。なんだか馬鹿にされているようで、腹が立ってくる。

　コウモリは一声「キィッ」と鳴くと屋敷のほうに向かって飛んでいく。この屋敷に巣でもあるのかと見ていたら、すぐ舞い戻ってきて、また「キィ」と鳴いて飛び去る。――入って来いと言われているようだった。

　勝手な解釈だとは思った。この屋敷の住人が出てきたらどうしよう、とも。迷ったが、啓太は思い切って門を押し開いた。石畳を歩き、彫刻の施された樫かしの木の扉を前にする。ライオンのドアノッカーがついていた。

　どうしよう……そこまで来て、啓太は迷った。扉をノックしようかどうしようか。すると、迷う啓太の前で、重たげな樫の扉が音もなくゆっくりと開いた。

　心拍が速くなる。怖いのか、なんなのか。とにかく胸がドキドキしていた。

「入りなよ」

　屋敷の奥から声がした。

「お邪魔します……」

　小さな声で言いながら、啓太は扉の内側に足を踏み入れた。

　広く立派な玄関ホールだった。壁灯の黄色い光に、高い天井から吊り下がるシャンデリアや、赤い絨じゆう毯たんの敷かれた螺ら旋せん階段が浮かび上がる。――どこかで見たような気がしてならない。

「……っ」

　声を出して誰かの名を呼びそうになった。口を開いて今まさにその名を口にしようとしたのに、啓太の口からは誰の名前も出てこない。

「――あの、すみません！」

　出てこない名前の代わりに、啓太は奥に向かって呼びかけた。ドアを開いてくれた人物がいるはずだった。

「入っておいで」

　再び声が聞こえた。

　その声にうながされ、初めて来た家のはずなのに、啓太の足は迷わず玄関ホールの一番奥のドアへと向かった。

　そっとドアを押し開くと、そこはリビングのようだった。大きくて座り心地のよさそうな長椅子やちょっとしたお茶にはちょうどよさそうな洒落た小テーブルなどがあり、半分だけ開いたカーテンの向こうには庭に面したテラスがあった。

「……ア……」

　口を開いた。なにかが出てきそうで、出てこない。心臓だけがうるさく鳴っている。

「ア、アー……アー……」

　出てこない、誰かの名前。

　いやだ。呼びたい。でも、誰の名前を？　もどかしさに涙が出てくる。

「やーっぱ思い出せない？」

　緊張感のない、どこか人を小馬鹿にしたような声がした。あわてて振り返るとドアのそばに長身の青年が立っていた。なかなかのイケメンだが、妙に不快感がある。

「本心から消したがってたわけじゃないだろうし？　なにかの拍子に思い出すかと思ったんだけど、やっぱダメ？」

「あ、あなたは……」

「俺は高たか田だ信のぶ孝たか。俺のこともおぼえてない？　ま、そりゃそうか」

「あの……！」

　内側からのなにかに突き動かされて、啓太は高田に歩み寄った。

「今の話、どういうことですかっ！　思い出すとか出さないとか……あなた、ぼくの記憶についてなにか知ってるんですか！」

「ううーん」

　高田は困ったように上を見上げた。

「知ってるっちゃ知ってるんだけどぉ、説明すると長くなるっていうか、信じてもらうのがメンドくさいっていうか」

「し、信じます！　信じますから教えてくださいっ！　ぼくはなにを忘れてるんですかっ！　このお屋敷はなんなんですかっ！」

「……そんなに思い出したい？」

　啓太は深く大きくうなずいた。

「うーん、でもどっしよっかなー。口で言っても本人が思い出さなきゃ意味ないし、それは俺じゃ無理だし」

「やっぱり……ぼくはなにか忘れてるんですね？　なにか大事なことを……」

「忘れてるっていうかさ……」

　高田が言いかけたところだった。突然、足元がぐらりと揺れた。屋敷全体がグワンと鳴る。

「え、なに、地震!?」

「あーやっぱ見つかっちゃったかあ」

　あわてて周囲を見回す啓太とは対照的に、高田はいたって落ち着いていた。

「そんなあわてなくたって、俺にはなんにもできないのにさ。ケイタが自分で思い出すか、アルノルトがもう一度力を使うかしないとさ」

　躯の中心に光が走ったような衝撃があった。

「そ、それです！　アルノルト……そうです！　その名前です！　ぼくが呼びたかったのは……！」

　でも、それは誰なんだろう？　啓太は頭を抱えた。ぼんやりと闇の中に白い顔が浮いて見える。けれど近づこうとするとその顔はぼやけてしまう。思い出したいのに……こんなに、こんなに思い出したいのに！

「あんさぁ」

　高田が床にしゃがみ込んで、啓太の顔を見上げてくる。

「俺、あんたに自分から手出しができないんだよ。誓っちゃってるからね。でもさ、あんたたち見てられないからさ、助けてあげたいわけ」

　啓太はまじまじと高田の整った顔を見つめた。――整ってイケメンだったが、どこか好きになれない雰囲気の男だった。しかし、今この時だけは、この男が嘘を言っているようには啓太には思えなかった。

「信じてくれる？」

　黙ってうなずいた。信じる、今、この時だけは。

　にっと高田が笑う。

「じゃあさ、ケイタから言ってくれる？　高田さん、ドライブに連れてってーって」







　

　

　屋敷の裏手にガレージがあった。高田が明かりをつけると、車に詳しくない啓太でさえこれは高いだろうとわかるイタリア製のスポーツカーが浮かび上がった。その横には、これもずっしりと重量感のある大型バイクが停められている。

　高田が助手席のドアを開ける。

「どうぞー」

　乗るか、乗らないか。逡しゆん巡じゆんは一瞬だった。記憶を取り戻したい、「アルノルト」のことを思い出したい、その思いが啓太の背中を押す。

　啓太は車高の低いスポーツカーの、腰が落ちるようなシートにおさまった。目だけで笑った高田が運転席へと回る。

　エンジンをかけながら、

「あー吸い痕ー」

　高田が啓太の首筋に目を留めた。

「なに、もうとっくに治っててもいい頃じゃん。自分で弄ったりしてたんだ？」

「い、弄るっていうか……夜、寝てるあいだに、爪を立ててたみたいで……」

　くっくっくっと高田はうれしそうに笑う。

「けなげだねーホント」

　馬鹿にされているような口調だったが、なぜだかその時は腹が立たなかった。

　すべるようになめらかに車は走り出した。ヘッドライトが暗くなった道を照らす。

「俺はさ、ひとりの人に縛られるとか、誰かに決めるとか絶対無理なんだよね。好きになってもらったら血が甘くなるとかいうけど、そんなのメンドイじゃん？」

「あの……」

「あーそっかー忘れてるんだっけ。俺ら、吸血鬼なんさ。人の血吸って生きてんの」

　ハンドルを軽やかに切りながら高田がさらりと言う。怖いとは感じなかった。嘘だとも思わなかった。どこか深いところで知っていた気がする。

　車は住宅街を抜けて、幹線道路へと出た。

「俺さ」

　にやにや笑いがもう顔に貼はりついているように口元に笑みを浮かべたまま、高田が切り出した。

「事故で死にかけたところをアルノルトに助けてもらって吸血鬼になったんだけどさ。実を言うと、殺されかけたんだよね。あ、吸血鬼になったってことは人間的には死んでるわけだから、殺されちゃったが正しいのかぁ」

　啓太は思わず高田の薄ら笑いの貼りついた横顔を見た。なんとなく嫌な気分になる笑い顔。きっと記憶のあった頃の自分はこの人のことを好きではなかっただろうと思う。けれど……。

「恋人だった男にね。俺、こんな性格だけど、本気で好きだったわけさ。だから相手が結婚するって言っても、なんで俺が別れなきゃいけないんだってごねちゃったわけ。うざかったんだろうねー。バイクに四輪のでかい車、ぶつけられちゃったよ」

「…………」

「だから俺、愛とか恋とか信じられねんだよ。けどさ……ちょっと見てみたいかなって。すべてをかけてもいい愛だとか、そーゆーの」

　あとさー、と高田は間延びした口調で続けた。

「俺さぁ、いつもえらっそうで、俺に怒ってるアルノルトが好きなんだよ。今みたいに、なんかもう、後悔とあきらめの悪さでぐじぐじしてるアルノルトは見てて楽しくないっていうか、イラついてきちゃう」

『あ』

　その時、啓太は少しわかったような気がした。高田はきっと、アルノルトという人のことが嫌いではない。今もきっと、彼のために動いているのだと。

　車は快調に走り続け、いつしか山道に入っていた。山道とはいえ、道はきちんと舗装されていて広く、危なげはない。

「……さて。ついたよー」

　そう言って高田が車を停めたのは、山の中腹よりもう少し上のあたりだろうか。奥に東あずま屋やの見える広い駐車場の入り口だった。

　エンジンはかけたまま、高田は啓太を振り返る。

「ね。ホントに記憶、取り戻したい？　アルノルトと一緒にいた時の記憶」

「……取り戻したいです」

　墨で塗り潰されたような記憶の欠落。その部分にはとてもとても大切なものが隠されている気がしてならないから。

「ぼくはずっと……このケガをしてからずっと、寂しいまんまです。どうして自分が寂しいのか悲しいのかもわからないまま。そんなのは嫌です」

「ん」

　高田が満足そうにうなずく。

「じゃあさ。俺に命じて？　高田さん、運転代わらせてって」

　わけがわからないままに、啓太は「高田さん、運転を代わらせてください」と口にする。

「オーケー」

　笑いながら高田は車を降り、啓太は運転席へと席を移る。窓を開けさせて、高田はドアにもたれかかった。

「じゃあね、あそこ、正面に東屋が見えるだろ？　展望台になってる」

「はい」

　東屋の向こうに見事な夜景が広がっているのを見ながら啓太はうなずいた。

「あそこに向かってね、思いっきりアクセル踏んじゃって」

「え」

　さすがに凍る。それは……。

「うん。運が悪けりゃ死んじゃうかもね。でも仕方ないじゃん？　気配はすれども姿は見えず……自分から出てくる気はないみたいだからさ」

　ちなみにね、と高田はいたずらを仕掛ける子供のように声をひそめた。

「結界張ってあんだよね、俺たちの周り。なにを話してるかは聞こえてないはずだから、きっとすげーイライラしてんぜ？」

「よく、わかりませんけど……アクセル踏まなきゃいけないんですね？」

「そゆこと。あそこの展望台の向こう側は崖になってるからね、思いっきり行ってみて？　あ。その前に、高田さん、ぼくのことはほっといてくださいって言ってね？」

　深呼吸する。――高田を信じるか、信じないか。記憶を取り戻したいか、取り戻したくないか。それはもう、この車に乗る時に決めていたことだった。

「……わかりました」

　大きく息を吸って、啓太は声を張る。

「高田さん！　ぼくのことはほっといてくださいっ！」

「ラジャー」

　ぱっと高田の躯が車体から離れる。啓太はハンドルを握り締め、思い切りアクセルを踏み込んだ。

　

　

　ぐんぐんと夜景が迫ってくる。かなりの恐怖だった。車は加速を続ける。

　啓太はぎゅっと目を閉じた。

『怖い、怖い怖い怖い!!』

　助けて助けて！　とうさん、かあさん！　胸の中で叫んだ瞬間だった。

　ごおっと車が浮くほどの風が横殴りに吹きつけてきた。

「あ！」

　開けたままだった窓から一気に風が吹き込み、ハンドルを取られる。キキキーッとタイヤが滑る嫌な音が響き、東屋の柱が眼前に迫った。

「ああああっ！」

　もう自分がアクセルを踏んでいるのか、ブレーキを踏んでいるのかもわからない。その時だった。

　黒い影が柱と車のあいだに飛び込んできた。同時にもう一度、突風が吹きつける。

　柱にぶつかる衝撃が来るはずのタイミングに、車は飛び込んできた障害物と突風に助けられ、ふわりと浮くように止まった。

「……あ……」

　なにが起こったのか。なににぶつかったのか。

　啓太はハンドルを握ったまま呆ぼう然ぜんとする。

「……馬鹿め」

　車の前方から黒い影がゆらりと立ち上がった。ボンネットの向こう側に白い顔が現れる。影はしばらく頭を押さえていたが、やがて長い髪を払い、運転席へと歩み寄ってきた。窓から運転席をのぞき込む。

「大丈夫か」

　彫りの深い、綺麗な顔――そうだ。この顔だ。小さい頃見た王様。夢に何度も出てくる王様。黒い長髪が素敵で。白磁のような肌が素敵で。切れ長の黒い目も、高い鼻も、形よい唇も、みんなみんな素敵で。

　啓太は口をぽかんと開いたまま、自分をのぞき込んでいるその人を見つめ返す。

　ドアが開かれた。

「大丈夫か。どこか打たなかったか」

　夢で見たとおり。中世ヨーロッパの貴族のようなその服装。啓太はその人の手にうながされるまま、車の外に出た。

「――馬鹿が！」

　ケガがないことを確認したその人が怒る。

「無茶をしおって！」

　叱しかられる。なんだかひどく懐かしい……しかし啓太にはまだ確信がなかった。

「アル、ノルト、さん……？」

　瞬間、その人の顔が痛みをおぼえたかのように歪ゆがんだ。

「――……痛いところはないか？」

「はい、大丈夫です。あの……」

　それを言っていいものかどうか迷ったが。

「助けていただいて……ありがとうございます」

　美麗な顔がまた歪む。

「あんさー」

　間延びした緊張感のない声が近づいてきた。高田だった。

「そんな忘れられてて傷つくくらいなら、思い出させてあげればいいじゃーん」

「おまえは……！」

　振り返ったアルノルトの目が吊り上がった。高田の胸倉をつかみ上げる。

「なんてことをさせるんだ！　ひとつまちがえたら死んでいるんだぞ！」

「だーって」

　高田は笑う。

「本人がそれでもいいって言うんだから。それでも記憶を取り戻したいって言うんだから、仕方ないじゃん」

「そ、そうです！」

　横から啓太もアルノルトの腕に手をかける。

「ぼくが望んだんです！　高田さんは悪くない！」

「だいたいさ、アルノルト」

　高田の声にわずかばかり、真剣ななにかが混ざった。

「あんた勝手だよ。記憶消されて、それでもあんたのことが好きで、わけがわかんないまんま苦しかったケイタの気持ち、考えたことあんの？」

　アルノルトの手が力なく垂れた。

　何事かを噛み締めるようにその唇が堅く引き結ばれる。

「もう、あきらめなよ」

　高田が言い、アルノルトは顔をそらすようにうつむく。

「……おまえには、わからん」

「ああ、わかんないね。この子はあんたが好きで、あんたと一緒にいたいんだろ？　あんたがなにをためらうことがあんのか、俺にはまったくわかんない」

「…………」

「少なくとも、あんたが言うところの貴重な人間としての命をかけて、この子はあんたのことを思い出そうとしたんだ。向き合ってやれよ。記憶消してばっくれてないで」

　厳しい口調でそう言った高田が、ちらりと啓太に視線を寄越した。小さく顎をしゃくってうながされ、啓太はあわてて一歩踏み出した。

「そ、そうです。向き合ってほしいです……！」

　アルノルトの肩が大きく上下する。

「……わかった」

　ほ、と高田が息を吐いた。

「……じゃ、俺は行くけど。ケイタ、しっかり食らいつけよ。アルノルト」

　わずかにアルノルトの顔が動く。

「――俺、あんたにも幸せになってほしいからさ。ちょっとは素直になんなよ」

「……余計なお世話だ」

　そう言い返したアルノルトの声には、しかし元気がない。

「じゃあな」

　くるりと踵きびすを返した高田の姿が不意に縮み、コウモリへと姿を変える。目を丸くして飛び立つコウモリを見送り、啓太はアルノルトへと向き直った。

「話が、あります。アルノルト、さん」

　

　

　無言で、アルノルトもまた、啓太へと向き直る。厳しく、暗い表情。啓太はその顔をじっと見上げる。

　まだわからない。けれど……とにかくとても懐かしい気がしてしょうがなかった。小さい頃、一度だけアルノルトに会っている。でも、それだけだろうか？　この、泣きたいような切なさも、その切なさの分だけうれしい気持ちも、全部、その一度きりの出会いのせいだろうか？

「さっき……車を止めたのは、あなたの力ですか？」

　そう切り出した。

「その力で、あなたはぼくの記憶を消したんですか？」

　答えたくないのか、アルノルトは啓太の視線を避けるようにしたまま、うつむいている。

「答えてください。あなたが消したんですよね？」

「……いらない記憶だからだ」

「どうして……どうしてそんなこと、あなたが決めるんですか！」

「…………」

「ぼくの記憶を戻してください！　ぼくは思い出したい！　ぼくにとってあなたがどういう存在だったのか、ぼくとあなたとのあいだになにがあったのか、ぼくは思い出したいんです！」

　アルノルトがぐっと顔を起こした。押し出すように声を出す。

「……思い出す必要はない。俺とのことなど思い出さずとも……おまえは生きていける」

「……いやです」

　啓太は胸を押さえた。そこが痛かったからだ。ナイフでも突き立てられたかのように。

「わけがわからない。あなたは必要ないって言うけど、じゃあどうして、ぼくはあなたの言葉にこんなに苦しくなるんですか？　胸がこんなに痛くなるんですか？　あなたに関係ないなら……どうして、誰のせいで、ぼくはこんなに悲しいんですか！」

「ケイタ……」

　アルノルトの黒い瞳がようやく啓太に向けられる。せつなげに、揺れている瞳。その目に向かって啓太は必死に訴える。

「思い出せてはいないけど……夢は、見ました。あなたと暮らしてるみたいな夢。夢のなかで、あなたといてぼくはとてもうれしくて楽しくて……ずっとこんな生活が続いてほしいって祈ってるんです」

　アルノルトがふたたびうつむく。つらそうに。けれど啓太は止まらなかった。――ぼくだって、もうずっとつらいんだから。

「なのに……夢の中で……いつもあなたはぼくを置いていく。ぼくは泣きながらあなたを追うのに」

　言っているあいだに声が震えだした。涙がこぼれだす。

「何度も、何度も見るんです。そのたび……ぼくはつらくて……わけがわからない。わからないのに……つらいんです。そんなの……ぼくはもう嫌だ」

　啓太はうつむくアルノルトに向かい手を伸ばした。

「お願いです。ぼくの記憶を、戻してください」

　アルノルトは動かない。取ってもらえない啓太の手はやがてだらりと下に落ちた。

「……なら、いいです」

　横を向く。

「高田さんはぼくが自分で思い出すか、あなたにもう一度力を使ってもらうしかないって言いました。あなたが思い出させてくれないなら、ぼくは自分でなんとかします。どこかに思い切り頭をぶつけたりしたら、そのショックで思い出せるかもしれません」

「ケイタ！」

　あせったような声に呼ばれる。それを無視してそのまま歩き出したら、後ろからふわりと抱き締められた。

「アルノルト、さん……」

「おまえは……本当に、どれだけ俺を揺らせば……」

　アルノルトの顔が啓太の頭に伏せられる。啓太は目を閉じた。涙が頬を伝うにまかせる。

「だって……思い出せないのは、つらいです。あなたに……こんなふうに抱き締められると、胸が奥から熱くなる……なのに、ぼくはなにも思い出せない。あなたとなにがあったのか……」

「ケイタ」

　苦しげにアルノルトに名を呼ばれる。その手が啓太の両目を塞いだ。

　闇だった。黒く渦巻いて……。そのまま啓太は意識を失った。

　

　

　気がついた時、啓太はベッドに寝かされていた。やたらと大きくて広いベッドで、ふと目を上げたら、なんと天てん蓋がい付つきだった。

「……目がさめたか」

　アルノルトの声がすぐ傍らから聞こえた。ベッドに腰かけているその姿を見たとたん、啓太は飛び起きた。

「アルノルト様っ！」

　レースのシャツの襟首をつかむ。

「なん、なんてことを、あなたは……！　ひどいっ！」

「思い出したか」

「思い出したかじゃありません!!」

　すさまじい怒りが腹の底から湧いてくる。

「ぼくの記憶を消すなんて……！　あんなに、あんなに嫌だって言ったのに、ひどいっ！」

「……すまなかった」

　アルノルトが悄しよう然ぜんとうなだれる。

「ぼくが、ぼくがどんなにつらかったか……！」

　涙があふれてくる。

　啓太はすべてを思い出していた。アルノルトとの出会いも、そのあとの同居生活も、そして、アルノルトと愛し合ったことも――そして、記憶を消されていたあいだのことも。

「高田、高田さんが来てくれなかったら……ぼく、ぼくは、大好きな人のことをずっと忘れたままで……」

　大きな手が啓太の頭に乗せられた。

「……いや」

　重い声に、啓太は涙に濡ぬれる顔を上げた。

「俺が、我慢しきれなくなっていたかもしれない。おまえに会いたくて……あの時と同じように、我慢できなくなっていたかも……」

　歯切れ悪く言葉を切るアルノルトの後悔は記憶を取り戻した啓太には理解できた。

　あの夜。

　アルノルトと想いを告げあい、ひとつになった夜。アルノルトは初めて啓太の首に牙を刺した。初めての吸血行為には苦痛はまったくなかった。むしろ陶酔感だけがあって、啓太はアルノルトに血を吸われながら抱き締められていることに喜びさえ感じていた。

　このまま自分の全部がアルノルトのものになってしまえばいいのに……。そんな思いさえあった。

　その気持ちよさのなかに漂っていたら、アルノルトに揺さぶられたのだ。

「ケイタ、ケイタ！」

　必死な声だった。

「目をさませ！　ケイタ！」

　重いまぶたを開くと、必死な形相のアルノルトが顔をのぞき込んでいた。

「気がついたか！」

　ぎゅっと抱き締められた。

「……すまない！　おまえの血を吸い過ぎた。もう少しでおまえを死なせてしまうところだった……！」

　え、と思った。それってまずいんだろうか、と。

「……かまいません……」

　しゃべろうとしたら、かすれたような小さな声しか出なくて驚いた。

「そしたら……アルノルト様と同じ……吸血鬼になれますよね……？　ずっとずっと一緒にいられますよね……？」

　アルノルトはつらそうに首を横に振った。

「そうしたらおまえは人間ではなくなってしまう」

　やっぱり不思議だった。それのどこがまずいのか。

　啓太は手を持ち上げようとした。そしたら重くて自由に動かなくて、また驚いた。ゆっくりゆっくり動かしてアルノルトの頬に添えた。

「ぼくは……アルノルト様と一緒にいられるなら……それでいいです」

　本心からの言葉だった。しかしアルノルトはまた首を振る。

「……おまえは人間でいることの素晴らしさを知らないんだ。陽の光を浴びて、山や海で遊ぶことや、酒や料理の美お味いしさを楽しむこともなくなるのが……どれほどつまらないことか。家族とも友人とも、流れる時間の速さが変わる。それは孤独になるということだ。成長することも老いることもなく、ただ闇の中で暮らす。……その退屈さがわかるから……俺が今まで出会った人間たちはみな、人の世に戻っていくことを選んだのだ」

　その人たちはそうだったかもしれないけれど、自分はちがうと啓太は言おうとしたが、アルノルトは聞いてくれなかった。

「俺は、可愛いおまえに後悔させたくない。だが……このままおまえといれば……遅かれ早かれ、俺はきっとまた同じことを繰り返す。きっとまた、止まらなくなる」

「アルノルト様、ぼくはそれでも……」

　アルノルトはじっと啓太を見つめた。顔をかたむける。口づけ、だった。熱くて、濃くて、激しい――。

「……これで終わりだ、ケイタ」

「アルノルト様、いやだ！　ぼくは……ぼくはそれでもいいんです！　人間でなくなっても……アルノルト様！　いやだ、やめてくださいっ……！」

　必死で頼んだのに、アルノルトは啓太の目に手をかざして記憶を消したのだ。

「――我慢できなくなる、なんておっしゃるぐらいなら……二度とぼくのことを置いていかないでください。ぼくの前から消えないでください」

　アルノルトの唇がほんのわずか、笑みの形に持ち上がり、そしてつらそうな表情の中に消える。

「……まったく。なぜだろうな。おまえには……揺らされる。もう決して、決して、誰かと寄り添い合って永い時間を過ごすなどという夢は見るまいと思っていたのに……また夢を見た。人間から貴重な命を奪い、闇の住人にするようなことはするまいと……それが愛いとしい相手ならばなおのこと、その命を大切に見守ろうと決めていたのに……自分で自分を止められなかった。今までこんなことは一度もなかった。誰が相手でも、俺はそんなふうに自分を制御できなくなったことはないのに……なぜ、おまえが相手だと……」

　自分でも泣きたいのか笑いたいのかわからないまま、啓太は「ふへへへ」と変な笑い声を立てた。

「それってきっと、アルノルト様がそれだけぼくのことを好きなんだと思います。そして、ぼくも。今までアルノルト様が一緒だった人の誰より、アルノルト様のことが好きなんだと思います」

「……そうだな。そうなのだろうな」

　ぽんと頭の上に手を置かれて、黒い瞳で見つめられる。その瞳が揺れていて、啓太まで泣きそうになる。

「高田も俺も……永遠の愛など信じられなかった。想いを寄せても……人は人の世を選んでいく。……今から思えば、俺自身も、それを無理矢理に奪うほどには熱がなかったのかもしれないが……。退屈だった。すべてに飽きて、すべてがつまらなくて……。俺が波動を刻んだあの子供ももう二十歳を超えただろう、ならばいいか、もうこの世におさらばしても……そんな気持ちであの朝、朝日を浴びようとしたんだ」

「よかった、です。あの時、アルノルト様と出会えて」

「……俺を救ったのが、あの時の子供だというのも……なにかの縁かとは思ったが……」

　その時、啓太の脳裏に閃ひらめく言葉があった。

「運命！　運命です、きっと！」

　アルノルトは声もなく笑った。

「……そうか。運命か。ならば……その運命に、流されてみようか」

　アルノルトの大きな手が優しく啓太の両頬を包んだ。

「おまえが愛しい。愛している。……もう一度、おまえに会ったら、今度はもう二度と手放してはやれないだろうとわかっていた。――それでも、いいか？」

　啓太はうなずいた。はい、もちろんです、と。

　

　

　二度目のセックスは……やはりすごく気持ちがよく、そして幸福感に満ちていた。ただ、服を脱がされる時は幸福感より羞しゆう恥ちのほうが強かったが。

　アルノルトも服を脱いだ。膝立ちして服を脱ぎ捨てていく姿に、口が裂けても言えないが、啓太はうっとりと見み惚とれてしまった。男らしくて、綺麗で、見惚れないほうがおかしいと思う。

「ケイタ……」

　アルノルトに柔らかく伸のし掛かられる。

「アルノルト様」

　上に乗っているアルノルトの胸から笑いの振動が伝わってきた。

「もう『様』はいらない。おまえは下僕ではないのだから」

「え、じゃあ……」

「恋人だ。恋人のことはなんと呼ぶ？」

　かっと顔が熱くなる。呼ぶ前からこんなでどうしようと思う。

「呼んでみろ」

　えらそうな命令言葉は変わらないがその口調に甘さがあって、啓太は耳まで熱くなった。

「アル……アルノルト……」

「そうだ」

「アルノルト」

　心臓がばくばくいう。そこへ唇を寄せられて、吸われて、頭がくらくらした。

「あ……」

「舌を出せ」

「え」

「いいから」

　おずおずと舌を出してみたら、その舌を優しく噛まれた。

「……ん、んッ……」

　いやらしい。でも、気持ちいい。

「……なにをしている？」

　からかうような声で聞かれてハッとした。啓太は昂った腰をアルノルトにこすりつけていた。

「あ！」

「やめることはない。気持ちいいんだろう？　それとも早くさわれというアピールか？」

「や……！」

　啓太は両手で顔をおおう。恥ずかしさで死にそうだった。

「両方か。ならば」

　笑いを含んだ声で言って、アルノルトの手が啓太の硬くなり始めたものを包む。柔らかくしごかれただけで、喉の奥から甘い声が上がってしまう。

「それほど喜んでもらえるならばサービスせねばな」

　もう完全に遊ばれている！　抗議の声を上げようとして、啓太はひっと息を飲んだ。

　アルノルトの上体がするすると啓太の躯を下へと滑る。

「ア、アルノルト様っ？」

「だから『様』はいらないと……」

　語尾は唇が啓太の性器に触れたせいで不明瞭になった。

「あああんッ……アンッ、あ……！」

　ねっとりと舐め回される。啓太の脚を両側に大きく広げ、その中心でアルノルトの黒髪が揺れる。気持ちよすぎて啓太はもう悶えるしかなかった。

「アル、アルノルトッ……あ、あんっ！　ッあ、や……！」

　強烈な快感に身をよじる。すぐに最初の頂点を迎えそうだった。

　なのに。

「もう少し、我慢しろ」

　アルノルトの指が啓太の肉茎の根元に絡められる。それなのに先端はじゅるじゅると音立ててしゃぶられる。気が変になりそうだった。

「え、え、やだ……やだ、アルノルト様っ、アルノルト！　あああッ！　や、やだっ！　ヘン、ヘンになる……ッ」

　悲鳴のような声なのに、アルノルトは指をゆるめてはくれなかった。

「可愛いケイタ」

　両足を持ち上げられる。

「いい声だ。もっといい声を……」

　尻の狭間に、ぐっと押しつけられてきたものがあった。硬くて、太い、アルノルトのモノ。

「聞かせてくれ」

　挿入は一気だった。躯全体で押し込まれ、根元まで一息に呑み込まされる。同時に今まで性器の根元を縛いましめていた指を解かれた。

「ひあッアアアア――――!!」

　苦痛と快が同時に爆発して、脳天まで突き抜ける。

「……っく」

　アルノルトが小さく呻く。

「……あやうく持っていかれそうだった」

　そんなささやきを聞いたような気がするけれど。

　さだかではなかった。

　啓太はもう、打ち続く射精の余韻と、アルノルトが刻む律動によって新たに与えられる快感の両方に、頭も躯の中も真っ白になっていた。性の快感だけに支配されていく――。

　アルノルトに穿うがたれるまま、啓太は淫みだらな官能に溺おぼれ続けた。

　何度達したか、わからない。

　アルノルトの肩と首にしがみつき、膝を抱えられて抉るように腰を使われた時に、何度達したか。恋人の躯にすがる代わりに、シーツを握りしめ、顔をこすりつけ、後ろからいいようにむさぼられた時に、何度達したか。――何度目に、意識を手放したのか。

　気づくと、隣に髪の乱れも色っぽい恋人の顔があった。愛おしむような眼差しで見つめられていた。

「……あの」

　声が嗄かれているのは今度は貧血のせいではない。喘ぎ過ぎたせいだ。

「血は……」

　ぼくならいいです、とささやき声で続ける。優しく髪を撫でられた。

「この前、数ヶ月分はもらった。俺はおまえに無理をさせたくない」

　いいのに、と思った。我慢しなくても。そして早く、仲間にしてくれればいいのに、と。

　啓太はアルノルトの手を取った。指先にキスする。

「愛しているよ、ケイタ」

　躯を寄せてきたアルノルトのキスが額に落ちる。

「ぼくも……愛しています」

　心から告げる。

「もう……二度とぼくを置いていかないでください」

　アルノルトが半身を起こし、啓太の手を握る。

「――おまえに、誓おう。アルノルト・フォン・ブロンベルクは草くさ間ま啓太を愛する。二度と放さないと。己の闇の命にかけて」

　うれしくて、涙があふれてきた。

　そんな啓太にアルノルトが落とした口づけは、誓いの証のように、丁寧でおごそかなものだった。

　

　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊

　

「ただいま！」

　広い玄関ホールに飛び込む。

「おかえり」

　まだ陽は落ちたばかり。まだ少し眠そうなアルノルトが螺旋階段を降りてくる。

　夏のあいだは一緒に過ごせる時間が本当に少なかった。夕方の六時に帰ってきてもアルノルトはまだ棺ひつぎの中だったし、朝は啓太が起きるはるか前に棺に戻ってしまう。だが、冬至に近い今は夕方早い時間に帰ってきてもこうして出迎えてもらえるし、朝も早い朝食をとるあいだ、おしゃべりを楽しむこともできるようになった。

「今日は新しいバラのエッセンスを買ってみたんだけど……どうかな？　ほら、この前のは人工の成分が多いから、アルノルト、あんまりいい香りじゃないって言ってたでしょう？」

　袋の中から小さなボトルを出そうとすると、正面から抱き締められた。

「……バラより、おまえの匂いのほうがいい」

「アルノルト……」

　髪のあいだを分けるように高い鼻を押し付けられてすんすんされると、なんだか恥ずかしい。

「卒論は終わったのか？」

「あ……まだ。手直ししなきゃいけないところがいくつか残ってて……」

「じゃあいつ、おまえとゆっくりできるんだ」

　とたんにむっとした声になる恋人の顔を、その腕の中から啓太は見上げる。確かにここのところ、卒論の追い込みのせいでアルノルトとベッドを共にできないことが多い。

「血なら、ぼく、大丈夫だけど？　アルノルト、おなかすいてるなら……」

「誰が血が欲しいと言った！」

　大声で怒鳴られる。

「俺は可愛いおまえを可愛がりたいんだ。おまえと愛し合いたい。それをおまえは人がまるで血だけが目当てのように……」

　短気なところは変わらない。けれど、ついこちらが恥ずかしくなってしまうような甘いことも平気で口にするタイプだとは、恋人になって初めて知った。

「……なんだ。なにを笑っている。だいたいおまえは人の話を……」

「聞いてますってば。だってアルノルト、可愛がりたいって言いながら怒ってるから、おかしくて」

「……ふん」

　ふたたび高い鼻が頭頂をくすぐる。

「血のことじゃない。だが俺も、これで相当我慢しているんだぞ？」

「……ぼくも、だけど」

　小さくつぶやいて返して、啓太は真っ赤になった。

「なら、今夜は少し……」

「だめ。締切が近いから」

　とたん、傷ついたような顔になる恋人に、啓太は背伸びをすると軽いキスを送る。

　――ぼくだって、ずっとあなたと一緒にいたいけど。

　あせらなくてもいい。

　きっと、いつか、そう遠くない未来に、その時は来るから。

　アルノルトと同じ時間を歩める時が――。それがぼくらの運命だから。

　声にならない声が伝わったのか、アルノルトの瞳が優しくなごむ。唇が寄せられてくる。

　啓太は大好きな恋人の腕の中で目を閉じた。







　　あとがき

　

　

　楠くす田だ雅まさ紀きです、こんにちは！　初めまして！「俺サマ吸血鬼と同居中」、お手にとっていただきありがとうございます。

　吸血鬼ってやっぱりロマンですよね。人の血を糧に生きる闇の生命。不老不死でコウモリに姿を変えることもできるけれど、日光を浴びれば灰になってしまい、十字架やニンニクが苦手。……と、このあたりが、いわゆる吸血鬼の一般的なイメージかと思いますが、改めて今回、「吸血鬼って、ホントはどうなんだろう？」と思って調べてみました。そしたらいろいろあるんですね。コウモリに変身できない吸血鬼、日光の下でも多少は動ける吸血鬼、空を飛べる吸血鬼、いろんな吸血鬼がいて、調べるうち、「どれが本当なの！」とキーッとなりかけましたが……考えてみたら、吸血鬼自体、「本物」がいるわけではないのですよね。作品ごとにいろんなタイプの吸血鬼が創造されているわけですから。

　そんなわけで、本作の主人公・アルノルトは血だけではなくバラの精気からも栄養補給ができ、空は飛べない代わりに多少の魔力を持ち、モノを動かしたり人の心を操れるということにしました。そして大事な設定がもうひとつ。コウモリに変化する時には「服ごと変化する」。悩んだんです。コウモリになった時に、服はどうしようって。咥えて飛ぶのか。はたまた人型に戻るたびに近くの人間を追いはぎするのか。どちらにしてもロマンチックではないので。魔力で服ごと変化するということにすれば、全裸でマンションのベランダに立つ必要はなくなります。よかった。

　超常能力を持つキャラを書くのは久しぶりで、楽しかったです。最近とみに、「書けること、読んでもらえることのありがたさ」を思うようになりました。いろんな人物のいろんな人生や事件を自分の言葉で書いて、さらにそれを読んでくれる人がいるって、めちゃくちゃラッキーなことだなと。自分の人生とか能力以外のことを真剣に考えている時間はおもしろいし、その結果の作品を読んでもらえるのはもう幸運以外ではないように思います。

　そして、読んでくださった方に少しでも楽しんでいただけたなら……。番外編がＷｅｂマガジン「Ｃｈａｒ＠キヤラツト」第４号に掲載されています。お楽しみいただければ幸いです。

　最後になりましたが、中世の貴族の雰囲気を素敵に描きだしてくださったＣｉｅｌシエル先生、ありがとうございました。担当のＴ様もいつもありがとうございます。そして、この本を手にしてくださっている貴女に心からの感謝を。ありがとうございました。

　





２０１３年４月吉日　楠田雅紀
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